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　神かみ降おろしの儀ぎ式しき。

　神の世界である常とこ世よより、神を降ろして人の願いを叶かなえる儀式のことをいう。

　神降ろしの儀式に必要なものは、二つ。

　一つは、神の御み魂たまを形作る神典。

　常世におわす八百万やおよろずの神々を、人は視し認たんすることも識別することもできない。それを可能とするのは神の物語。例えばその成り立ち、歴史、性格、そして想おもい。それらを以て人は神を形作る。偽いつわりの神典では神の御魂が形成されることはない。

　もう一つは、神の器となる御ご神しん体たい。

　常世におわす八百万の神々は、人の世界に留とどまることはできない。それを可能とするのは神の依より代しろ。例えば神の使用していた道具。神の肉体の一部。御神体は神に縁えんのあるものでなければならない。縁が深ければ深いほどに神は引き寄せられる。紛まがい物の御神体に、神が降りることはない。

　真なる神典と真なる御神体。

　その二つを用意し、神を称たたえ崇すう敬けいの意を表す祝詞のりとを唱えれば、神は神典によって形作られ、御神体に降こう臨りんする。

　後は降ろした神に見合った願いを伝えれば、神は人の願いを叶かなえてくれる──







　序章







　そこは暗い暗い闇やみの中だった。

　何も見えない。

　何も聞こえない。

　動くこともできない。

　声も出せない。

　ただ、思考だけがそこにあった。

　なぜ自分がそのような状況にあるのかわからない。

　自分は何をしていたのだろう。

　自分に何が起きたのだろう。

　考えても思い出せない。

　やがて唯ゆい一いつあると思えていたその思考もまるで闇に溶とけていくように、薄うすれつつあった。

　そもそも自分は何なのだろう。

　ぷつりと何かが途と切ぎれた。




　────…………。




　火が灯ともるかのように、闇やみに何かが浮かび上がった。

　暗い暗い闇の中に浮かぶ灯火。

　光が見えた。

　音が聞こえた。

　けれど、動くことはできなかった。

　声も出せなかった。

　ただ、思考だけがそこにあった。

　思考は、意思を呼び起こし、声にならない声で叫さけんだ。

　助けて。

　灯火へ向けて叫んだ。

　声は歌のように聞こえた。

　祈いのりのようにも聞こえた。

　助けて。

　灯火が強きよう烈れつな光となって、闇を塗ぬりつぶす。

　そのまま自分をも塗りつぶす。

　今度は光に溶とけていくような感覚を覚え──

　世界が、自分を迎えてくれた。







　第一章　人形供養







　ねぇ、知っている？

　壊こわれた人形を供く養ようせずに捨すてると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるんだって──




　　　　◆




「えー、それでは新しいクラスメイトを紹しよう介かいする」

　担たん任にんに促うながされ、教室の前に立っていた彼は自己紹介をする。

「玖く流りゆう緋ひ澄ずみです。よろしくお願いします」

　教室に入ってきたときと同様、クラスの女子から上がった黄色い声を受け止め、玖流は内心嘆たん息そくした。

　人に注目されることは正直好きではない。別に緊きん張ちようするとか赤面するとかいう可愛かわいらしい一面を持っているわけではなく、単に好こう奇きの視線に晒さらされるのが嫌いやなだけだ。

　別に転校してきたわけでもなく、成績順でクラスが変動するようなシステムを持つわけでもない神かみ代しろ高校において、六月も半ばを迎え、なぜ玖流が自己紹介などしているのかといえば、それには理由があった。

　つい先月のことだ。

　とある神社に体験修行という名目で訪れた神代高校の生徒たちは、そのうち六人の命を失うこととなった。その六人が同じクラスであったことが、一クラス平均二十五名の神代高校のクラス編成に影えい響きようを及ぼした。

　この時期に大々的にクラス替えをすることもできず、かといって今後の行事を考えると十九名のクラスがあるのは望ましくない。

　結論として、神代高校は他ほかのクラスから一名ずつ編入を行うこととした。

　そんなわけで、玖流は編入メンバーの一人となり、元のクラスから惜おしまれつつ、クラスを替わることとなった。特段前のクラスに思い入れがあるわけではないが、正直このクラスは避さけておきたかったというのが玖流の本音だ。

　クラスの好奇と歓かん迎げいムードの中に一つだけある、皮肉っぽい笑みを見つけ、玖流は今度こそ嘆たん息そくを長いため息に変えた。

　クラスの女子の中でも一ひと際きわ目立つその少女。識しき読よみ美み古こ都と。その視線の持ち主の名だった。

　玖く流りゆうとは幼おさな馴な染じみであり、因いん縁ねんのある相手だ。

　成長するにつれ、学校は同じでも交流は途と絶だえていたのだが、先月の体験修行で行動を共にすると、時の移ろいを忘れさせるほどに、会話が弾はずんだ。もっともその弾み方は歪ゆがんでいて、口を開けば皮肉、文句、罵ば詈り雑ぞう言ごんが大半を占める。

　それでも周囲からは、歯に衣きぬを着せぬそのやり取りが、仲の良さを物語っていると誤解されたりし、幼馴染という存在がいかに厄やつ介かいか実感したのだった。

　体験修行の数日でそうだったのだから、クラスが一いつ緒しよともなれば、美み古こ都と自身や周囲も含め、もっと面めん倒どう事ごとは増えるのだろう。

　玖流は自己紹しよう介かいをして早々、憂ゆう鬱うつな気分にならざるをえなかった。

　ただ、そう悪いことばかりでもないと思えることもあった。

「玖流スナオです。よろしくお願いします」
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　玖流に次いで自己紹介をしたのは、彼の弟のスナオだった。彼も編入メンバーの一人だった。

　今でこそ普通に生活をしているが、スナオは元々体が弱く、学校も休みがちだった。今でも時々だが体育の授業中に保健室に運ばれることもある。同じクラスであれば、そんなときに近くにいることができる。

　唯ゆい一いつ、この編入で玖流がよかったと思える点だった。

　他ほかの三名の自己紹介が終わり、玖流たちは教師に指示された席に向かう。

　案内された空席は元は誰の席だったのかと、玖く流りゆうは今はいない生徒たちの顔を思い出しかけたが、すぐに思考を遮しや断だんした。

　正しくは遮断させられた。そこは美み古こ都との隣となりの席だった。

「自分の運の悪さを呪のろいたい気分だ」

　編入メンバーの選定の方法は問題児を飛ばしたい教師の指名、全クラスの成績の平均化による計算、ただのくじ引きと、様々噂うわさされたが、校内実力試験学年トップの玖流が、同一位の美古都のクラスに来たことで、くじ引き説が有力視されていた。

「あら、そういうのは信じないんじゃなかったの？」

　玖流は神や運といったものを信じないと豪ごう語ごしている。それを知っている美古都は玖流の言葉を揶や揄ゆした。

「運とは所しよ詮せん確率論の一部だ」

　わからない試験問題を、運頼みで適当に解答するのをやめて空くう欄らんで提出したこともある彼としては、苦しい言い訳だ。

「あら、呪のろいのほうを言っているのよ。あなたの口から呪いたいなんて言葉を聞けるとは思えなかったわ」

　美古都はどちらでも取れるようなことを言って、玖流の答えを導き、揚げ足を取った。

　してやったりの表情に、玖流は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になり、閉口した。

「何にせよ、起きた事象を運がよかったと取るか、悪かったと取るかは人それぞれよ」

　そして美古都は心にもないことを、とびきりの笑顔で口にした。

「一いつ緒しよのクラスになれて嬉うれしいわ。玖流君」




　終業のベルが鳴り響ひびく。

　玖流は疲れたような顔をして、聞こえない程度に嘆たん息そくした。

　普通の転校生と違って休み時間のたびに皆に囲まれるようなことはなかったが、それでも多少の質問責めはあり、また新しいクラスというのはそれだけで気疲れしてしまう。

　今日きようはさっさと家に帰ろうと、玖流は荷物をまとめ始めた。

　弟のスナオのほうを見ると、すでに仲良くなったらしい新しいクラスメイトと何やら談笑している。

　質問攻めの間も当たり障さわりのない返事をして見えない壁を作る玖流と違い、スナオは何の抵抗もなく相手を受け入れる。相手も玖流よりスナオに話しかけやすさや居い心地ごこちの良さを感じるようで、最初は玖流の周りにあった人だかりも、放課後にはスナオのほうに移っていた。

　いくら兄弟仲がよいといっても、わざわざ一いつ緒しよに帰るほどではない。

　玖流はスナオを置いて、教室を出ようとし、

「玖流君。お客様よ」

　外に出ていて、ちょうど教室に戻ってきた美み古こ都とに呼び止められた。

　計ったかのようなタイミングに思わず、不満が顔に出そうになる。

「あら、そんな顔しないで。私のせいじゃないわよ」

　美古都がしれっと言ってのける。

「別に表情には出していないが？」

　不満に思ったことは否定しない。

「じゃあ、心の中が透すけて見えてしまったのかしら」

「覗のぞき見は悪趣しゆ味みだ」

「テストの答案を見て、採点するよりはいいでしょう？」

「古い話を持ち出すな」

　一月程ほど前の校内模試で玖く流りゆうが美古都の答案を盗ぬすみ見ていたことを指して、彼女がうそぶく。もちろんカンニングではなく、答案を盗み見て勝手に答え合わせをしていたのだから、悪趣味と言われても仕方がない。

「残念だけれど、記き憶おく力はいいのよ。今度は中間試験や期末試験でも見られてしまうのね。心配の種たねが増えるわ」

「逆に仕返しをされそうだな」

　校内模試は学年全員がホールに集まりクラスに関係なく五十音順に席が決められるので、玖流の斜め前が美古都になることはわかっているが、中間試験や期末試験は教室で行われるため、そのときの席次第ということだ。

「あら、同じことなんてしないわよ。芸がないわ」

「それ以上のことをすると明言しているようなものだぞ」

「その想像以上のことをしてあげるわ」

「楽しみだ」

「ええ。楽しみにしておいて」

「あの……」

　と、玖流と美古都の会話に遠えん慮りよがちながら割って入ってくる声があった。

「ああ、すまない」

　完全に忘れていたお客様に、玖流は向き直る。美古都のいうお客様というのは、玖流の元クラスメイトの二人の女子だった。

　一人は皐月さつき陽よう子こ。スナオ並みに小こ柄がらな少女でミディアムボブの似合う柔やわらかな印象を持つ少女だった。もう一人は雛ひな形がた春はる香かといって、ショートカットで行動的な印象を受ける。前のクラスでもよく二人でいる姿を見かけた。

「ちょっと話があるんだけど、今いいかな？」

　雛形に言われ、玖流は仕方なく自分の席に座り直し、二人にも近くの席を勧すすめる。

　二人を案内した美み古こ都とは、自分の席に戻もどって座る。聞き耳を立てていることは何となく察したが、聞かれて困るような話になるとも思えず、玖く流りゆうは話を促うながした。

「どう？　新しいクラスは？」

　雛ひな形がたがまずそう聞いてくる。

「ああ。まだ一日目だけど、皆いい奴やつばかりだから、仲良くやれると思うよ」

　約一名を除のぞいて、と心の中で付け加える。

　そのタイミングで美古都がくすりと笑う。心を見み透すかされているというのはあながち間違いではないのかもしれない。

「そう。クラスの皆は玖流君がいなくなって残念がってたよ。ね？　皐月さつき」

「あ、うん。すごく残念。せっかく同じクラスになれたのに……って、皆が」

「そんなこと言って実は清せい々せいしているんじゃないか？」

「そんなことないよ」

　皐月が手をばたばたさせ、慌あわてて否定する。

「まあ、仕方がないさ。決まりだからな。で、用件は？」

　そんな世間話をしに来たわけではないだろうと、玖流は用件を促した。

　と、雛形は皐月を見ると、ほらと促した。

「変なことを言うようだけど……」

　と、前置きをして玖流にこう聞いた。

「実はね、人形が壊こわれてしまったんだけど、どうしたらいいと思う？」

　玖流は予想だにしない質問に、さすがに即答はできずに固まってしまった。

「……えー、すまない。もう一度言ってくれないか？」

「だ、だからね、あの、人形が壊れちゃって、どうしたらいいか迷ってて……」

「ごめんね。変なこと聞いて」

　雛形がフォローするように後を引き継つぐ。

「あたしたち福ふく祉し委員会なんだけど、施設とかにいって人形劇をしたりすることがあるの」

　神かみ代しろ高校には福祉委員会というものがあり、その主な仕事は養護施設や病院での手伝いとなる。その一いつ環かんで歌や人形劇などの出し物をしたりすることもあるそうだ。

「でね、委員会で代々使われていたすごく古い人形があるんだけど、それが壊れてしまったの。それで人形を捨てていいのか、どこかの神社に持っていかなければいけないのか相談に乗ってほしいんだ」

「……なんでそんなことを俺おれに？」

　雛形と皐月が顔を改めて見合わせ、皐月が答える。

「その、玖流君はこういうことに詳くわしいって聞いたから」

「…………」

　玖く流りゆうは辟へき易えきしたように黙だまり込む。

　先日の体験修行で起きた、六人の生徒が死んだ事件。それはただの自殺や事故と片付けられた。詳しよう細さいについては緘かん口こう令れいも敷かれていた。だが人の口には戸が立てられない。

　体験修行に参加して無事に帰ってきた生徒たちは、そこで起きた出来事を皆に伝えた。

　その不ふ吉きつな出来事は噂うわさとなり、皆の耳を伝わり、心に暗い影を落とした。

　そしてある噂が校内に広まった。




　縁えん結むすびのおまじないをしてはならない。もしそのおまじないをしたら、その人の死に引きずり込まれる──




　その噂が流れると、流行していた縁結びのおまじないはぴたりと止やんだ。

　いずれはその噂が風化する可能性もあるが、少なくとも今、縁結びのおまじないをしている生徒はいない。

　そしてその中で、もう一つ流れた噂があった。

　それは、玖流緋ひ澄ずみはおまじないや呪のろいに精通していて、それらのトラブルを解決することができるというもの。

　玖流がその事件を解決に導いたことが──本人曰いわく決着させただけ──、噂の発ほつ端たんとなっていることは事実であり、それ以来、玖流の元には非科学的な事件やオカルトじみたことに対する相談事などが増えていた。

　もちろんどれも取るに足らない内容であり、今日きようのこの質問もその類たぐいなのだろう。

　確かに一般論のレベルでも、壊こわれた人形は供く養ようしなくてはならない。割れた鏡は神社に持っていかなければならない。お守りは年の初めに神様に返さなければならないなど、言い伝えとして知られていることでもある。

　どれもが教訓やしつけの延長であり、それを守らなかったところで何があるというわけではないが。

「その人形は何製だ？」

　玖流は長い間を置き、皐月さつきと雛ひな形がたに問いかけた。

「え？　えっと、木製、かな？　棒ぼうみたいなのがついてて動かせるものだけど」

「わかった。なら、燃えるゴミの日に出すといい。以上だ」

　玖流はそう結論付けて席を立とうとし、

「何を言っているの？」

　別の方向からした非難に、再び席に戻もどされた。声の主は美み古こ都とだった。

「ごめんなさい。話が聞こえてしまったから」

　聞き耳を立てていたくせによく言う、と玖流は内心毒づきながらも、美古都を止めるようなことはしなかった。

「でも言わせて。人形はきちんと供く養ようしなくてはいけないわ」

「もしかして識しき読よみさんの家はそういうこともしているの？」

　美み古こ都との家は、識読姫ひめの神かみという健康と長ちよう寿じゆにご利り益やくのある神を奉たてまつる神社であり、彼女はその家の一人娘むすめであることは周知の事実だった。

「ごめんなさい。私の家は人形供養をしていないけれど、紹しよう介かいすることはできるわ」

「それって、何ていう神社？」

　美古都とは直接面識のなかった二人だったが、雛ひな形がたがこれ幸いとばかりに美古都のほうにも相談を持ちかける。

「玉たま響ゆら神社といって、学校からそう遠くないところにあるわ」

「……玉響……神社？」

「ええ。聞いたことはない？」

「皐月さつきはある？」

　雛形が隣となりの皐月に聞いてみるが、彼女はかぶりを振った。

「歴史のある神社だから調べればすぐにわかるし、安心して任せられると思うわ」

　どうやら燃えるゴミの提案は却きやつ下かされそうな雰ふん囲い気きだった。

　もっとも玖く流りゆうとしてはどちらでもいい。

「変なこと聞いてごめんなさい」

　一歩引いて美古都に任せた様子の玖流に、皐月が謝る。

「あたしはそういうのをあまり信じないんだけど、雛がそういうのを気にするみたいだから」

「皐月だって、どうしようかって困っていたじゃない？」

「だって、雛が変なこと言うから」

「変なこと？」

　玖流が少し気になって、その言葉に反応する。

「え？　あ、うん。大したことじゃないの。ただの噂うわさよ」

「噂？」

　玖流と美古都が同時に眉まゆをひそめる。

「うん」

　皐月と雛形が顔を見合わせ、雛形が説明する。

「……何でもね、壊こわれた人形を供養せずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるんだって」




　皐月と雛形は、玖流たちへの相談を終えて、自分の教室に戻った。

「よかったね。皐月」

「だからあたしは別にそういうのは信じないって言ってるでしょ？」

「そうじゃなくて、玖く流りゆう君と話せたでしょ？」

「う……」

　皐月さつきが言葉に詰つまる様子を見て、雛ひな形がたが冷やかすようににやにやと笑みを浮かべる。

「玖流君が別のクラスに移っちゃって落ち込んでたもんねー」

「もしかしてそういうこと？」

　皐月は雛形がなぜ急に捨てた人形が戻もどってくるなんて怪かい談だん話のようなことをしたのか、そこに思い至った。

「口実を作ってくれたの？」

「そんなんじゃないよ。人形を供く養ようしたほうがいいんじゃないかって思ったのは本当よ」

「そうなの？　でもあたしあんな噂うわさ聞いたことないよ」

　壊こわれた人形を供養せずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻ってくる──

「え？　噓うそ。よくある話よ」

「まあ、そういうレベルでは知っているけどさ」

「さて、どうする？　せっかくの玖流君が教えてくれたわけだし、玉たま響ゆら神社に行ってみる？」

「教えてくれたのは識しき読よみさんだけどね」

「どっちでもいいじゃない？　鉄は熱いうちに打てよ」

「どういう例えよ？」

「人形供養に行ってきたって明日あした玖流君に報告に行けるって意味よ。何ならお礼を兼ねて、どっかに誘さそっちゃうとか？」

「だから、そういうんじゃ……」

　雛形と皐月が会話を弾はずませていると、

「ねぇ」

　教室の端はしにいるクラスメイトたちから声を掛けられた。放課後に残って皐月と雛形のように話をしていると思っていたが、いつの間にかこちらを不ふ機き嫌げんそうな顔で見ていた。

「あ、ごめん。うるさかった？」

「そうじゃなくて、あなたたち玖流君に会いに行ったの？」

　そのグループの一人、真ま木きエリが会話の内容を聞きつけて、そんなことを聞いてくる。彼女は見るからに気の強そうな少女で、クラスの中でも仕切り屋として有名であった。

「え？　あ、うん。ちょっと相談事があって……」

「相談って、話に出ていた人形がどうとかいうやつ？」

　どこからどこまで聞かれていたのだろうかと思いたくなる。

「そうだけど……」

「馬鹿じゃないの？　人形がどうとかさ。そんなことまでして会いに行きたかったわけ？」

「別に友達として相談しに行っただけじゃない。何でそんなこと言われなきゃいけないの？」

　言いよどむ皐月さつきに代わって、雛ひな形がたが負けじと言い返す。

「相談？　ただの口実なんでしょ？　口実作らなきゃ話しにも行けないで何が友達よ。大体玖く流りゆう君はあんたらなんか友達だと思ってないわよ。ただの元クラスメイトでしょ？」

「あたしたちがそうなら、あなただってそうでしょ？　何？　ひがんでるの？　みっともない」

「なっ！」

　真ま木きが図ず星ぼしを突つかれたように言葉を詰つめる。

　玖流がクラスを替わると聞いて、ショックを受けていた女子生徒は少なくない。抜け駆がけは暗あん黙もくの了りよう解かいで禁止事項となっていた。

　もちろん雛形も知ってはいたが、そんなくだらないことを律りち儀ぎに守るつもりはなかった。

「ばっかみたい。八つ当たりなんてやめてよね。行こ。皐月」

　雛形は鞄かばんと皐月の手を取って、教室を出ていった。

「こうなったら、是ぜが非ひでも人形供く養ように行って、明日あした玖流君たちに報告よ、皐月」

「ねぇー、本当にそういうのいいから」

　雛形に手を引かれながら、皐月が困ったような声を上げる。

　だが、雛形は収まりがつかない様子で、皐月の手を引いて歩き出した。

「どんな物もそうだけど、長く持ち続ければ持ち続けるほど魂たましいが宿ると言われているわ。その中でも人形には魂が宿りやすいと言われている。だから安あん易いに捨てたりせずに、きちんと然しかるべき場所で然るべき処置を行わなければいけないのよ」

　美み古こ都とが人形供養について、説明を続ける。

「それに人形とは持ち主の身み代がわりでもあると言われているわ。つまり人形が壊こわれるということは、本来人が負うべき怪け我がや死を代わりに引き受けてくれたとも言えるの。だから、それに感謝して、きちんと供養してあげなければいけないの」

　相変わらずそういう方面の知識が深い。

　淀よどみなく説明する様さまを見て、ついにそれまで黙だまっていた玖流は口を開いた。

「一つ聞いていいか？」

「ええ。何でも」

　そして玖流はずっと思っていた質問を口にする。

「何でお前が俺おれと一いつ緒しよに帰っているんだ？」

　玖流と美古都はすでに帰宅の途とについている最中だった。

　皐月と雛形には、燃えるゴミとして捨てるもよし、玉たま響ゆら神社に人形供養を依い頼らいするもよし。どちらでも好きにするといいと言い残し、玖流は教室を後にした。

　だが、なぜか美古都もその後についてきた。

「あら、だって帰る方向が一いつ緒しよなのだから仕方がないでしょう？」

　玖く流りゆうと美み古こ都との家は隣となり同士だ。帰る方向が一緒であることは仕方がない。だが、それが並んで帰る理由には到底ならない。

「時間をずらせばそれでいいだろう」

「ちょうど私も帰ろうと思っていたところだったのよ」

「だったら後ろを歩け」

「あら、女性は三歩後ろに下がったほうがいいだなんて、古風なのね」

　美古都はわざとらしく玖流から三歩後ろに下がる。

　見ようによっては、離はなれているよりも、近い関係に見えてしまう。

「そういう意味じゃない」

「もう天邪鬼あまのじやくなんだから。それともツンデレとかいうやつ？」

　美古都が何事もなかったかのように隣に戻もどってくる。

　玖流は仕方なく自分の歩く速度を緩ゆるめるが、美古都も同じく緩めるので意味はなかった。

　玖流は疲れたような目で美古都を見る。

「歩調が合うというのは大切なことね」

「無む理り矢や理り合わせてるだろうが」

「そんなに嫌いやなら走って帰ればいいわ。さすがに走ったりはしないから」

　さすがに離れて帰るために走るのは馬鹿らしかった。それに必然的にそろそろ道が分かれる。

「お前はこのまままっすぐ家に帰るのか？」

「特にどこかに寄る予定はないわ」

「そうか。じゃあ、ここでお別れだ」

　玖流はそう言うと、家への道からはずれるように道を折れ曲がった。

「……どうしてついてくる」

「どこかに行こうというお誘さそいだったんじゃないの？」

「大きな勘かん違ちがいだ。俺おれに用があるだけだ。お前はまっすぐ帰れ」

「だから帰っているじゃない」

「お前の家はこっちじゃないだろう？」

「今日きようはこっちの道を通って帰りたい気分なの」

「さっきどこにも寄る予定がないと言っただろう？」

「どこかに寄る予定はないけれど、どの道を通るとは言っていないわ」

　ああ言えばこう言う。玖流はこれ見よがしにため息を漏もらした。

「お前はどうしてそこまで俺に嫌いやがらせをしたいんだ？」

「一緒に帰ることが嫌がらせだなんて、ひどいことを言うわね」

「これが嫌がらせでなくて何なんだ？」

「単なる親愛表現よ」

　それを聞いて、玖く流りゆうは不ま味ずいものを飲み込んだような顔をした。

「あら、愛情表現のほうがよかった？」

「勝手にしろ」

　玖流は吐はき捨て、足早に歩き出した。

「どこに連れて行ってくれるか楽しみだわ」

　美み古こ都とはくすくすと小こ悪あく魔ま的な笑いを漏もらし、その後を追った。

　まだ毒どくを吐はかれていたほうが玖流にとってはやりやすかった。

　毒を吐くより、蜜みつを吐くほうが玖流にとっては効果的と覚えられてしまったようだ。

　玖流は辟へき易えきしながら、目的地へ向かった。




「えーと、これはどういう冗じよう談だんかしら？」

　彼が立ち寄ったのは、近所のスーパーだった。

　玖流はそれを無視して、しゃぶしゃぶ用豚ぶた肉にく、キャベツ、もやし、それから牛乳、卵、食パンと、迷いもせずに次々と買い物カゴに食材を放り込んでいった。

「なかなかシュールな光景ね」

　玖流の後についていきながら、美古都はそんなことを言った。

　玖流は完全に無視して、買い物を続ける。

「あら、玖流君。いつも偉えらいわね」

「……いえ」

　顔見知りなのか、玖流は同じく買い物をしている主婦に声を掛けられる。

「今日きようは蒸むし豚ぶた？」

　買い物カゴの中を見ながら主婦が言って、その視線がカゴから玖流の後ろに移った。そこには当然美古都の姿。しばらく主婦の視線は玖流と美古都を往復し、

「あらあら、ごめんなさいね」

　お邪じや魔ましちゃったかしらとばかりに主婦はそそくさと玖流から離はなれていった。

　恐おそれていたことが起きたと玖流はさすがに肩かたを落とす。こうならないように、急いで買い物をしていたのだが。

「あら、誤解されちゃったかしら」

「……だからついてくるなと言ったんだ」

「言われていないわよ」

「察しろ」

「私は別に困らないわよ」

「俺おれが困るんだ」

　と、商品棚だなの陰かげから先ほどの主婦が覗のぞいているのに気づき、玖く流りゆうは無む駄だ話ばなしを切り上げ、買い物を済ませて店を後にした。

　買い物を終え、スーパーの袋をぶら下げた玖流と美み古こ都とが並んで帰き途とについていた。結局、方向は同じなので一いつ緒しよに帰る件はうやむやとなってしまった。

「私、蒸むし料理って好みなの」

「ああ、そうか。よかったな。家で作ってもらえ」

「今夜はご相しよう伴ばんに与あずかりに行こうかしら」

「お前の分などない」

「私はそんなに食べないわよ」

「二人分きっちりだ」

「じゃあ、追加しましょう」

「食い扶ぶ持ちを増やす余よ裕ゆうなどない」

「お金なら材料費の三分の一を払はらうわ」

「お断りだと言っているんだ」

「言っていないわよ」

「察しろと言っているんだ」

「察しが悪くてごめんなさい」

　絶対にわかってやっている。神に誓ちかってなどと表現するのは玖流のポリシーに反するが、神に誓ってそれは間違いないと、言い切れる。

「一緒に帰ったのなんて何年ぶりかしらね」

　間もなく家というところで、それを惜おしむように美古都が言った。幼い頃はこうして一緒に帰っていた。それ以来だ。

　程ほどなくして、美古都の家──識しき読よみ神社の裏うら手てに到達する。

　美古都の家は識読神社の敷しき地ち内にあり、出入りは裏からと決まっていた。当然隣りん接せつする自分の家は表門から入るわけで、ここを通る必要はなかったのだが、体が覚えていたのか、無意識に裏手に回っていた。

「今日きようは楽しかったわ」

「ああ、そうか。俺おれは疲れたよ」

　玖流はぞんざいな態度で返す。

「また明日あしたね」

「……ああ」

　同じクラスになってしまったのだ。また明日というやり取りは至し極ごく当然だ。他意も深い意味もない。

「じゃあね」

　美み古こ都とがそう言って、裏門から家に入ろうとしたとき、その動きを止めた。

　半襦じゆ袢ばんに白びやく衣えと差さし袴こといった装しよう束ぞく姿の壮そう齢れいの男が立っていた。

「……お父とうさん」

　彼は美古都の父である識しき読よみ正まさ孝たかだった。正孝はまるで物でも見るような目つきで、玖く流りゆうを一いち瞥べつする。

　玖流はわずかに動どう揺ようしながらも軽く会え釈しやくを返すが、正孝はそれを無視し、美古都に視線を戻もどす。

「関わるなと言ったはずだぞ」

「たまたま帰りが一いつ緒しよになっただけよ」

「言い訳はするな」

　正孝は弁明の余地など与えなかった。

「学校で見かけたのなら避さけろ。道で見かけたのなら道を変えろ。話をするなどもっての他ほかだ。いいな？」

　正孝は玖流がいることも構わずに、そう娘むすめに命じた。

「…………」

　美古都は返事をしない。

「いいな」

　疑問符ふを必要としない命令へとその質を変え、正孝は門の向こうへと戻っていった。

　美古都はわずかに玖流に目め配くばせして肩かたをすくめると、家の中へと入っていった。

「……忘れていたな、あの目」

　識しき読よみ神社の御ご神しん体たいと神しん典てんを盗ぬすみ出し、神かみ降おろしの儀ぎ式しきを決行したその翌日。

　あの日も、正孝はあの目で玖流を見下ろした。

　いや、あの日から、と言ったほうが正しい。

　それまでは隣となりに住む娘の友達を見る優しさに満ちた目だった。

　それを失ったのは自分の責任だ。何一つ弁明できない。許される余地もない。自分のしでかしたことはそういうことだ。

　だから、抗議をする気もない。

　玖流は小さく息を漏もらすと、家路に就ついた。

　気分が落ち込んでいるのは、きっと気のせいだ。




「おい、できたぞ」

　居間に料理を並べた玖流が、階段の下から二階のスナオに声を掛ける。

　エプロン姿のその玖流をもし美古都が見ていたら、その姿にも皮肉の一言でも付け加えるところだろう。

「うん。いま行くー」

　返事と共に階段を降りてきたスナオが、食しよく卓たくに座った。

　メニューはスーパーで主婦に指し摘てきされたとおり、メインのキャベツともやしの蒸むし豚ぶた料理。後はご飯はんと味み噌そ汁しると、前日の残りの副菜が並んでいた。全すべて玖流の手作りだ。

　いただきますと玖流とスナオが手を合わせ、玖流が味噌汁に手をつけるが、スナオはふぅと小さく息をつき、箸はしを手にしなかった。

「どうした？　食欲がないのか？」

「うん。ちょっと」

　スナオは申し訳なさそうな顔で玖流を見る。

「具合が悪いのか？」

「ううん。そういうんじゃないよ」

　玖流の慌あわてた様子を見て、スナオのほうが慌ててかぶりを振る。

「実は少し食べてきちゃって……」

「は？」

　そういえばスナオは新しいクラスメイトと一いつ緒しよに玖流よりも先に帰ったが、家に着いたのは玖流の後だった。ファーストフード店にでも行っていたようだ。

「何を食べたんだ？」

「ハンバーガーとポテト。どうしようかと思ったんだけど、皆が頼むからボクも頼まないわけにはいかないでしょ？」

　夕飯がいらないのなら、先に連れん絡らくしろ。

　お前は体が弱いんだから栄養のバランスが悪いあんなものを食べるじゃない。

　そんな言葉が思い浮かんだが、まるで母親のようだと言葉を味噌汁と一緒に飲み込んだ。

「残った分は明日あしたの朝食にするから、食べられる分だけ食べろ」

「うん」

　スナオは頷うなずき、箸を手に取った。

「どうだ？　新しいクラスは？　もう誰かと仲良くなったのか？」

「まあまあかな」

「一緒に帰ったのは、一年のとき同じクラスだった奴やつか？」

「ううん。話をしたのは今日きようが初めて」

「相変わらず、誰とでもすぐ仲良くなるな、お前は」

「うーん。今日のはちょっと違うかな」

　スナオがちょっと考えた後、微び妙みように否定した。

「どういうことだ？」

「あ、別にいじめられたとか、奢おごらされたとかそういうんじゃないからね」

「そんなことは言っていない」

　言おうとしたが、と玖く流りゆうは腹の中で白状する。

「体験修行のときの話を聞きたかったみたい。ほら、あのクラスだとその話はタブーみたいだからね」

「そういうことか」

「まあ、あまり話せるようなことはなかったけどね」

　スナオはあの事件の真相を知らない。それを知っているのは玖流と美み古こ都とだけだ。

「そういえばスナオ、こんな噂うわさを知っているか？」

　玖流は話題を変える。

「壊こわれた人形を供く養ようせずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるという噂だ」

「もしかして今日きよう兄にいさんの所に来てた子たちが言ってたの？」

「ああ。どうだ？」

「うーん。聞いたことないかな」

「そうか」

　スナオの交友関係は玖流よりも広い。スナオでも知らないのであれば、彼女たちの間だけの噂なのかもしれない。

「明日あした、友達に聞いてみるね」

「いや、わざわざそこまでしなくていい」

「そう？　まあ、念のため聞いておくよ。あー、でも明日は別の話題でそんな噂はどっか行っちゃうかな？」

「ん？　何かあるのか？」

　と、スナオはその天使のような顔に、意味深しんな笑みを浮かべ、

「たぶん明日は兄さんと美み古こ都とちゃんがスーパーで買い物をしていた噂で持ちきりになると思うよ」

「！」

　思わず、口にしていた米を吹き出しそうになった。

「ど、どうしてそれを？」

「見られてたんじゃない？　今日一いつ緒しよだった友達の携帯にメールが入ったから。もちろんボクにも聞かれたよ」

「な、何て答えた？」

「うーん。何とも答えようがなかったから、お茶を濁にごしておいた」

「どうして否定しなかった！」

「だって本当のところがどうなのか知らなかったし」

「知っているだろう。何もないことは！」

「え？　でもこの前の体験修行で何かあったのかと」

「何もなかったし、これからも何もない」

「わかったよ。今度からそうする」

「…………」

　もう手遅れのような気がした。

「明日あしたが楽しみだねー」

　スナオがのんびりとした口く調ちようで、他ひ人と事ごとのように言った。




　ベッドに寝転びながら雑誌を読んでいた皐月さつきは、そろそろ寝ようかと雑誌を閉じる。

　ふと今日きようあったことを思い出す。

　今日は悪いことがあった。

　玖く流りゆうとクラスが替わってしまったことだ。

　今日はいいことがあった。

　玖流と話ができたことだ。

　同じクラスだったときですらろくに話ができなかったのだから、クラス替えがきっかけで話せたのは逆によかったのかもしれない。雛ひな形がたには感謝だ。

　だが、学校に行けば必ず彼が教室にいたという状況がなくなるのは寂さびしい。もう授業中に目で追うこともなくなる。

「明日……」

　雛形の言うとおり、玉たま響ゆら神社に行ってきたと話をしにいこうか。

　だが、玖流への想おもいはどちらかと言えば憧あこがれのほうが強い。周囲を差し置いてでも恋人関係になりたいというわけではなく、見ているだけでいいと言ったほうが合う。

　それに真ま木きたちが言っていたとおり、そんなことをしたら玖流の迷めい惑わくになるだろうか。

　確かに話をする口実にしても壊こわれた人形を供く養ようせずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるだなんて、変な奴やつだと思われてしまったかもしれない。

　まあ、ある意味、インパクトは残せたかもしれないが。

「でも雛がああいうことを気にするとは意外だな」

　もしかしてオカルトや怪かい談だん話が好きなのだろうか。

　二年生になってから仲良くなった友人の意外な一面に驚きを覚えると共に、また一つ仲良くなれたような気がした。




　コン。




　と、物音がしたような気がして、皐月さつきは音のしたほうを見た。

　だが何かが床ゆかに落ちているわけでもなく、気のせいかと思って時計を見る。

　時刻は深夜一時。

　そろそろ本気で寝ないと明日あしたが辛つらい。

　皐月は電気を消そうと立ち上がった。

　コン。

　まただ。

　物音が聞こえた。今度は気のせいではないはずだ。

　だが床には何も落ちていない。大体床にはカーペットが敷しかれているので、あんな何かを叩たたくような音はしない。

　どこからしたのだろう？

　そんな疑問に答えるべく。

　コン。

　再び音がした。

　窓のほうだった。

　風で何か飛ばされて、窓に当たっているのだろうか。

　コンコン。

　今度は二回音がした。

　まるでノックのようだ。

　だが、ここは二階。そんなところをノックするような者はいない。

　何か連続して物が当たったのが、ノックのような音に聞こえただけだろう。

　コンコン。

　そう思い込もうとした矢先に、また音がした。

　こうも連続して音がするのはおかしい。

　まるで自分を呼んでいるかのようだ。

　泥どろ棒ぼうや変質者だろうかと嫌いやな考えがよぎる。

　この近辺で事件らしい事件など起きたなんて話は聞いたことはないが、この家は今いま時どき珍めずらしい純和風の一いつ軒けん屋やで閑かん静せいな住宅街の中でも、少し離はなれた場所にある。泥棒が狙ねらいやすい場所なのかもしれない。

　寝室にいる父親を呼ぼうかと思ったが、今晩は会社の飲み会だったらしく、かなり酔よっ払ぱらって帰ってきた。今頃きっと夢の中だ。起こしたところで頼りにならない。

　コンコンコンコン。

　窓を叩く音が、早くなった。

　まるで急せかしているかのようだ。

　薄うす気き味み悪さを感じ、皐月さつきは窓のほうをじっと凝ぎよう視しする。

　誰かが入り込んでくるのではないか。

　そんな予よ兆ちようめいた思いすら、浮かんでくる。

　布ふ団とんをかぶって寝てしまいたかったが、窓の外が気になってそのままにして眠ねむるなんてできそうになかった。

　皐月は窓の前に立つ。

　ガサガサと何かが揺ゆれる音がした。

　ビクッと体を揺らし、カーテンに手を掛けたまま固まる。

　開けようか。

　開けまいか。

　葛かつ藤とうの中、皐月はふと思い出す。

　窓の外に洗せん濯たく物を干ほしていたことを。

　きっとそのハンガーか洗濯バサミが窓を叩たたいているのだ。

　思い至ってしまえば何てことはない。

　皐月は窓のほうに行って、多少の緊きん張ちようはしつつも、カーテンを開けた。

　案の定。

　外に干したタオルがひどく風に揺ゆれていた。

　その目で見て、わかってしまえば、どうということもない。

　緊張していた自分を笑い飛ばしつつ、皐月は窓の鍵かぎを開けようとし──

　気づく。

　窓の右隅すみから顔を半分だけ覗のぞかせた人形が自分を見ていた。




　────…………。




　目が覚めると、窓から差し込む朝日を床ゆかで浴びていた。

　途と絶だえた意識が、どこにもつながらず、皐月はただ窓を見ていた。

　何の変へん哲てつもない窓を。

　窓。

　そこから意識が昨さく晩ばんにつながり、全すべてを思い出す。

　だがどこからが本当で、どこからが夢か、判断がつかなかった。

　だからか。

　昨晩のような恐きよう怖ふも緊きん張ちようも湧わいては来なかった。

　皐月はのろのろと起き上がり、窓の外を覗のぞく。

　もちろん何もない。

　朝、あるいは光は、恐きよう怖ふを薄うすれさせてしまうのか。

　皐月さつきは自分でも驚くほどあっさりと窓を開けていた。

　もちろんそこには何もない。人形などいはしない。

　はーっ長い息が漏もれる。そして失笑。

　きっとあれは見間違い、あるいは夢だったのだろう。

「くしゅん」

　くしゃみが出る。床ゆかで寝ていた罰ばちが当たったのだろうが、風か邪ぜというほどではない。

　時計を見る。学校へ行く時間だ。

　皐月は窓を閉めて、鍵かぎを掛け、部屋を出て行った。




「玖く流りゆう兄と識しき読よみがスーパーで一いつ緒しよに夕飯の買い物をしてたらしいぞ」

「それってどういうこと？」

「通い妻づまってこと？」

「玖流兄がカゴを持ってたらしいぞ」

「じゃあ、通い夫？」

　翌日。スナオの言うとおり、教室は玖流と美み古こ都との噂うわさで持ちきりだった。他クラスからも様子を見にきている生徒もいる。

　クラスの人間がひそひそと話す声は、玖流にも当然耳にも届いていたし、視線も感じていたが、何とか平静を装って無視をしていた。

「すごい噂うわさになっちゃってるわね？」

　隣となりの席の美古都がわざと声を潜ひそめて、話しかけてくる。

　玖流はそれも無視を決め込む。

「ねぇ、聞いてる？」

　さらにわざとらしく身を寄せてくる。

　おお、と周囲の反応が大きくなる。

　この最悪のタイミングでこんなふうに話しかけてくるのは、確実に狙ねらってやっている。

「誰のせいだと思っている？」

　仕方なく玖流が声を潜めて、それに返す。

「あら、玖流君が私をあんなところに連れ込むからよ」

「お前が勝手についてきたんだろうが」

「まさかあんなところだなんて思わなかったもの」

「だから帰れと言ったんだ」

「いいじゃない。いずれはわかってしまうわ。時間の問題だったのよ」

　さっきから言葉の選せん択たくに毒どくがありすぎる。どれほど小声で話そうと、教室という狭せまい空間で会話を完全に聞こえなくすることなどできない。

「あのまま帰らなかったらしいぞ」

「一いつ泊ぱく？」

「二人とも実家でしょう？」

「すでに親公認？」

「もしかしてもう家を借りて同どう棲せいしちゃってるとか？」

「神かん田だ川がわ状態？」

「何だそれ？」

　噂うわさに尾ひれがつき始める。

　普段は優等生面づらしている玖く流りゆうも、さすがに怒ど鳴なり散らしたい衝しよう動どうに駆かられた。

　その一歩手前で、校内放送が流れてくれた。

「玖流緋ひ澄ずみ、識しき読よみ美み古こ都との両名は、すぐに生徒指導室まで来なさい」

　どうやら噂は教師の耳にまで届いたようである。

　玖流と美古都は席を立ち、皆に見送られながら、教室を出て行った。

「玖流君。誤解のないように言っておくけれど、こんな噂が立って、しかもその相手があなたで、私は……」

　皆の視界と聞き耳の範はん囲いを超えたのを確認し、美古都が神しん妙みような顔をしてこう言った。

「とても不ふ愉ゆ快かいなのよ」

　それなのに何であんな誤解を強めるようなことをしたり、言ったりしているのか。

　つまり、玖流が困っている姿を見るためなら、自己犠ぎ牲せいもいとわないということか。

　ああ、いつもの美古都だ、となぜか玖流は安あん堵どした。




　生活指導の教師に対して、噂の誤解を解いて職員室から出てくると、スナオがドアの前に立っていた。

「お疲れ様。どうだった？」

「ああ。誤解だってことで話がついたよ」

　ただ家が隣となりであるがゆえに帰りが一いつ緒しよで、途と中ちゆうで夕飯の買い物にスーパーに寄っただけだと伝えた。それが事実なのだから仕方がない。

　その言葉は特に苦労もなく受け入れてもらえた。

　玖流も美古都も成績はもちろん普段の生活態度も問題はない。それほど強い疑いが掛けられていたわけではなく、単なる事実確認であったというのが実のところだ。

「そういうお前は？」

「ボクのほうも担たん任にんの桂かつら木ぎ先生に話を聞かれた」

　新しい担任としてはいきなり問題が起きたと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのかもしれない。

「それで二人は将来を誓ちかい合った仲だから問題ありませんって答えておいた」

「スナオ。言っていい悪口と悪い悪口があるのよ」

　美み古こ都とが笑顔のまま、殺意に近いオーラを纏まとった。

　自分でそういう悪ふざけをやる分にはいいが、人に悪ふざけをされるのは嫌いやなようだった。まったくもって面めん倒どうな性格だ。自分でやるのも嫌になってもらいたいものだ。

「いや、悪口じゃなくて冗じよう談だん……ごめんなさい。そんなこと言っていません」

　スナオは素直に謝った。

「あ、そうだ。兄にいさん、昨日きのうの件だけど」

　スナオはとってつけたように話題を変へん更こうした。

「昨日？　……ああ、あの人形の件か？」

「人形？」

　美古都がそれに反応する。

「ああ。昨日来た女子が人形の噂うわさのことを言っていただろう？　だが俺おれはそんな噂を聞いたことがなくてな。スナオに知っているか聞いてみた」

「スナオ。何かわかったの？」

　正直玖く流りゆうは話のついでに聞いただけだったので、そこまでしてもらうつもりはなかったのだが、美古都が強く興味を示した。

「あまり情報は集まらなかったよ。ボクもそうだけど、そんな噂を知っている人はいなかった。もちろん壊こわれた人形はきちんと供く養ようしなければいけないっていう程度の話なら知っている人もいたけど、噂というか一般的な知識とか雑学のレベルかな」

　逆に言えば、それだけ浸しん透とうして一般化している話でもあるということだ。

「その話を信じている人間なら、相談もしたくなるものか」

　昨日の皐月さつきや雛ひな形がたの様子を思い出し、玖流は嘆たん息そくした。ゴミとして捨てることを進言した玖流は、当然こんな噂を信じる気はない。

　と、教室へ戻もどる道すがら、廊ろう下かで雛形と皐月が話をしているところに出くわした。

　雛形たちのほうも玖流たちに気づいたらしく、近づいてくる。

　雛形と違って、皐月はどこか硬い表情だった。少し気になったが、例の玖流と美古都の噂について聞きたがっているのかもしれないと思い至り、面倒なことになりそうだったので黙もく殺さつすることにする。

「昨日は相談に乗ってくれてありがとう」

「いや、あれから結局どうしたんだ？」

「紹しよう介かいしてもらった玉たま響ゆら神社に行ったわ。ね？　皐月」

「あ、うん」

　玖流の燃えるゴミ案は採用されなかったようだ。まあ、それで安心できるならそれでいいのだろう。

「それでね、お礼がしたいんだけど今日きようって空あいてる？」

「礼なんていい。それに神社を紹しよう介かいしたのは俺おれじゃなくて、識しき読よみさんだ」

「そうだけど、相談に乗ってくれたのは事実でしょ。皐月さつきもお礼がしたいって。そうでしょ？　……皐月？」

「あ、うん。その前にあの……」

　皐月が何か言いかけたとき、

「あ、玖く流りゆう君」

　と、やはり同じクラスだった真ま木きという名の女子が、友達の相あい田だと飯いい倉くらと共に教室から出てきた。

「どうしたの？」

　と、真木は雛ひな形がたと皐月のほうを見る。

「もしかしてまた人形がどうとか玖流君に聞いてるの？」

　真木は呆あきれたような顔になる。

「人形の話っていうのは、そんなに有名な噂うわさなのか？」

　同じクラスだったのはつい一昨日おとといなのに、そんな噂が流れていることなど知りもしなかった。

「玖流君はそういうのに興味があるの？」

　真木が意外そうな顔をした。いらぬ誤解を与えてしまったようだ。

「いや、興味があるとかそういうんじゃないが、二人に話を聞いたから少しな」

　まったく興味がないと言えば皐月や雛形に角かどが立つ。かといって興味があるといえば、また余計な噂が立ってしまう。面倒なことだと玖流は辟へき易えきした。

「えっと、何だっけ。確か人形を供く養ようせずに捨てると恨うらみを晴らしに持ち主の下に戻もどってくるだったかしら？」

「ちょっとそれ……」

「噂よ。噂」

　何か言いかけた雛形に、真木はあしらうように返す。

「真木さんもその噂を知っているの？　有名な話なの？」

　その噂に皐月が驚いてみせた。彼女は雛形に聞かされるまで知らなかったクチだ。

「知っているのは自分たちだけだと思ったの？　結構有名な話よ」

　真木がなぜだか得意げに言う。

「捨てられた恨みを晴らしにくるって本当なの？」

「そ、そうよ」

　皐月に食いつかれて、真木は怯ひるんだ様子を見せる。

　だが、それを受けて玖流は怪け訝げんな顔をする。

「雛ひな形がたの話ではそんなものはなかったな」

「そ、そう？　まあ、噂うわさだから色々あってもおかしくないでしょ？」

「確かにそうだが……」

「で、でも玖く流りゆう君がオカルトに興味があるとは思わなかったわ。確かに体験修行の件で噂が流れていたけど、勝手な憶おく測そくだと思ってたから」

　真ま木きの言うとおり、それは勝手な憶測だったのだが、もう否定するのも億おつ劫くうだった。

「あ、他ほかにもあるわよ」

　勢い込んで真木たちが続ける。

「何だっけ？　ほら」

「え？　えーと」

　真木たちのグループが噂を思い出そうとする。

「戻もどってきた人形は持ち主に恨うらみを持っているから、決して家に入れてはいけない、だったかな？」

「そんな噂、あたしは聞いたことがないけど？」

　昨日きのうの話の出で所どころである雛形はその噂は知らないという。確たるものでないからこそ噂なのだろうが。

「適当に話を作ったんじゃないの？」

「違うわよ。他にもあるわ。人形が戻ってきた人は、決してそのことを他人に話してはいけないとかね」

　決してそのことを他人に話してはいけない。

　オカルト話によくある話だ。

　やはり気に留とめるほどでもない噂に思えた。

「玖流君。そろそろ授業が始まるわ」

　と、それまで黙だまっていた美み古こ都とが玖流に呼びかけた。

「そうだな。じゃあ、俺おれは教室に戻るよ」

　玖流は真ま木きや雛形たちに別れを告げ、美古都とスナオを連れてその場を後にした。

「今の噂を聞いてどう思った？」

　玖流は隣となりの美古都にそれとなく聞いてみる。

「別に。取るに足らないとはこのことね」

「確かにな」

「あなたのそれとは違う意味で、ね」

　美古都が揶や揄ゆするように言ったが、玖流はその意味を図はかりかねた。

「単なる噂だということだろう？」

「ええ。単なる噂でしょうね。たった今、生まれただけのね」

「それだけ話したかったってことだよ、兄にいさん」

　スナオがフォローをするが、

「確かに女子はオカルトや怪かい談だん話が好きだからな。話に尾ひれをつけたくなるのかもしれないな」

　玖く流りゆうは真ま面じ目めな顔をして、そう言った。

「報むくわれないね」

「報われないわね」

　スナオと美み古こ都とは同時に文字通り息を合わせてため息をついた。

　玖流はわけがわからず、眉まゆをひそめるだけだった。




　夜。

　皐月さつきは、昨晩のことを思い出していた。

　あれは夢だったのか。それとも……。

　朝は夢だと思っていた。

　窓の外を見ても人形はなかった。

　学校に行くまでも夢だと思っていた。

　雛ひな形がたに笑い話の一つとして、話そうとしていた。

　だが。

　雛形だけでなく、真ま木きもあの人形の噂うわさを知っていた。玖流までもどことなく、その話に興味とは言わないが、何か引っ掛かりを持っているように思えた。

　真木が言っていた。

　人形が戻もどってきた人は、決してそのことを他人に話してはいけない。

　だから皐月は誰にも話せなかった。

　それに戻ってくる理由が、恨うらみを晴らしに来るためだった。

　そんなのは知らなかった。

　ただの噂。

　他愛たわいのないオカルト話。

　そう思おうとしたのに、できなかった。

　そういうのは信じない。皐月自身が言ったことだ。だがそれは興味がないとか馬鹿げているからといった理由ではない。むしろ逆だ。そういうものが苦手だからこそ、信じたくはないのだ。信じないと口にすることや、あえて気にしない人間の振る舞いをすることで、そんなものは存在しないと思い込みたいのだ。

　深夜一時と少し前。

　昨日きのうと同じ時間まであと少し。

　カチカチと時計の針が傾いていく。

　父は急な出張で数日留る守すにするとのことだった。母を早くに亡くした彼女にとって父の不在は独りを意味していた。

　普段は独りでいることなど気にもせず、むしろ父の帰りが遅いことに好意的だったのだが、今日きように限っては別だった。

　何でこんな日に、と思ってしまう。

　カチカチと時計の針が登っていく。

　深夜一時と少し前。

　昨日きのうと同じ時間まであと少し。

　四十五、四十六、四十七……。時計の針が刻む秒数を無意識に数える。

　五十五、五十六、五十七……。何もない。何もないはずだ。

　五十八、五十九、六十。




　────……。




　何も起きない。

　秒針はそのまままた下へと傾いていく。

　皐月さつきは引きつった笑みを浮かべて長い息を吐はこうとしたそのとき、




　ガタッ。




　音が、した。

　ビクッと体が跳はねた。

　昨晩のことが否いや応おうにも意識の上へと引き上げられた。

　音は確かに窓のほうからした。

　目だけで、窓のほうを見る。

　今日きようは何も干ほしてはいない。

　窓に当たるようなものは何もない、はずだ。

　ガタッ。

　あれは気のせいか、夢だったはずだ。

　だが思い出してしまう。

　昨晩の、窓の外にいた、人形の顔を。

　今、皐月は家に一人だ。誰かを頼ることもできない。

　ガタガタッ。

　窓が揺ゆれる。

　きっと風か何かだ。

　天気予報で今晩は風が強くなると言っていた。

　そう思い込もうとしているのに、なぜか頭には人形の顔が浮かんだ。

　ガタガタッ。

　窓が揺ゆれる音が強くなる。

　無理に窓を開けようとしている。

　そんな音にすら聞こえてくる。

　早く開けろと訴えているように思える。

　皐月さつきは窓から離はなれ、ベッドの中に潜もぐり込み、布ふ団とんを頭からかぶった。

　音に蓋ふたをする。

　何も聞こえない。

　人形なんて来はしない。

　そう何度も胸の中で繰くり返す。

　眠ねむってしまえ。

　眠ってしまえば、すぐに朝が来る。

　朝が来れば、きっと何もなかったと思える。

　そう胸の中で繰り返し続け、長い長い夜が明けた。

　一いつ睡すいもすることができないまま、朝を迎えた。

　いつしか窓の音は止やんでいた。

　昨晩のあれが何だったのかは、わからずじまいだった。

　朝になって、ようやく恐きよう怖ふが薄うすれ、皐月は窓の外を見ることができる。

　窓を開けないまま外を覗のぞくがやはり何もない。

　きっと昨日きのうのは風か何かだったのだ。

　そう結論付けようとしたとき、皐月は一階の屋根──ひさしの部分に何かが落ちていることに気づいた。

　最初は木の枝に見えた。

　だが目を凝こらしてよく見てみると、それが何かわかった。

　それは──折れた人形の足だった。




「ねぇ、何かあったの？」

　雛ひな形がたに聞かれるが、

「ううん。何でもない。ただ少し疲れてるだけ」

　文字通り疲れた声で、皐月は答えた。

「ただ疲れてるって……」

　確かにそんな言葉を鵜う吞のみにできる顔をしていないのは皐月さつき自身わかっていた。

　あれからすでに四日が過ぎていた。まともに眠ねむれた日はない。

　隈くまが酷ひどく、目も充血している。頰ほおも少しこけているかもしれない。

　何よりそれを化け粧しようで隠かくそうという気持ちすら芽め生ばえなくなった。

　見た目がどうというより、精神的に疲れている。

　窓が揺ゆれるたびに、あるいは何か音がするたびに、人形がやってきたのではないかと思ってしまう。

　誰かに相談をしたかったが、誰かに話してはならないという噂うわさが彼女を縛しばっていた。

　もっともその噂がなかったとしても、人形が家にやってきているかもしれないなどとは、誰にも話せなかったかもしれない。

　五日前。

　人形の話を玖く流りゆうたちにした夜。

　あれさえなければ、こんなふうに苦しむこともなかったはずだ。

　だが、あの日のあれが、彼女を縛り付ける。

　馬鹿げているという思いがある一方で、もしかしたらという思いに囚とらわれる。

　だが、それも今日きようまでの辛しん抱ぼうだ。

　今日の夜は父が帰ってくる。

　独りでなければ、ここまで考え込むことはないだろう。

　だから雛ひな形がたにも話さなかった。

「あまり眠れてないの」

「どうして？」

「ちょっと変な夢を見てるだけだから気にしないで」

　そんなふうに答えるに留とどめた。

「変な夢って、何？」

　雛形は食い下がる。

　心配してくれているのはわかるが、疲れてささくれ立った神経はそれをうっとうしいと感じてしまう。

「何でもないから」

　皐月は雛形を振り切ってその場から離はなれた。

　できれば一人になりたかった。だが誰もいない家に帰るほどの勇気はない。

　どうしようかと考えて廊ろう下かを歩いていると、廊下の向こうから玖流が歩いてくるのが見えた。

「あ……」

　玖流と目が合い、皐月は立ち止まる。

「こんにちは」

　皐月さつきは挨あい拶さつをしながら、慌あわてて手で髪かみを梳すく。疲れていてブローも何もしていない。

「ああ。……大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　何が？」

「具合が悪いみたいだが？」

「あ、うん。何でもないの。ちょっと最近寝不足で」

　普段であれば話し掛けられて、さらに心配までされて喜びがこみ上げてくるのだろうが、今はそんな気持ちよりも恥はずかしさのほうが勝まさっていた。

　玖く流りゆうにもわかるくらいにひどい顔をしているのだろう。できればこんな状態で会いたくはなかった。

「あまり無理しないほうがいいんじゃないか？　具合が悪いなら保健室に行ったほうがいい」

　その手があったかと皐月は気づかされた。保健室なら先生がいる。具合が悪いとわかっていて構ってはこないだろう。ある意味一人になれ、ある意味一人にならなくてすむ。

「玖流君は頭いいね」

「は？」

「ううん。何でもない。保健室に行ってみるね」

「ああ。ただ夜よ更ふかしして眠ねむいからと言っても休ませてはくれないから、具合が悪いと言ったほうがいい」

「え？」

「実証済みなんだ」

　玖流がさぼるために保健室に行ったことがあったなんて知らなかった。

　疲れていて余計な力が入っていないからか、こんなふうに自然に会話ができたのは初めてだった。

「でも別に夜更かししてるわけじゃないから」

　ただ誤解は解いておかなければと抗議をした。

「ああ。それは悪い。寝不足と聞いたから」

「あまり寝られないの。人形がね……」

「え？」

　その言葉に玖流が反応する。

「あ……」

　皐月も思わず我に返る。疲れと玖流と自然に会話ができたことに気を良くし、思わず口に出してしまった。

　人形が戻もどってきたことを誰かに話してはならないという禁を破ってしまった。

「何でもないの。忘れて」

　皐月さつきはなかったことにしようとでも言うように言い捨て、その場から逃げるように去った。




　また夜が来た。

　また独りだ。父は帰っていない。

　出張から帰ってくるはずだったが、出張先の仕事がうまくいったらしく、同どう僚りようと打ち上げをして飲んでから帰るとの留る守す電でんが入っていた。

　留守電だったので、文もん句くを言うこともできなかった。

　だが、早く帰ってきてだなんて父親に言えるはずもない。

　それに疲労はピークに達している。今なら何も気にせずに眠ねむれそうな気がした。

　だが、それは気のせいだった。




　コンッ。




　音が、した。

　ビクッと体が跳はねた。

　もう条件反射の域に達している。

　わずかにした物音に耳が、体が、そして心が反応した。

　疲れた体は却かえって神経を鋭えい敏びんにしているのかもしれない。

　音は確かに窓のほうからした。

　目だけで、窓のほうを見る。

　今日きようも窓の外には何も干ほしてはいない。

　窓に当たるようなものは何もない、はずだ。




　コンコンッ。




　窓にぶつかる音が、窓を叩たたいて呼ぶ音へと変化した。

　窓の外のそれは、自分を呼んでいる。

　開けて、と言っているかのように錯さつ覚かくする。

　錯覚だと頭の上ではわかっているのに、もっと奥底からは自然と人形の姿が浮かび上がってくる。

　思考よりも深い深い、自分ではどうしようもできないところから恐きよう怖ふは這はい出てくる。

　ゴクリと喉のどの鳴る音が嫌いやに大きい。

　コンコン。

　ノックのような音が繰くり返される。

　ふと皐月さつきは不安に駆かられる。

　確か朝、窓を開けた。

　あの後、自分は鍵かぎを締しめただろうか。

　いや、学校に行ったのだ。締め忘れたわけはない。

　だが、鍵を締めた覚えはない。

　だが、意識などしなくても鍵は締めたはずだ。

　だが、もしも……。

　堂々巡めぐりが始まる。

　この不安を、そのままになどしてはおけなかった。

　皐月は這はうようにして、窓へと近づいていく。

　少しでも窓から離はなれるようにして、手を伸のばす。

　近づきたくはない。

　見たくはない。

　コンコン。

　けれど、確かめずにはいられない。

　カーテンを開けるような勇気はない。

　皐月はカーテン越しに鍵に触ふれる。

　鍵は、掛かっていた。

　安あん堵どが全身を支配する。

　鍵から手を離し、カーテンから離れ、部屋の奥に戻もどる。

　鍵が掛かっていることを確かめたら、そうするはずだった。

　だが、皐月はカーテンの傍そばから離れなかった。

　それどころか、皐月はカーテンに手を伸ばす。

　このカーテンを開けば、窓の向こうに何がいるか、知ることができる。

　だが、そこで止まる。

　体が自分のものではないかのように、動かない。

　まるでやめておけと無意識が警告を発しているようだ。

　コンコンコンコン。

　窓を叩たたく音が速くなる。

　呼んでいる。焦じれている。

　皐月はカーテンに指を掛ける。

　ガンッ！

「ひっ」

　急に強さを増した窓を叩く音に、皐月は声にならない悲鳴を上げて、後ろにひっくり返った。

　脅おどかされたような、馬鹿にされたような気がした。

　いつもであれば布ふ団とんを頭からかぶって、朝を待っていたかもしれない。

　だが、今日きようは違った。

　精神的に限界が来ていたこともそう。帰ってくると言っていた父が飲み歩いていることも一因かもしれない。

　その日の皐月の中に浮かんだのは、怒いかりだった。

　皐月さつきは窓の前に立った。

　カーテンと窓を隔へだてた向こうには、何が待っているのか。

　あの日以来、その先を見ていない。

　皐月はカーテンに手を掛け、一気に引き開けた。

「…………」

　窓の外には──何もいなかった。

　だが、最初のあの日の夜もそうだった。

　人形はひさしのところにいた。今もどこかに隠かくれてこちらを見ているのかもしれない。

　皐月は窓の鍵かぎに手を掛ける。

　今までは、この窓からこちらには人形は入ってこなかった。

　開けてしまえば、どうなるのかわからなかった。

　ゴクッと喉のどが鳴る。

　やはり怖こわい。

　勢い込んでみたものの、その勢いはカーテンを開けるに留とどまった。

　だが、ここでカーテンを閉めてベッドに戻もどってしまえば、きっと明日あしたも明後日あさつてもベッドの中で恐きよう怖ふする日が続く。

　すでに限界は来ている。

　これ以上は、我が慢まんができる自信はなかった。

　皐月は大きく息を吐はき、窓を開け放った。

　何も考えない。

　何も考えないと言い聞かせ、皐月は窓から身を乗り出し、ひさしを確認した。

「…………いない」

　長い長い息が流れる。

　この五日。ずっと体の奥に詰つまっていた重たいものが、一いつ緒しよに流れ出てくれたような気がした。

　と──

　一いつ瞬しゆん、何かが動いたような気がした。

　視界の端はしに捉とらえた何か。

　ぞわっと寒さむ気けを覚えた。

　今のは野の良ら猫ねこだろうか。この辺りには何匹びきいてもおかしくはない。

　ただ草木が風で揺ゆれただけだろうか。今晩は雨らしく、風が強まっている。

　単に雲によって影が動いたように見えただけだろうか。風により雲の流れが速い。

　それとも、やはり人形だろうか。

「…………」

　すぐに部屋に引っ込むこともできた。

　だが、一度前に出た足は、引くことを知らなかった。

　全すべてのことを一気にはできない。

　だがカーテンを開けること、窓を開けること、ひさしを確認すること。少しずつ順にできた。

　布ふ団とんに包まっていた状態では、外に身を乗り出して人形を確認することなど思いも寄らなかった。だが今、窓から庭のほうを覗のぞき込むことは、不可能なこととは思えなかった。

　皐月さつきは窓枠わくに手を掛け、首を伸のばして身を乗り出す。

　何かが動いたような気がした、下のほうを確認する。

　下を見る。

　下ばかりを見る。

　ひやり。

　首筋に何か冷たいものを感じた瞬しゆん間かん、全身に悪お寒かんが走り、総そう毛けだった。

　──彼女が覚えていたのは、そこまでだった。




　次の日。

　始業間近に登校した玖く流りゆうは、学校が少しざわついているのを肌はだで感じた。

　数日前、自分と美み古こ都との噂うわさが流れた日も同じような雰ふん囲い気きではあったが、あのときはもう少し浮き足立っていた。

　今日きようのそれは違う。どちらかといえばあまりよくないざわつき方のように思えた。

「玖流君」

　教室に入った玖流に、すでに登校していた美古都が駆かけ寄ってきた。

「何かあったのか？」

　美古都は神しん妙みような面持ちで頷うなずいた。

「皐月さんが昨日きのうの夜、救急車で病院に運ばれたそうよ」

「何があったんだ？」

「詳くわしいことはわからないわ。ただ話を聞くと、家の二階から落ちたらしいの」

　二人の会話に、周囲の生徒が混ざってくる。

「自殺未み遂すいらしいよ」

「違うだろ。洗せん濯たく物を取り込もうとして、雨で足を滑すべらせただけだって話だぞ」

「立ちくらみか何かで窓から落ちたって言ってたぞ」

　皆が口々に噂うわさをする。

　昨晩のことであれば、今正しい情報が流れているとは思えない。噂はそれぞれ誰かの憶おく測そくなのだろう。

　だが少なくとも、二階から落ちて病院に搬はん送そうされたことは事実のようだ。

「玖く流りゆう君、ちょっと」

　と、教室の外から自分の名を呼ぶ声が聞こえた。雛ひな形がただった。

　教師はまだ来ない。玖流の知る限り、皐月さつきに一番近い存在は彼女だった。

「皐月さんが怪け我がをして病院に運ばれたってのは本当か？」

「うん」

「誰から聞いた？」

「あの子、朝のＨＲが終わったのにまだ学校に来てなくて、先生にも連れん絡らくが行ってないみたいだったから、メールをしたの。そしたらお父とうさんから電話があったわ」

　それならば、彼女の話は噂ではなく、事実である。

「何があったか聞いたか？」

「うん。でもお父さんも詳くわしいことはわからないみたい。夜に帰ったら皐月が部屋にいなくて、窓が開いているのに気づいて下を見たら、あの子が倒れてたって」

　自殺か、事故か、それは彼女の父親にもわからないということか。そうであれば誰も知るはずはない。やはり噂は誰かの勝手な憶測に過ぎないようだ。

「命に別条は？」

「お父とうさんの話では大だい丈じよう夫ぶみたい。一応学校が終わったら、病院に行ってみようと思う」

「そうか。不幸中の幸いだな」

「うん。ただ……」

　雛形は何か言いかけて、言いよどむ。

「お父さんの話では、あの子うわ言を言っているそうなの」

「うわ言？」

「……人形が、人形がって何度も言っているって」

「！」

「それにあの子、昨日きのう気になることを言っていたの。しばらく寝不足だって」

　それは玖流も昨日皐月を見て気づいていた。それに彼女がふいに漏もらした言葉。

「人形……」

「え？」

「いや、昨日皐月さんが人形がと言っていたんだ。もしかすると例の人形のことを夢にみるほど、気にしていたのか……」

　玖く流りゆうはいい加減な応対をした自分を反省した。

　自分からすれば人形供く養ようの件など取るに足らないことだったが、彼女にとってはそこまで思い悩むほどに重要なことだったのか。

「そういうのは信じないと言っていたんだがな」

「たぶん逆。あの子は極きよく端たんに怖こわがりだから、そういうことを意識して気にしないようにしていたのよ」

「そういうことか」

　前のクラスでの関わりはあまりないが、あまり目立たず、性格的には大人おとなしかったほうではあったと思う。雛ひな形がたの言うことにも納得できた。

「……ねぇ？　気にしていただけよね？」

　雛形は不安げな表情で玖流に問う。

「？　どういう意味だ？」

「もしかして本当に人形が戻もどってきたとか……」

　玖流はかぶりを振ってやった。

「そんなはずはないさ。人形は人形だ。勝手に家に戻ってきたりはしない」

「でも……」

「それにちゃんと供養したんだろ？」

　人形供養にそれだけの価値を見出していない玖流ではあったが、それで安心できるならとその言葉を選んだ。

「……そうよね」

　だが、雛形の不安は晴れない様子だった。

「どうかしたか？」

「ううん。何でもない。もしよかったら玖流君もお見舞いに行ってあげて」

　雛形は玖流に病院の場所を教え、去っていった。




「許せないわね」

　教室に戻って玖流から雛形の話してくれた内容を聞いた美み古こ都とは、憤ふん懣まんやるかたないといういった様子だった。

「何が許せないんだ？」

「その玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしよ」

「どうしてだ？」

　美古都の怒いかりの矛ほこ先さきが玖流には理解できなかった。

「人形供養はただ人形を処分すればいいというものではないわ。その依頼主の、人形を壊こわしてしまったことに対する不安や負い目も解消してあげるべきなのよ。玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしはそれを怠おこたったのよ」

「そういう捉とらえ方もあるのか」

「お金儲もうけが目的で、人形供く養ようとは名ばかりの、ただ人形を処分する作業をしている神社もあるというわ。玉響神社は古い歴史を持つ由ゆい緒しよ正しき神社だから、そんなことはないと思っていたのに」

　珍めずらしく表立って鼻息を荒くする美み古こ都とに、玖く流りゆうは自分に飛び火しなければいいと思った。

　その矢先、

「玖流君。放課後、玉響神社へ行くわよ」

「ああ。行って来い」

「何を言っているの？　玖流君も行くのよ！」

「お前こそ何を言っているんだ」

　飛び火どころか、当たり前のように火を投げつけてきた美古都に、玖流は反論した。

「紹しよう介かいした責任を少しは感じないの？」

「紹介したのはお前だろう」

「あなたがそんな冷たい人間だとは思わなかったわ」

「それは噓うそだろう」

「ええ。もちろん噓よ」

　臆おく面めんもなく、美古都は同意した。やはり冷たい人間だと思っていたようだ。

「もういいわ」

　美古都は見切りをつけると、ぐりんと首を横へ向けた。

「ねぇ、スナオ」

「どうしたの？　美古都ちゃん？」

　席が離はなれているにも拘かかわらず、スナオは当たり前のように美古都のところへ駆かけ寄ってきた。

　飼かい主に呼ばれた子犬のようで、兄として少し哀かなしい気持ちになる。

「今日きようの放課後ちょっと付き合ってちょうだい」

「うん。いいよ」

　スナオはあっさりと快かい諾だくした。

「おい。卑ひ怯きようだぞ」

「何が卑怯よ。スナオを巻き込めばあなたも来ざるをえないなんて考えていないはずないじゃない」

　回りくどい言い方で本音を堂々と語る。

「少しは本音を隠かくせ」

　もっとも隠さないのは、本音を出したところで玖流が断れないとわかっているからだろう。

「……わかったよ」




　放課後に訪れた玉たま響ゆら神社は、よく言えば歴史を感じさせる、悪く言えば古めかしい神社だった。

　美み古こ都とを先頭に、玖く流りゆうとスナオが後に続く。

　美古都の指示で手水ちようず、本ほん殿でんへの参さん拝ぱいを終え、奥の建物へと向かった。頭にきていてもそのあたりの礼れい儀ぎは軽んじないのはさすがだ。

「ごめんください」

　美古都が外から声を掛けると、装しよう束ぞく姿の男性が姿を見せた。少し白髪しらがが混じっているが、年の頃なら四十代前半といったところか。温和な顔をした人好きのしそうな男だった。

「何か？」

「突とつ然ぜんの訪問で申し訳ありません。玉響神社の神かん主ぬし様はいらっしゃいますか？」

「私がそうですが」

　と、目の前の男性が答える。

　美古都はここに来るまでの怒いかりを、その完かん璧ぺきな偽いつわりの笑顔の裏うらに隠かくして一礼すると、

「人形供く養ようのことで少しお伺うかがいしたいのですが」

「ああ。それでしたら受付が……」

「人形供養の件ですが、申し込みではありません。申し遅れました。私は識しき読よみ美古都と言います」

「識読？　識読というと……」

「はい。識読神社の者です」

「そうでしたか。ではこちらへどうぞ」

　参さん拝ぱい客でないとわかっていても神主の男は敬語のまま美古都たちを建物に招まねき入れた。

　建物の中へと通されると、そこは神主の家になっているようだった。神社の敷しき地ち内に居住を設ける場合もある。場所によっては神社の敷地内に車を止めていたり、洗せん濯たく物が干ほされている場合もあったりするのだから、これはまだマシなほうだ。

　畳たたみの敷しかれた居間のようなところに通されると、神主と美古都たちは足の低いテーブルを挟はさんで共に座った。

「それでお話というのは？」

「さあ。玖流君。どうぞ」

　と、美古都が玖流を促うながした。

　完全に付き添そいのつもりの玖流は意表を突つかれて、戸と惑まどいを見せる。

「神主様に聞きたいことがあるから、私に仲ちゆう介かいを頼んだのでしょう？」

　何でそうなる、と口にしかけ、玖流は飲み込む。

　確かにこれからするのは玉たま響ゆら神社の人形供く養ように、あるいはその運営にケチをつけるような話だ。同じ土地の神しん職しよくとして、真正面からそれを言うわけにもいかないのだろう。

　頭にきていても、そういった打算にも頭が回るあたりは、さすがに美み古こ都とだった。

　自分を連れてきた理由をやっと理解し、玖く流りゆうは内心深ふか々ぶかとため息をついたが、仕方なくその役を引き受けることとした。

「実は先日人形を壊こわしてしまったという友人にどうすればいいかと聞かれ、この玉響神社での人形供養を勧すすめさせていただきました」

　玖流は淀よどみなく、美古都の思いを代弁する。

「今、僕ぼくたちの学校にはこんな噂うわさが流れています。『壊れた人形を供養せずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくる』と」

「人形が戻ってくるというのはまた突とつ飛ぴな話だ」

「ご存知ありませんか？」

「人形供養の受付は別の者が行っているので、依頼者とはあまり話をしたことがないのです」

　隣となりで聞いていた美古都がぴくりと形のよい眉まゆを持ち上げた。神かん主ぬしの他ひ人と事ごとめいた口ぶりが気に食わなかったようだ。

「その人形はなぜ持ち主のところに戻ってくると思われますか？」

　あえて先ほど言わなかった言葉を、玖流は神主に問いかける。

「さて。人形が寂さびしがっているからではないでしょうか？」

「捨てられた恨うらみを晴らすためにです」

　玖流は真ま木きの話に出た部分を大して信用していなかったが、この場ではあえてそれを口にした。神主の反応が見たかった。

「それは、人形供養に携たずさわる者としては少々心外ですね」

　神主は憂うれいを帯びた表情でかぶりを振った。

「先ほどの噂の話を聞いたとき、人形が持ち主の下に戻ってくるなどとは突飛な話ですが、それで人形をきちんと供養する人たちが増えるのなら悪いことではないと思いました。生活を共にした人形をただのゴミとして捨てるのは非常に残念ことですしね」

　人形供養を行う神社の神主らしい言葉といえば、らしい言葉だった。

「ですが、私の勘かん違ちがいだったようですね。人形供養が浸しん透とうするのは良いことだが、正しく伝わっていないのでは意味がない」

　神主は教授するように説明する。

「元々人形は人の身代わりと考えられていました。持ち主が健康でいられるのは人形が見守っていてくれるからであり、人形が壊れるということは、その人形が持ち主の身代わりとなって守ってくれたということだからです。ですから人形供養とは、人形への感謝の気持ちの表れでもあります。決して形式めいたものでも、処分する方法でもありません。ましてや、人形に恨まれるのを気味悪がって行うものなどではありません」

　その内容は以前美み古こ都とに聞いたものと同じだった。

　玖く流りゆうは隣となりの美古都を見る。

　先ほどまで神かん主ぬしに反発めいたものを感じていた美古都だったが、同じ考えをしっかり持っている神主に感かん銘めいを受けているようだった。隣となりのスナオも似たような表情をしていた。

「そのお話を依頼者の方にはなさらないのですか？」

　玖流に代わって美古都が質問する。すでに彼女の言葉と表情から険けんが取れていた。

「もちろん。受付の者にはするように言っています。供く養よう当日には依頼者へ参さん拝ぱいするように伝え、供養前にもこの話をするようにしています。もっとも全員が供養当日に来る、というわけではないですがね」

　つまり供養を依頼して終わりという依頼者が多いということだ。実際に立会いをする人間は希き少しようだということだろう。

「持ち主にとって人形は身内や家族である人間と同等であるべきです。依頼して終わりというのは、身内の葬そう式しきを寺に依頼して通つ夜やも葬式も出席しないのと同じだと、私なんかは思うのですけれどね。おっとすみません。つまらない愚ぐ痴ちを聞かせてしまったようですね」

　神主は我に返り、照れたように笑った。

「いいえ。その憂うれいは識しき読よみも似たようなものを持っています」

「時の流れ、というやつですかね」

「そうですね」

　四十代くらいの男性と時の流れを共有している女子高生とはいかがなものだろうかと思ったが、玖流は口にしなかった。

「話が逸それてしまいましたね。それで君の話の続きは？」

　神主が玖流に向き直る。

「はい。実は先ほどお話しした、私が人形供養を勧すすめた友人が大怪け我がをしてしまったんです」

「それは痛ましいことです」

「ええ。二階の窓から転落してしまったそうで、命には別条はなかったのですが、うわ言で気になることを口にしているんです」

「気になることと言いますと？」

「人形が、と」

　神主が眉まゆをひそめる。

「もちろん噂うわさにあるように、本当に人形が戻もどってきたとは思いません。夢を見てうなされているのだろうと思います。ただ彼女は人形供養を依頼したそうです。本来ならそれで心配の種たねはなくなったはずなのですが、それでも夢に見てうなされているというので、何があったのかと……」

　事故の前夜だけでなく、数日寝不足が続いていた原因も人形にあったようだ。人形供く養ようをして心配の種たねがなくなったのなら、そんなことにはならないはずだ。考えられることがあるとすれば、彼女にとって、人形供養も人形を捨てるのも同じことだという認識を持たせてしまったということだ。

　その原因が玉たま響ゆら神社にあるのではないかと美み古こ都とは思ったのだろう。それについては玖く流りゆうも同感だ。

「……失礼」

　神かん主ぬしは一度席を外し、しばらくすると帳ちよう簿ぼのようなものを持って現れた。

「それは？」

「人形供養の申し込み者の一いち覧らんです。君の友人の名前を教えてくれませんか？」

「皐月さつきさんといいます。漢字は旧きゆう暦れきの皐月です」

　神主の目線が名簿を遡さかのぼっていく。皐月の名前はないようで、ページがめくられる。

「こちらに伺ったのは五日前です」

「五日前？」

　と、神主はページを元に戻もどした。どうやらもっと以前まで遡っていたようだ。神主の目線と指は再び下に移動していくが、やがて神主はかぶりを振った。

「皐月様という名前はないですね」

「見せていただいてもよろしいですか？」

「住所や電話番号といった顧こ客きやく情報も含まれているので申し訳ないですが……。失礼」

　とはいえ、このままでは納得しないだろうとも思った神主は電話を掛け、誰かに来るように言った。

「今、受付の者を呼びます。何か知っているかもしれないので」

「お手数をお掛けします」

　程ほどなくして、ふすまの前に誰かがやってきた物音がした。

「入りなさい」

「はい」

　すっと滑すべるようにふすまが開かれた。

　ふすまが開き、正座をした姿で現れたのは、一人の少女だった。玖流たちより少し年下だろうか。白と赤の巫み女こ服に身を包み、漆しつ黒こくの黒くろ髪かみは背中で一つに束ねられている。

「ご挨あい拶さつなさい」

「一いち香か、と申します」

　静せい謐ひつな声に、決められた型のような所しよ作さが重なり、玖流は思わず感かん嘆たんした。

　わずかな乱れもない様さまは、表現としてはよく聞こえないかもしれないが、決められた動作を繰くり返す人形のようにも思えた。

　と、視線を感じて横を向くと、美み古こ都とがじとっとした目で自分を見ていた。

　もし神かん主ぬしがこの場にいなかったら、「なに鼻の下を伸のばしてじろじろ見ているの？」だとか、「あら、巫み女こ服フェチだったのね」だとか言われていただろう。後で言われるだけかもしれないが。

「入りなさい」

　神かん主ぬしが許可をすると、

「はい」

　深くお辞じ儀ぎをし、同じく型のような動作で一いち香かと名乗った少女が部屋に入ってくる。

　最近はアルバイトでただの学生を巫女として雇やとっている神社も多いが、この玉たま響ゆら神社は本職のようだった。

「きゃっ」

　気のせいだった。

　一香は自ら巫女服の裾すそを踏ふみ、顔面から畳たたみに顔を打ち付けた。
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「ドジッ娘こか」

「ドジッ娘だね」

「ドジッ娘ね」

　このときだけは三人の息が合った。

　神かん主ぬしが慌あわてて一いち香かに駆かけ寄って立ち上がらせる。見た感じでは親子に見える。それもかなり過保護のようだ。

「は、はい」

　一香は頰ほおの擦すり傷に加え恥はずかしさも手伝い、顔を真まっ赤かにして慌あわてて起き上がった。

　あの感情の籠こもっていないかのような静せい謐ひつな声も、決められた型のような動作も、単に来客で緊きん張ちようしていただけのようだった。

「この子は一香と言いまして、この玉たま響ゆら神社で巫み女こを務めています」

　紹しよう介かいをされ、一香は改めてぺこぺこと頭を下げた。先ほどの印象はもうどこかに行ってしまった。

　神主は咳せき払ばらいをして仕切り直し、本題に入る。

「一香。五日前のことだが、彼女たちと同じくらいの高校生の女の子が、人形供く養ようの依頼に来たかもしれないのだが、何か知っているか？」

　一香は少し何かを考えた様子であったが、何かを思いついたらしく、神主に耳打ちをした。

　直接話してくれてもよかったのだが、プライバシーに関わる部分でもあるため配はい慮りよしているのだろう。

　一香の話を聞いて神主は納得したように頷うなずくと、美み古こ都とたちに説明した。

「一香の話では、先日確かに君と同じ制服を着た二人連れの女子高生が人形を持ってやってきたそうです」

　同じ制服で二人組なら、皐月さつきと雛ひな形がたである可能性が高い。

「ただ人形供養に費用がかかるというのを知らなかったらしく、値段を伝えると手持ちがないと帰っていったそうです」

　新年の参さん拝ぱいで、お守まもりや破は魔ま矢やは返へん却きやく用の箱があり、自己判断による賽さい銭せんで受け付けてもらえる。人形供養も同じものだと思ったのかもしれない。

　確かにそれであれば、名めい簿ぼに名前がないのも頷うなずける。

「それからこれは少し言いにくいことですが……」

　神主が言いにくそうに、だが事の真しん偽ぎをはっきりさせるために美古都に告げる。

「彼女たちが人形を近くのゴミ箱に捨てるのを見たようです」

　お金が掛かるくらいなら、人形供養なんてしなくていいと思ったのだろうか。いや、事実思ったのだろう。

　ただ家に帰ってから、皐月はそのことが気になってしょうがなかった。それで夢にまで見てしまったということか。

「そういうことでしたか」

　美古都は納得したように頷いた。

「ほら、玖く流りゆう君。言ったとおりでしょう？　この玉響神社はとても由ゆい緒しよ正しい神社なのよ。人形供く養ようだってきちんとやってくださるわ」

「お前が金儲もうけ……」

　文句を言おうとしたとき、美み古こ都とは玖く流りゆうの足を殴なぐりつけた。

　痺しびれが足の先せん端たんから一気に脳天まで貫いて玖流は言葉を失った。

「友人の頼みとはいえ、失礼な質問をして申し訳ありませんでした」

　美古都は、友人に頼まれて仕方なく連れてきただけとさりげなく強調しつつ、神かん主ぬしに非礼を詫わびた。

「いや、かまいませんよ。むしろご友人の友人を心配してわざわざ話を聞きに足を運ぶとは、さすが識しき読よみ神社の一人娘むすめさんです。もしよければ人形蔵ぐらを見ていかれますか？　ここの人形蔵はその昔、玉たま響ゆら姫ひめの神かみ様の工こう房ぼうであったとも言われているほど歴史のある建物なのですよ」

「よろしいんですか？」

「もちろんです。君たちもよかったらどうですか？」

「いや……」

「いいんですか？」

　玖流が断るより早く、スナオがその話に乗ってしまった。

　神を信じてもいなく、人形にも興味のない玖流には、これより先はただの時間の無む駄だでしかなかった。

　だが、スナオが行くというのであれば、自分が行かないわけにはいかない。

「よろしくお願いします」

　内心嘆たん息そくしつつも玖流も同行を願い出た。




　神主は玖流たちを連れ、外に出た。

　目的の人形蔵までの道すがら、神主は玖流たちに質問した。

「君たちはこの玉響神社が奉たてまつる玉響姫神について、どのくらい知っていますか？」

　質問の相手は美古都ではない。彼女は当然知っているものと思っているようだったし、当然彼女は知っているだろう。

　玖流はあえて答えず、間まを埋うめるようにスナオが相手をする。

「えーと、有名な人形師……でしたっけ？」

　回答としては乏とぼしかったが、これから説明をしようとする神主からすれば模も範はん解答のようなものだった。

「そうですね。間違ってはいません。玉響姫神様は君の言うとおり生前は高名で腕うでの立つ人形師であったと伝えられています」

　スナオはほっと安あん堵どの息をつく。

「ただもう一つ忘れてはならない一面があります」

「？」

「玉たま響ゆら姫ひめの神かみ様は、どこにでもいるただの一いち児じの母であったということです」

　神かん主ぬしはそこから玉響姫神の逸いつ話わを語りだした。




　玉響姫神は人形師であると同時に、一人の娘むすめを持つ母であった。

　だが、大切に大切に育てていたその娘は、流は行やり病やまいで幼くして亡くなってしまう。

　その後、彼女は一体の人形を造形する。

　その人形は、小さな幼女を模もしたそれだった。

　彼女は娘を失った穴を埋うめるかのように、その人形を大切にしていた。

　同じ床とこについて共に眠ねむり、目を覚ましてはその背におぶり、時には話しかけ、いついかなるときも傍かたわらに人形を置いていた。

　知らぬものが見れば彼女はまるで娘と共にいるかのように映り、代わりに子を抱だかしてもらおうとして人形と知って驚かされたなどという逸いつ話わも残されている。

　それほどに、彼女はその人形を自分の娘として接していた。

　そんなある日、彼女の元に女が現れる。

　その女もまた子を失い、噂うわさを聞きつけて人形の造形を頼みに来たのだった。

　女を不ふ憫びんに思った玉響姫神は人形を造形し、その女に授さずけた。

　女は涙なみだを流して感謝し、玉響姫神のようにその人形を本当の子のように大切にしたそうだ。

　噂うわさは噂を呼び、各地から彼女に人形の製作を求めるようになった。

　人形師として名を馳はせた理由もそこにあった。

　時は流れ。

　玉響姫神の没ぼつ後ご、彼女に人形を授けてもらった子を亡くした母親たちの手により、彼女は玉響姫神として奉たてまつられ、崇あがめられた。

　さらに時は流れ、人形を授けてもらった女たちに死が訪れる。

　その女たちは子の代わりとして授けられた人形を捨てることをよしとせず、自分の没後に玉響神社に返納するよう周りの者に遺ゆい言ごんを残したという。

　そうして人形を玉響神社に返納し、供く養ようするという形が作られた。

　これが玉響神社の人形供養の走りとされている。




「人形供養にもいくつかの形があります」

　大切にしていた人形への感情移入から、きちんと供養したいという情愛によるもの。

　時を経ると人形には魂たましいが宿るものであり、物として処分することは冒ぼう瀆とくであり禁きん忌きであるという畏おそれによるもの。

　人形は持ち主の受ける災さい厄やくを代わりに受けてくれるという言い伝えから、自身の身代わりとなってくれた人形への感謝によるもの。

　逆に、身代わりとなった人形を正しく供く養ようをしなければ、その災さい厄やくが自分に降りかかるという怖おそれによるもの。

「この玉たま響ゆら神社は、初めこそ子を亡くした母たちの思いを受けて建こん立りゆうされたものでしたが、今ではそういった人形への思いを託たくされる場となっています」

　神かん主ぬしが立ち止まる。

　案内で訪れたのは、古びた大きな蔵くらだった。外観の造りは宝ほう物もつ殿でんというよりは、本当にただの蔵のように見えた。

「ここはその思いの結けつ晶しようなのですよ」

　神主は鍵かぎを開け、重々しい扉とびらを押し開き、玖く流りゆうたちを中へと招き入れた。

　差し込む光で、中の様子がおぼろげに姿を見せる。

　二メートルはあろうかという背の高い棚たなが林立しており、その棚には様々な人形が一体一体綺麗きれいに並べられていた。

　舞まい妓こを模もした日に本ほん人形や甲かつ冑ちゆうを纏まとった五月人形。一式揃そろった雛ひな人形。球体関節人形や陶とう器きでできた西洋人形。熊や犬といった動物のぬいぐるみ。ビニール製の着せ替え人形もある。大きなものであればマネキンも十数体混ざっている。ざっと見ただけでも千体はあるかという数だ。

「これが全すべて供養を待っている人形たちです」

「こんなに……」

　スナオが正直に驚きを漏もらす。

「人形供養は週に一度しか執とり行わないので、それまでここで保管しているんです。棚も綺麗に並べられていなくてお恥はずかしい。棚を拡かく充じゆうしていったらこの有あり様さまでね。迷わないように私についてきてください」

　神主は奥へと玖流たちを案内した。

　玖流たちは神主に続き、人形たちに挟はさまれた道を進む。

　神主が都つ度ど拡充したといったように、棚は規則的に並んでいるわけではなかった。通路も道というよりは棚の間にできた隙すき間まと表現したほうが正しい。棚の間の通路は所々突つき当たり、折れ曲がり、まるで巨きよ大だい迷路のようでもあった。

　子供でも連れてくれば喜んで遊ぶかもしれない。だが、あまり見み目めの良い物ではないのは確かだった。

　棚の前を通り過ぎると、人形たちの姿がさらによく見える。

　腕うでがないもの。足が折れているもの。首がもげているもの。目が取れているもの。腹が破れているもの。皹ひびが入っているもの。古びて傷いたんでいるもの。

　遠めにはわからなかったが、程度の差はあれど、その大半が何かしらの損そん壊かいを持っている。中には損壊の見られないものもあるが、持ち主が不要と判断したのだろう。

　そんな人形たちに見下ろされながら、玖く流りゆうたちは通路を歩く。

　何も見ていないはずの人形なのに、なぜか視線を感じてしまう。

　あまり気持ちのいい物ではない。

　左右に通り過ぎていく人形たちの影を感じながらも、なるべくまっすぐ前だけを見て歩く。

　それでも左右の視界は、人形たちを収めてしまう。

　日に本ほん人形、西洋人形、ぬいぐるみ、日本人形、日本人形、西洋人形、西洋人形、ぬいぐるみ、ぬいぐるみ……。

　無意識のうちに、通り過ぎていく人形たちを胸の内で呟つぶやいてしまう。

　単調にそれを呟いているうちに余計な思考が途と絶だえ、意識が集中しているような、拡散しているような、不可思議な感覚に陥おちいっていく。

　それはどこか祝詞のりとを唱となえているときのような感覚に似ている。

「……さん」

　声が聞こえたような気がした。

　まるで人形に呼びかけられたかのような錯さつ覚かくを覚える。

「……さん」

　取り囲むように棚たなにいる人形たちが、全すべて自分を見ているような気がした。

「……さん」

　どこか別世界に迷い込んだような気になってくる。

　別世界。どこと比べて別なのだろう。

　そもそもここはどこなのだろう。

　自分はどこにいたのだろう。

　思考が定まらない。

　ぼやけていく。

　薄うすれていく。

「兄にいさん！」

「！」

　大きな声で呼びかけられ、玖流ははっと我に返った。

「どうしたの？　兄さん？」

「いや。……スナオこそどうした？」

「呼びかけても返事がなかったから」

　スナオが心配そうに自分を見上げている。

「歩きながら寝ていたのかしら？」

　美み古こ都とが何かを窺うかがうように、自分を見ている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　神かん主ぬしも心配そうに自分を見ている。

　どうやらかなりの時間、自分は呆ほうけていたようだ。

　確かにスナオの声で夢から覚めたような感覚を覚えた。それは逆に言えば、夢の世界に足を踏ふみ入れていたということでもある。

「もしかして人形が苦手でしたか？」

「……かもしれませんね。これだけの数を見るのは初めてですから」

　玖く流りゆうはだるさを持った眉間みけんを指で押し、

「すみませんが、俺おれはここで帰ります」

　ここで一足先に帰ることを選んだ。

　神主も信用に足たる人物のようではあったし、むしろ自分のほうがこの場所に相あい性しようがよくないと言える。

「一人で戻もどれるかい？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。スナオ。あまり遅くなるなよ」

　玖流はスナオに一言残して踵きびすを返した。

　玖流は単調に通り過ぎていく人形たちに流されないように、思考を保ったまま元来た道を戻もどる。

　単調な光景や動作は、ある種の集中や催さい眠みんを呼び、トランス状態に陥おちいりやすい。

　だが、意識を一点に集中しすぎず、かつ拡散させず、適度に保ち続ければ、その状態に陥るのを防ぐことは可能だ。

　さっきは迂う闊かつにもそれを怠おこたっただけだ。

　戻る道で、同じことを繰くり返すことはない。

　隔かく世せいへの扉とびらを開くなど──




　玖流は玉たま響ゆら神社から帰路についていた。

　神主の話からすれば、皐月さつきと雛ひな形がたは人形供く養ように行き、費用が掛かると知って供養を止やめ、人形を捨てた。

　皐月はそれを気に病んでいたのだろう。

　皐月はあまりこういうことを信じていないとは言っていたが、口でそう言っている者ほど信じているケースもある。それに元々皐月は気が弱い印象がある。

　人形のことがたまたま夢にまで出てきて、考えすぎてしまったのだろう。

　その一いつ端たんが自分にあるのも玖流は認めている。

　もし玖流が人形を燃えるゴミとして捨てることを勧すすめず、きちんと供養を勧めていれば、こんなことにはならなかったかもしれない。

　玖流は時計を見る。面会時間の終了には間に合った。

　まだそれほど遅い時間ではない。

　雛ひな形がたから教えてもらった皐月さつきの入院している病院は、玉たま響ゆら神社から家へ帰る途と中ちゆうにあった。

　必要以上に責任を感じているわけではないが、無責任なことを言ってしまったと反省する気持ちはある。

　帰り道に少し様子を見に行ってみようという程度には。

　玖く流りゆうは病院の敷しき地ち内に入る。

　正面玄げん関かんの受付は終了しており、裏口に回るように看かん板ばんが出ている。

　売店はすでに閉まっているだろう。見舞いの品を買うことはできなさそうだ。花の一つでも買って来ればよかったかもしれない。失敗した。

　そんなことを考えながら、玖流は病院を迂う回かいして裏口へと回る。




　────ドサッ！




　玖流の目前を擦すり抜けるように、何かが落下して、地面に激げき突とつした。

　後一歩前にいたら、その何かは玖流の頭上に落ちていただろう。

　何が落ちてきたのだろうか。

　視し認にんすることはできなかった。

　だが、それがある程度の重量を持つものだということは音と衝しよう撃げきで理解ができた。

　脳裏をよぎる。

　それはあの体験修行。天あま降おり神社で聞いた音に酷こく似じしていたような気がした。

　あのとき神社の庭に落ちてきたそれは──

　玖流は嫌いやな記き憶おくをよぎらせながら、視線を下にやる。

「────！」

　玖流の足元にあったのは、まるで手足を異様な方向に捻ねじ曲げ、ガラス玉のような目で夕ゆう闇やみの空を見上げる──皐月だった。

　その様さまは、まるで関節の壊こわれた人形のようだった。







　第二章　玉響姫神







　ねぇ、知っている？

　壊こわれた人形を供く養ようせずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるんだって──

　もしも人形が戻ってきたとしても、決して誰にも言ったりしてはいけないよ。

　それは人形と自分だけの秘密にしなければいけない。

　それからね。戻ってきた人形を、懐なつかしさや情じように負けて家に入れたらダメだよ。

　だって、その人形は恨うらみを晴らすために戻ってきたんだから──




　　　　◆




　翌日、皐月さつきの訃ふ報ほうが校内を駆かけ巡めぐった。

　第一発見者である玖く流りゆうは、病院から状況も聞いていた。

　入院した皐月は、父親が傍そばに居てももう自分の力では眠ねむることもできなくなっていた。睡すい眠みん薬やくの力を借りてやっと眠ったらしかったが、父親が目を離はなした隙すきに病室を抜け出し、屋上から飛び降りたようだった。

　それが事故か自殺かは判断できるところではないが、彼女の姿を見た人は、何かに追い立てられるかのように廊ろう下かを駆かけていたと言う。

「きちんと人形供養をしていれば……」

　美み古こ都とが同情を含みつつ、沈ちん痛つうな面持ちで漏もらす。

「本当にそう思うか？」

「どういう意味？」

　と、そこで雛ひな形がたが教室にやってきたのが見えた。当然、話をしたい相手は自分たちだろうと、教室を出る。

「皐月の件で聞きたいことがあるの」

　彼女が見舞いに行ったときは面会することはできなかったらしい。

「皐月さんのことは……」

「それはお父とうさんから聞いたわ」

　と、雛形は美古都のほうを見た。

「人形を供養しないと持ち主の下に恨みを晴らしに戻ってくるという噂うわさの話はしたわよね？」

「ええ」

「あれは迷信じゃなかったの？」

「申し訳ないけれど、その噂うわさが真実かどうかは私にはわからないわ」

　第一、噂を持ってきたのは皐月さつきと雛ひな形がたである。玖く流りゆうたちはその噂を知らなかった。

「もしそれが本当だとして、あの玉たま響ゆら神社というところはそれを止められるほどにすごいところなの？」

「少なくとも玉響神社はきちんと人形供く養ようをしてくださる神社よ。それだけは間違いないわ」

「私が聞きたいのはそういうことじゃなくて、あの神社が何か特とく殊しゆな力があるとか……うまく言えないけれど……」

　話がオカルトのほうへと傾けい倒とうしていく。

　玖流はそれを引き戻もどすために割って入る。

「噂は噂だ。もしも本当に捨てた人形が戻ってくるなんてことが起きるなら、今頃人形を捨てることに規制でもできているさ」

「でも皐月は……」

「彼女は結局人形供養をしなかったらしいな？」

「え？」

「昨日きのう玉響神社に行って聞いた。人形供養に金が掛かることを知って、申し込みをやめてゴミ箱に捨てたところを関係者が見ていたそうだ」

「それは……」

「もし人形供養の噂が本当だとして、玉響神社に何か特殊な力があったとして、それが何だと言うんだ？　人形供養をしていれば、皐月さんが死ななくてもよかったとそう思いたいのか？」

　玖流たちの──正確に言えば、美み古こ都との勧すすめに応じなかったことを彼女は悔くやんでいると、玖流にはそう感じた。

　もし一いつ緒しよに行った自分がちゃんと人形供養をさせていたら、こんなことにはならなかったのではないかと。

「だが皐月さんの死は人形が戻ってきたとか、そんなことが原因じゃない。そんなことはありえない」

　玖流はあえて断言する。

「おそらく皐月さんは人形供養の噂を信じていた。けれど、金銭の問題でやめて人形を捨ててしまった。それに負い目を感じていた彼女は、もしも人形が本当に戻ってきたらどうしようと怖こわくなってしまったんだ。夢にまで出てきてしまうほどにね。恐きよう怖ふを感じすぎると、人は正常な判断ができなくなる。幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばなという言葉があるだろう？　幽霊を怖いと思うあまり、ただ花が揺ゆれているのを幽霊と見み間ま違ちがったりしてしまう。きっと彼女も何か別のものが人形に見えて、恐きよう怖ふを膨ふくれ上がらせてしまったんだろう。家の窓から転落したのも、屋上から落ちてしまったのも、何かを人形と勘かん違ちがいして、逃げ出そうとして誤って落ちてしまったんだ」

「……そう。そうよね？」

　玖く流りゆうが息をもつかせぬように畳たたみかけ、彼女の中の疑心を吹き払はらう。

「雛ひな形がたさんも考えすぎないほうがいい」

「……うん。わかった」

　と、そこでチャイムが鳴り、雛形は自分の教室に戻もどっていった。

「やっぱりそういう方向にいくのね」

　美み古こ都とが先ほどの玖流の言葉を受けて、嘆たん息そくする。

「当然だ」

「でも、彼女は人形を見たそうじゃない？」

「ただの思い込みだろう」

「思い込みで何かを見み間ま違ちがうということは否定しないわ。でもそれが自殺を引き起こしたり、幻げん覚かくを見せるまで人を追い詰つめるとは思えないわ」

「彼女はそうだったんだろう」

「人形供く養ようの噂うわさはどう説明するつもり？」

「説明などする必要はない。供養せずに人形を捨てたからといって、人形が戻ってくるなんてことはありえない。あんなものはただの噂だ。迷信に過ぎないということさ」

「そんなことはないわ」

　美古都は平然と答える。

「人形を供養するという考え自体は、噂ではなく言い伝えられているもの。言い伝えがあるということは、何かが起きた事実があるということよ」

「何が言いたい？」

「わかっているくせに」

　わかっている。

　だが、あえて玖流は答えない。

「神が降おろされているのかもしれない」

　神かみ降おろしの儀ぎ式しき。それは神の世界である常とこ世よより、神を降ろして人の願いを叶かなえる儀式。

　この世の常識では説明がつかない不可思議な事件には、降ろされた神が関わっている場合がある。

　正しくは、神が叶かなえた人間の願いが、だ。

「例えば、遠い昔に人形を粗そ末まつに扱う人間をたしなめたいという願いを、誰かが叶えたのかもしれないわね」

「この世界でいったいどれだけの人形が供く養ようされずに捨てられていると思っているんだ。そんな願いが叶かなっていたら、この世界は人形が持ち主の下もとに戻もどってくることが日常茶さ飯はん事じになる」

「全すべての人形とは言わないわ。人形は大切にすればするほど人の念が込められるものよ。皐月さつきさんはあの人形をとても大切にしていたそうじゃない？」

「その大切の定義は何だ？　長い間持ち続けることか、毎日手入れをすることか、毎日添そいをすることか？」

「さあ。私が知るわけがないわ」

　美み古こ都とは自分の言葉に責任を持たずに、あっさり放ほう棄きする。あくまで完全否定の玖く流りゆうに一石を投じたい程度の思いなのだろう。

「その程度のことで神に結びつけるのは短たん絡らく過ぎる」

「後になって後こう悔かいしても遅いわよ」

「後からするから後悔と言うんだ」

「勝手にしなさい」

「わかってもらえて光栄だ」

　皐月は人形を恐おそれるあまりその幻げん覚かくを見て、精神を病んでしまった。ただそれだけのことだ。

「……少なくとも今の段階ではな」




　その日の夜、玖流は皐月の通つ夜やに参列した。

　参列したのは生徒、教師を含め、学校関係者が主だった。その中でも彼女のクラスメイトはほぼ全員が参列した。

　玖流も元クラスメイトであるため、見知った顔が多かった。

　あちこちで女子生徒のすすり泣く声が聞こえる。ただ雛ひな形がたの姿が見えない。ショックが大きくて、立ち直れていないのかもしれない。

　順番に唯ゆい一いつの肉親の父親に挨あい拶さつをする。仕事とはいえ不在の続いた中での出来事のため、父親のショックと自責の念は計り知れないものだろう。

　焼しよう香こうを終え、皐月との別れを済ませて列から離はなれる。

　美古都とスナオも通夜に来てはいるが、今日きように限って玖流は元クラスメイトの集団のほうにいたため、二人の焼香が終わるのを離れた場所で待つ。

　と、玖流に話しかけてくる元クラスメイトがいた。

「やあ。久しぶり」

　声を掛けてきたのは御厨みくりやという男子生徒だった。

「皐月さんの件、残念だったね」

「ああ。そうだな」

「君が第一発見者だって聞いたけれど本当かい？」

「ああ。病院に見舞いに行ったときにな」

「君が見舞いなんて珍めずらしいね？」

「ああ。少しあってな」

　確かにもし皐月さつきが単に入院したというだけであったら、元クラスメイトとはいえ見舞いにはいかなかっただろう。

「人形供く養ようのことかい？」

　玖く流りゆうが思わず御厨みくりやを見る。

「噂うわさになっているよ。皐月さんが玖流君に壊こわれた人形を供養したほうがいいか相談にいったってね。まあ、主に女子の間でだけれど」

「そうか」

　それ自体は大した問題ではない。

「噂は他ほかにもあるよね。確か壊れた人形を供養しないで捨ててしまうと、恨うらみを晴らしに人形が戻もどってくるとかね？　あと、そのことは誰にも言ってはいけない。まあ、噂になっている時点で黙だまっていられるようなことじゃないんだろうけど」

「ああ。皐月さんがその噂を気にしていた。それもあって相談に来たんだ」

「へぇ」

　御厨はわざと含みを持たせるような相あい槌づちを打ち、言った。

「もしかして皐月さんは恨みを晴らしに来た人形に殺されたってことかい？」

「！」

　玖流が御厨の言葉に、驚おどろきを含んだ表情となる。

「どうしたんだい？　そんな顔をして。僕ぼくがこんなことを言うのは意外かい？」

　玖流に驚きを覚えさせたことで、御厨が得意げな表情になる。

「僕だって学習するんだよ。前回は知らなかっただけだ。知ることさえできれば、僕にだってわかる」

　彼は先月の体験修行にも同行し、天あま降おり姫ひめの神かみの事件にも関わる唯ゆい一いつの元クラスメイトだった。だがそのときは様々な常識では説明できない事象を、無理に常識の範はん囲いに収めようとして見当違いの推理を展開していた。

　もちろんそれ自体は当然のことであり、責められるべきことではなかったのだが、玖流や美み古こ都とは犯人扱いまでされていた。

　だが、今の彼はあのときの彼とは違っていた。

「不可解な死。そして重なった人形供養の噂。先月のあれと類似しているよね？」

「先月の件はただの事故だ。警察もその見解だと全校集会で言っていたのを聞いていなかったのか？」

「あの場にいた人間は、誰もそんなことを信じちゃいないよ。あれは縁えん結むすびのおまじないの呪のろいのせいだと思っている」

「それで今度は人形の仕し業わざ、か。話が飛ひ躍やくしすぎている」

「君きみ風ふうに言うなら可能性の一つ、かな」

「だったら宇宙人や悪あく霊りよう説も同じ可能性に並べておけ。大体こんなところで話すような内容でもない。もういいだろう？」

　玖く流りゆうは話を切り上げ、御厨みくりやから離はなれる意味で、その場を後にした。

「僕ぼくは僕で調べさせてもらうよ」

　去っていく玖流に御厨は声を上げた。

　勝手にすればいいと玖流は相手にしなかったが、面倒なことになったという印象は拭ぬぐえなかった。

　前回の件で彼なりにプライドが傷つけられたのだろう。あまり覚えていないが、無む駄だな推理を展開させている彼に、焦あせっていた自分は確か役立たずだか無能呼ばわりしたような気がする。

「美み古こ都とのことは言えないな」

　本音を隠かくせとよく言っているが、自分も似たようなものだ。わかってやっている美古都よりも、質たちは悪いかもしれない。

　と、御厨から離れて少し歩いていたとき、木の陰かげからこちらを見ている姿を目に留とめた。

「？」

　玖流は立ち止まってそちらを見ると、そこには元クラスメイトの女子生徒が立っていた。真ま木きだった。

　どうやら御厨との会話を立ち聞きしていた様子だ。

　目が合うと、真木はばつが悪そうな、申し訳なさそうな顔をした。

「ご、ごめんなさい。玖流君がいたのを見つけてこっちに来たら、二人が話していて声を掛けそびれて……」

　普段は勝気そうな彼女も、盗ぬすみ聞きは申し訳ないと思ったのか、あるいは皐月さつきの死で多少なりともショックを受けているのか、元気がない。

「いや、別に。つまらない話だから気にしないでくれ」

「でも、人形がどうって……」

　玖流は嘆たん息そくした。

　やはり今の状況で気にするなというのは無理な話なのだろう。

「ねぇ、あの噂うわさって本当なの？　供く養ようをせずに捨てた人形が、恨うらみを晴らしに戻もどってくるって」

「噂は噂だよ。そんなことがあるわけない」

「でも皐月さんは……」

「皐月さんはノイローゼによる転落事故か、飛び降り自殺だ。俺おれはその場にいたが、おかしなことは何もなかった。もちろん人形もいなかった」

「……そうよね。人形が戻もどってくるなんてありえないわよね」

「ああ。ありえない」

「……そう。そうよね」

　真ま木きが深いため息をついた。どこかしら思いつめた表情ではある。

「もしかして気にしているのか？」

「え？」

　図ず星ぼしをついたようで、真木が顔を上げる。

　以前に人形供く養ようの話を皐月さつきたちとしているときに、真木たちが入ってきた。そのとき、雛ひな形がたや皐月が知らない噂うわさを真木たちは知っていた。

　例えば人形が戻ってくるのは恨うらみを晴らしにくるためとか、家に人形が来た人は誰にも話してはいけないとか。

　あれが取ってつけたような内容であることは玖く流りゆうにもわかっていた。適当に話を合わせたのだろうと、玖流も気にしなかったし、否定もしなかった。

　だが、皐月とたまたま廊ろう下かで会ったとき、彼女は人形のことを口にしかけ慌あわててごまかした。あれは、真木たちの言ったこの噂を気にしていたからだったのだろう。

　だから彼女は誰にも相談ができなかった。

　人が追い詰つめられていくときというのは、一人で抱かかえているときだ。他者に相談し発散することができていれば、あるいはこの結末にはならなかったかもしれない。だが、それだけで真木たちを責めることはできない。

「誰も噂話でこんなことになるとは思えないさ」

「あ、うん……。そう、だね」

　玖流に諭さとされて真木は頷うなずいたが、すんなり受け入れることはできない様子だった。

　君のせいではないと言われて納得できる場合もあれば、逆に責められて痛みを覚えて帳消しにできる場合もある。単に時が解決してくれ、自分の中で折り合いをつけられる場合もある。

　雛形もそうだが、自責の念というものは自分で解決するしかない。

　と、玖流は向こうからスナオと美み古こ都とが自分のほうに歩いてきているのを目に留め、

「じゃあ、行くよ」

　真木とすれ違って、その場を後にした。

「お待たせ、玖流君」

「お前のことは待っていない」

　玖流はあえてそう言い切り、結局は三人で斎さい場じようを後にした。




　真木は通つ夜やを終え、家路につく。

　陰いん鬱うつな気持ちのまま玄げん関かんのドアを開けると、母親がドアを開けて迎えてくれた。

　真ま木きはただいまと一言告げて家の中に入ろうとし、

「ちょっとちょっと」

　と、母親に止められた。

「何？」

「お清きよめしないで入らないで」

　と、母親は真木が手にしていた通つ夜やでもらった紙袋を取り上げ、中に入っていた四角形の小さな紙の端はしを破る。中から出てきたのは白い顆か粒りゆうだった。

「何それ？」

「何ってお塩よ。決まっているでしょう？」

　塩をどうするのだろうと思って見ていると、母親は娘むすめに向かってそれを振りかけた。

「ちょっと……」

　いきなり何をするのかと抗議の声を上げようとすると、

「そういうものなの」

「何なの？」

「お通夜の場所とかは悪いものがついてくるから、こうして家に入る前に塩でお清めをするものなのよ」

　親族も健在で通夜に行ったことがなかった真木は、初めてそれを知った。

「わ、悪いものって何？」

「え？　霊れいとかそういうものじゃない？」

「も、もっと掛けて」

「大だい丈じよう夫ぶよ。形式みたいなものだから。ほら、もういいわ。早く入りなさい」

　母親は笑いながら家に入っていく。

　真木は何か変なものがついていないかと、自分の体をぱたぱたと叩たたいて家の中に入った。

　その後、一人の夕食を終え、風ふ呂ろに入り、部屋に戻もどったときにはもう夜も零れい時じを回っていた。

　明日あしたも学校はいつもと変わらずにある。

　早く寝ようと、ドライヤーで髪かみを乾かわかし終え、スイッチを切る。

　そのときちょうど掛けていた音楽も終わり、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが生まれた。




　しん……。




　曲と曲の間に訪れた奇き妙みような間ま。

　と、再び流れ出した音楽に、体がビクッと反応した。

　その間が、ほんのわずかだがいつもの感覚より長く感じられ、違い和わ感を覚えたのだ。

　普段は聞き流しているだけだ。違和感もただの気のせいだろう。

　曲はいつもどおりにまた流れている。

　だが理由のない違い和わ感は残ったままだ。

　いや、わかっている。

　その違和感は、普段どおりの作業の中で意識しないようにしていたことを、意識してしまっただけだ。

　あえて見ないようにしていた後ろを、強く意識している。

　ちらりと窓を見て、そこに映る自分の背後を確認する。

　何もない。

　わかっている。

　けれど、意識してしまう。

　背後にあるものを意識してしまう。

　こんな夜は、特にそれを考えてしまう。

　考えまいとしていたが、一度意識してしまうと、もう考えないでいることは不可能だった。

　どうしようか。

　無視を決め込もうとしていた。

　今日きようまでは気にも留とめていなかった。

　だが、今日は無理だ。

　どうしても意識をしてしまう。

　薄うす気き味み悪く感じてしまう。

「…………」

　真ま木きは立ち上がり、背後にある洋服ダンスを開いた。

　ハンガーに掛けられた洋服の奥にある紙袋を取り出した。両手で抱かかえるくらいの大きさのその紙袋を、真木は洋服ダンスから取り出し、部屋を出た。

　明かりの消えているリビングを通り、玄げん関かんに向かう。

　パジャマ姿のままだが気にせず、サンダルを履はいて外に出ようとしたとき、

「……何をしているの？」

　突とつ如じよ声を掛けられ、真木は声にならない悲鳴を上げた。

　振り返ると、いつの間にか母親がそこに立っていた。

「お、お母かあさん」

「お母さんじゃないわよ。どうしたの？　こんな時間にサンダルなんて履いて……」

　母親は明かりを点つけて、外に出ようとしていた娘むすめを見下ろす。

　格かつ好こうを見る限り、夜遊びに出かける様子ではない。と、真木が手にしていた紙袋に気づく。

「ちょっと、何、それ？　こんな時間にゴミ捨てなんてやめてよね。ご近所から苦情が来ちゃうじゃない。最近厳しいのよ」

「ち、違……」

「明日あした捨てておいてあげるから。燃えるゴミでしょうね？」

　言って、母親は娘むすめから紙袋を取り上げようとする。

　反射的に真ま木きは紙袋を守ろうとして、互たがいに引っ張り合った。

　その拍ひよう子しに、紙袋の口が下を向き、中のものがずるりと床ゆかに落ちた。

　ガチャンと音を立て、それは床を跳はねた。

　それは、人形だった。

「何？　人形？　……あら、壊こわれちゃったわね？　まあ、捨てるだけだからいいか」

「す、捨てないわよ！　捨てようなんて思ってないわ。そんなこと思ってない！」

　真木はまるで何かに弁明するように、必死に言った。

「明日あした学校に持っていくのを忘れないように玄げん関かんに置いておこうと思っただけ！」

「あら、そうなの？　壊れちゃったみたいだけど……」

　母親は悪いことをしたと顔を曇らせる。

「い、いいの。あたしが壊したんじゃないの。最初から壊れていたの。と、とにかくここに置いておくから捨てないでね。絶対よ」

　真木は袋に入れ直した人形を置いて、自分の部屋に戻もどっていった。

　バンと音を立ててドアを閉め、鍵かぎを掛ける。

　そのままドアにもたれかかるようにして、長い息をついた。

　体ていよく部屋の外に置くことができた。

　同じ家ではあるが、部屋の外にあるのなら、まだ気味悪さは軽減できる。

　人形と同じ部屋にいるなんて、無理だった。

　特に、こんな日の夜は。




　その日の晩。

「あれ、兄にいさん。何してるの？」

　庭に設置されている物置の物を出し入れしている兄の姿を見つけ、スナオが聞いた。

「ああ。ちょっと探し物をな」

「手伝おうか？」

「風ふ呂ろに入ってきたばかりだろう？　湯ゆ冷ざめする前に布ふ団とんに入れ」

「湯冷めするような季節じゃないって」

「六月はまだ肌はだ寒さむい。それに二人で探せるほどでかい物置じゃない」

「はいはい」

　スナオは苦笑しつつも、手伝うのをやめて部屋に戻っていった。

「あった」

　埃ほこりまみれになりながら、玖く流りゆうは物置から目当てのものを見つけて出てきた。

　手にしていたのは一体の人形だった。

　すでにあちこちが破け、傷いたんでいる古びた人形だ。

　あまりに昔のことで誰からプレゼントされたかなど覚えていないが、一見すると男の子にも見えなくもないその人形が、実は女の子であると知ったその日から、玖流がそれを使って遊ぶことはなくなった。物置の肥こやしとなって十年以上が経過している代しろ物ものだ。

　玖流は布製の人形をゴミ袋に入れると、翌日が燃えるゴミの日であることを確認し、ゴミ捨て場にそれを置く。

「悪いが、実験に付き合ってもらうぞ」

　そんな前置きを人形に対して話すあたり、人形には魂たましいが宿るという迷信がごく自然に自分の中に根付いているのを玖流は実感する。

「こういったものはいつの間に生まれるんだろうな」

　宗教でもなく、学業でもない。

　誰に習ったわけでもなく、自然と身についている観念というものは侮あなどりがたい。

　布ふ団とんに入ってから、すでに三十分が経過した。

　いつもであればすでに寝入っている時間は当に過ぎている。

　予感や予よ兆ちようなんてものは当然信じず、そんなものは気の持ちようでしかないとわかってはいても、人形を捨てたという行為を意識していると実感する。

　仮に捨てた人形が戻もどってくるとしたら、それは捨てたその日になるのだろうか。

　皐月さつきの場合は、真実かどうかはさておき、その日だったようだ。

　人形を供く養ようせずに捨てた次の日から様子がおかしかった。そのときは彼女の中でも、ただの見み間ま違ちがいか夢程度のもので片付けられていたのだろう。

　だが、それからわずか五日後、彼女は眠ねむれないほどに衰すい弱じやくしていき、病院に運ばれていたときは人形がとうなされるようになった。

　そして彼女は人形の幻げん覚かくを見て、転落かあるいは自ら命を断った。

　気になる点はいくつかあった。

　人はこんな短期間で、幻げん影えいを見るほどに追い詰つめられるものなのだろうか。どれほど弱い人間でも、精神が失調を来きたすには、ある程度の時間を必要とするものだ。ましてや幻影を見るほどまでとなると年単位の時間が必要となるのではないか。

　仮に数日でなりうるとしても、それほどまでに人形に対して恐きよう怖ふを覚えていたのであれば、金銭的な問題とはいえ、安あん易いに人形をゴミ箱に捨てただろうか。人形供養の金額など数千円だ。何十万何百万というのなら話は別だが、学生とはいえ払はらえない額ではない。

　人形を捨ててから、あるいは夢に見てから、初めて真ま面じ目めに人形が戻ってくるということに実感を持てたのだろうか。

　だとしたら、彼女には何が人形に見えたのだろうか。

　まさか。本当に人形が戻もどってきたわけでもあるまいに。

　と、カーテン越しに窓の外に何かが動いたような気がした。

　カーテンの向こうは月明かりでわずかに透すけて見える。影が動けば気づくことができる。視線を送り、しばらく様子を確認する。

　玖く流りゆうの部屋は一階。庭に面している。

　庭にある木が動くだけでも、影が動いて見えることはある。

　だが、カーテン越しに何かが映っていることもない。

「……気のせいか」

　玖流はひとまずそう結論付け、視線を戻す。




　ガタガタッ。




　と、窓ガラスが音を立てた。

　反射的に再び庭のほうを見る。特にカーテン越しに何かが映っていることもない。

　耳をそばだて、音を確認する。

　風が吹き始めた音が聞こえる。時とき折おり、窓ガラスを揺ゆらす音が混ざる。

　風で窓ガラスが揺れる音と、何者かが窓を開けようとする音。二つの区別は玖流にはつかない。

　ここで普通であれば、風だと思うだろう。

　だが、今晩は別だ。

　可能性ということだけを考えれば、人形が戻ってきた音と取れなくもない。

　玖流は布ふ団とんから出て、窓のほうへと向かう。

　自然と足音を潜ひそめているのは、窓の向こうにいるかもしれない人形に、自分が近づいていっていることを伝えないようにしているのかもしれない。

　いつかの誰かの言葉が蘇よみがえる。

　どれほど現実的に考えても、人は非現実的なことから頭を切り離はなせない。ありえないと頭では思っていても、もしかしたらと疑ってしまう。

　それは玖流とて同じことだ。

　玖流は窓の傍かたわらに立つ。

　視線を這はわせ、窓の向こうにおかしな影がないことをカーテン越しに確認する。

　そっとカーテンを摑つかんだその瞬しゆん間かん。




　カーテン越しに無数の手の影が浮かび上がった──




「！」

　玖く流りゆうは息を吞のみ、咄嗟とつさに背後に飛び退すさる。

　窓の向こうに、無数の手の影が浮かび上がっている。それは小さな手。影はぼやけて指を確認できない。あるいは指などないのかもしれない。人形の指のない丸い手が思い浮かぶ。

　あの捨てた人形もそうだった。サイズも同じくらいだ。

　カーテンに浮かび上がる手の影は、浮かんでは消え、消えては浮かぶ。

　玖流は固唾かたずを吞のんでそれを凝ぎよう視しする。

　供く養ようせずに捨てた人形は、持ち主の下に戻もどってくる。

　あの噂うわさは本物かと、背筋に冷たい汗あせが落ちる。

　全身が緊きん張ちようする中、それでも玖流は大きく息を吸い、吐はく。繰くり返す。緊張を強いられた体を、そして頭を解ときほぐす。

　おかしい。

　矛む盾じゆんを見つける。

　あの噂がもし本当であれば、供養せずに捨てた人形は持ち主の下に帰ってくる、だけだ。自分が持ち主である人形は一体しかない。

　無数の人形の手に、結びつかない。

　もし浮かび上がったとしても、一いつ対ついの手だけのはずだ。

　もしも他ほかの人形を連れてきたにしても、窓の上のほうにまで影が浮かび上がるはずもない。

　否定していく。

　矛盾点を指し摘てきして、否定し、自分の気持ちを落ち着けていく。

　一いつ瞬しゆん混乱した頭も、平静に戻る。一瞬激しく乱れた鼓こ動どうも、いつものリズムを取り戻す。

「つまりこれは……」

　玖流はカーテンを引き開けた。

　そこには、風によって舞い上げられた木の葉が何枚も窓に張り付いていただけだった。

「幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな、か」

　玖流は苦笑しつつ、長い息を漏もらした。




　バンッ！




　その瞬しゆん間かん、窓を叩たたかれた。

　今度は飛び退る余よ裕ゆうもなく、玖流は後方に倒れ込んで尻しりもちをつく。




　バンッ、バンッ！




　窓の向こうに現れ、窓を叩たたくそれは、等身大の動く人形だった。

　──いや、違う。

　玖く流りゆうはかぶりを振った。人形へと意識が直結してしまった。等身大の動く人形など現れるはずもない。

　そこにいたのは、人間だ。

　それも──

「……一いち香か？」

　そう。目の前にいたのは、玉たま響ゆら神社で出会った少女だった。

　だが、あのときの人形めいた様子はなく、切せつ迫ぱくしたような表情で窓を叩いている。彼女の目が自分を捉とらえ、何かを訴えている。

　開けて、と口が動いている。

　玖流は我に返り、窓の鍵かぎを開けた。

　彼女は自ら窓を開けて中に飛び込むと、急いで窓を閉めて、鍵を掛けた。

　肩かたで息をする彼女に、玖流はしばらく声も掛けられない。

　彼女が乱れた呼吸を整えるのと、玖流が半ば放心状態から回復するのは、わずかに彼女のほうが早かった。

　一香は、乱れた髪かみと衣い装しようを整ととのえると、初めて会ったときに見た流れるような所しよ作さで正せい座ざし直し、玖流に向かって頭を下げた。

「こんな時間に突とつ然ぜんお邪じや魔まをしてすみません。驚おどろかれたと思います」

「……まあ、確かに驚いたな」

　他ほかに言葉もなく、ただ素直にそう返す。

「玖流様の表ひよう札さつを見つけ、もしやと思い、勝手ながら入らせてもらいました。すみません」

「只ただ事ごとじゃない様子だったが……何かあったのか……？」

「それが……」

　一香が何か言いかけたとき、家のチャイムが鳴り響ひびいた。

　千せん客きやく万ばん来らいだ。こんな時間に一体誰が来たというのか。

　玖流は玄げん関かんのほうに向かう。

「あ、待ってください」

　一香が慌あわててそれを追う。

「気をつけてください。わたしを追ってきた者かもしれません」

「？」

　玖流はその言葉に怪け訝げんな顔をしつつ、魚眼レンズの向こうを覗のぞき込むと、一香の心配そうな顔をよそに、戸を引き開けた。

　そこには、寝巻きにカーディガンを羽は織おった美み古こ都とが立っていた。

「こんな夜中にどうした？」

「それはこっちの台詞せりふよ。大きな物音をさせて。何かあったの？」

　どうやら一いち香かが叩たたいた窓の音は、隣となりの美古都の家にまで響ひびき渡っていたらしい。

「ああ、何でもない。ただ……」

　と、美古都の眉まゆが器用に片方だけ持ち上がった。

「どうした？」

　その様子を怪け訝げんに思った玖く流りゆうは、言葉を止めて問いかける。

「どうした？」

　美古都が玖流の言葉を鸚鵡おうむ返しに口にする。

「それは私の台詞だわ」

「？」

「あなたこそどうしたの？」

「何がだ？」

「何が？」

　美古都は一度目を閉じて、目ま蓋ぶたをこすると、再び目を開いた。

「今、私の目に映っているものは幻まぼろしか何かなのかしら？」

「お前の目に何が映っているかは知らないが、見えているのなら幻ではないんじゃないか？」

「そう。そうよね。これが幻だったなら、救急車を呼んでいただこうかしら」

「だから何を言っている？」

「私の口から言う前に、あなたの口から説明する必要があるんじゃないかしら？」

「だから何をだ？」

「確かにあなたが私にこういうことを断る必要はないでしょうね。ええ。私とあなたはただ家が隣というだけですものね。でもこんな夜中に大おお騒さわぎをしておいて、心配になって様子を見に来た隣りん人じんに対して、少しは申し訳ないとは思わないわけ？」

　妙みように慇いん懃ぎんな言葉遣づかいを怪訝に思いながら、玖流は返答する。

「まあ、騒いだのは俺おれではないが、わざわざ来てもらったことには感謝しよう。だが、何の説明を求められているかが俺にはわからんが？」

「その後ろの女は誰かって聞いてるのよ！」

　痺しびれを切らして、美古都は玖流の背後を指差した。

　玖流は後ろを振り向き、一いち香かの姿を見つけると、

「何だ、そんなことか。だったら早く聞けばいい。何を回りくどい言い方をしているんだ」

　玖流は首を傾かしげ、後ろの一香を紹しよう介かいしようとしたとき、

「どうしたのさ。兄にいさん」

　ちょうど二階からスナオが降りてきた。

　スナオはついさっきまで寝ていたのか、眠ねむそうに目をこすっている。と、半開きのその目が、玖く流りゆうと美み古こ都とと一いち香かを順々に見ていくうちに、大きく開かれていく。

　眠気も吹っ飛んだ様子でスナオが叫さけんだ。

「どうしたの？　この修しゆ羅ら場ばは？」

　一人の男に二人の女。一人は男の家の中。もう一人は玄げん関かん。何も知らない人が見れば、確かに修羅場以外の何物でもないだろう。

　だが、当の玖流はわけのわからない顔で、

「修羅場？　何のことだ？」

　などとのたまう始し末まつ。

　スナオはがっくりと肩かたを落とし、

「そうだね。兄にいさんにまともな返しを期待したボクが馬鹿だったよ」

　美み古こ都ともそれに賛同し、

「そのとおりね」

　それまでの様々な思いは空むなしさに塗ぬり替えられた。

「何なんだ、いったい」

　玖流だけは、未だ理解できない様子だった。




　玖流、美古都、スナオ、そして一香の四人は、玖流の部屋で一堂に会していた。

「お前も会ったから覚えているだろう？　　玉たま響ゆら神社の一香さんだ。たまたま近くを通りかかったときに俺おれの名の表ひよう札さつを見つけたらしい。詳くわしいことは俺もこれから聞くところだった」

　ひとまず玖流は一香をそう紹しよう介かいした。

「先日はお世話になりまし……」

　一香は皆に深々と一礼をし、何というか予想通りに、テーブルに頭をぶつけた。

「ドジッ娘こだな」

「ドジッ娘だね」

「いい加減むかつくわね」

　玖流とスナオが美古都を見るが、本人はその視線を無視した。

「それで？」

　美古都が一香ではなく、玖流に詳しよう細さいを聞けと促うながす。

「それで一香さんはどうして俺の家に？　こんな時間に何をしていたんだ？　まさか遊びに来たわけじゃないだろ？」

　時間はすでに夜の零れい時じ。彼女が出歩いていたのは少なくとも夜の十一時を回っていたはずだ。中学生に見える彼女がそんな時間に出歩くなどありえないとまでは言わないが、普通ではないだろう。ましてや彼女はこんな時間に夜遊びをするようには見えない。

「はい。実は明あ日すの夜まで神かん主ぬし様が所用で神社を留る守すにされるのですが、一人で置いておくには心配だということで、神主様の計らいで知人の方の家に泊とめていただくということになりました」

「玉たま響ゆら神社には住み込みの人間はいないのか？」

「はい。わたしだけです。というより、あの神社で働いているのは神主様とわたしだけです」

「そうなのか？」

　歴史のある大きな神社であり、さらに人形供く養ようなどをしているのだから職員はそれなりにいると思っていたが、勘かん違ちがいだったようだ。あるいは正月や祭りといった繁はん忙ぼう期にだけ人を雇やとうのかもしれない。

「で、その知人の家に行く途と中ちゆうにうちを見かけて入ってきたということか？」

「いえ。その知人の方のお宅にはお伺いしたのですが……」

　一いち香かはそこで言い淀よどむ。

　何か行き違いでもあったのだろうか。

「言いにくいのですが、とても嫌いやな感じがしたのです」

「嫌な感じ？」

　それはまた抽ちゆう象しよう的な表現だ。

「何か嫌なことを言われたり、されたりしたの？」

　スナオが聞くと、一香はかぶりを振った。

「まだその方とはお会いしていません。ただ家の前にというか、敷しき地ちの前に行っただけで、とても嫌な感じがしたんです」

　仮にも巫み女こであるからそういうのを感じることができるということか。

　玖く流りゆうはお前もそういうことがあるのかという意味で、美み古こ都とを見る。

「そうね。目の前に嫌な感じの人間がいるということくらいはわかるわね」

「奇き遇ぐうだな。その程度の力なら俺おれも持ち合わせている」

「わかっていただけて嬉うれしいです」

　意味が大きく違うが、賛同してもらったことに一香は喜んだ。

　正直やりづらい、と玖流と美古都。

「大変申し訳なく思ったのですが、その知人の方の家に泊めていただくことをやめて家に帰ろうとしたところ、誰かに見られているように思ったのです。最初は気のせいだと思ったんですが、人影が見えて怖こわくなったところ、偶ぐう然ぜん玖流様の表札をお見かけしたので……」

　それで逃げるように家に入ってきたということか。

「こんな時間に出歩きもすれば、変質者に追われても仕方がないわね」

　美古都の指し摘てきは棘とげがあるものの、あながち間違いではない。

　しかしどうしたものか。家まで送っていくのが妥だ当とうだが、保護者の神かん主ぬしには連れん絡らくをしておいたほうがいいかもしれない。

「神主の連絡先は知っているか？」

「はい。先ほど電話をしたのですが留る守す番ばん電話でした。おそらく仕事の最中かと思います」

　こんな時間に仕事をしているとは思えないので、すでに就しゆう寝しん中なのだろうか。

「しかし困ったな」

　一いち香かを一人にするのが心配で神主が知人の家に預けようとしたのなら、一人になる家に送っていっていいものか。しかも変質者がいたかもしれないのなら、なおさらだ。

「うちに泊とめてあげたら？　どうせ部屋は余ってるんだし」

　スナオが彼女に同情して、そう言い始める。

「だがな……」

　確かに改めてその知人の家に連れて行くのも、神社に帰すのも、放り出すのとさほど変わりはなく気が引けるが、親類でもない少女を家に泊めるのはさらに気が引けた。

　ただでさえ、自分たち子供だけで住んでいるのだ。一香の姿を見られでもしたら、どんな噂うわさが立つかわかったものではない。

「……何なら、私の家に置いてあげてもいいわよ」

　そこで美み古こ都とがそう提案してくれた。

　確かに美古都は同じ女性であるし、識しき読よみ神社には親おや御ごさんやお手伝いさんがいる。家も大きく、部屋だって余っているはずだ。彼女を泊めることに何ら問題はない。

「あのあなたのお宅というのは……？」

「ええ。この家の隣となりにある識読神社の一角にある家よ」

「お心遣づかいは嬉うれしいのですが、お断りさせていただきます」

　一香が申し訳なさそうに頭を下げた。

「どうしてだ？」

　思わず口に出したのは玖く流りゆうだった。

「その知人の方の家というのが、識読神社なのです」

　そのとき美古都は確か父が客人が来るという話をしていて、手伝いの者を迎えに遣つかわせたという話を思い出した。

　が、そんなことはこの際どうでもよかった。

「……それはどういう意味かしら？」

「えーと、神主様の知人というのが、識読様……」

「そっちじゃなくて、識読神社の敷しき地ち内に入るのが嫌いやな感じがするというのはどういうことかと聞いてるの」

　美古都がその真意を問いただす。相当に頭に来ているのがわかる。

「……わたしにもうまく言葉にできないのですが、気が乱れると申しましょうか。とにかくあの神社の敷しき地ち内へは入りづらいんです」

「識しき読よみの敷地内が乱れていると？」

　神社の敷地内はある種、神域である。神域は穢けがれのない空間でなければならない。

　その神域を指して気が乱れるというのは、神域を汚けがす言葉に他ほかならなかった。

「いえ、そういう意味ではないのです。あくまでわたしの問題なんです」

「ええ、ええ。そうでしょうね。ああ、確か心のやましい人は入れない結けつ界かいでも張っていたかしら」

「それならお前が入れないだろう」

「何ですって？」

　玖く流りゆうの指し摘てきに美み古こ都とが嚙かみ付く。

「とにかく子供相手にそう怒おこるな」

　美古都の怒いかりの矛ほこ先さきをひとまず自分に向けて玖流が諭さとす。

「わかった。こうしよう。一いち香かさんはしばらくここにいていい。ただし神かん主ぬしが戻もどる明日あしたまでだ。いいな？」

　美古都が睨にらみつけてくるのを横目に感じるが、玖流はあえて無視する。識読神社を愚ぐ弄ろうするようなことを言った相手に親切にするのが、よほど気に入らないと見える。

　だが他ほかに方法がないのだから仕方がない。

「はい。それで十分です。お心遣づかい感謝します」

　一香は礼を述べ、深々と頭を下げた。

「部屋は俺おれの部屋を使ってくれ」

「！」

　その言葉に美古都が目を剝むいて自分を見るのを感じるが、やはり無視する。

「あ、あの、泊とめていただくのにこんなことを言うのは恐きよう縮しゆくですが、同どう衾きんだなんて、こ、心の準備が……」
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「同衾だなどと難しい言葉を知っていて何よりだが、部屋を使ってもらうだけだ。俺おれは居間で寝る」

「そ、そうでしたか。そういうことでしたら、わたしが居間を使わせてもらいます」

「残念だが、来客用の布ふ団とんがない」

　本当はあるのだが、この遅い時間に押入れの奥から引っ張り出すのも面倒だった。自分なら居間で雑ざ魚こ寝ねをすればよいが、一香にそれをさせるわけにもいかない。

「話はまとまったな。美古都はもう帰ってもいいぞ。夜も遅いしな」

「ええ。邪じや魔ま者は退散させてもらうわ」

　美古都は吐はき捨てるように言い、部屋を出て行った。

「一いち香かさん、おやすみ」

　一香が再び遠えん慮りよして断る前に、玖く流りゆうはスナオを連れて部屋を出る。そのまま玄げん関かんに向かうと、美み古こ都とがちょうど靴くつを履はいていた。

「あら、お見送りかしら？」

「鍵かぎを締しめに来ただけだ」

「……戸と締じまりをお忘れなく！」

「ああ、一つ」

　家を出ようとする美古都に玖流は告げる。

「何かしら？」

「親父おやじさんに一香さんをうちで預かることをうまく説明しておいてくれ」

「…………」

　送っていくの一言を期待していた美古都は、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

「どうした？」

「いいえ。わかったわ。うま～く説明しておくわ」

　美古都は不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、勢いよく戸を閉めて家を出て行った。

「兄にいさ～ん」

　スナオが呆あきれたような声を出す。

「何だ？　やっぱり一いち香かさんを泊とめるのが嫌いやだったのか？」

「そうじゃなくてね、美み古こ都とちゃんを送っていってあげるくらい……」

「すぐ隣となりだから問題ないだろう。それにもしも送っていってあいつの親父おやじさんにでもでくわしたら、またひと悶もん着ちやくが起きる」

「そういう問題じゃなくてね……、いや。いいよ。おやすみ」

　スナオは疲れ切ったような声を出すと、部屋を出ていった。

　気がつけば、もう二時を回っていた。




「おはよう。玖く流りゆう君」

　翌朝。家を出た玖流を待ち構えていたのは、美古都だった。

「親父さんに見つかるぞ」

「平気。今日きようは早朝から会合で出かけて行ったわ」

　足を止めずに歩く玖流に、美古都が当たり前のように並んで歩き出した。

　一香のことをどうしたかは特に聞かなかった。昨さく晩ばんは怒おこっているようだったが、疎おろそかにするような性格ではないだろう。

「あら、スナオは？」

「寝ね坊ぼうだ。昨日きのうは遅かったからな。先に行ってくれと言われた」

「そういうあなたも眠ねむそうね。目が真まっ赤かよ」

「俺おれもあまり寝ていないからな」

「あら。朝まで何をしていたんだか」

「朝から下げ世せ話わな話はやめてくれ。気が滅め入いる」

「あら。別にそういう意味で言ったんじゃないけれど、心当たりがあるのかしら」

「やけに突つっかかるじゃないか」

「私も寝不足だからかしらね」

　玖流と美古都は挨あい拶さつ代わりの応おう酬しゆうを終えると、本題に入る。

「あの子は？」

「まだ寝ていた」

「そう。まだいるのね」

「仕方がない」

「それで、あの子は何なの？」

「お前が知っている以上のことは俺も知らない。昨晩急に俺の家にやってきた。それ以外のことは俺が聞きたいくらいだ。皐月さつきの件が片付いたと思ったら、次から次へと」

　玖流は嘆たん息そくした。

「あら、あの件だってまだ解決はしていないんじゃない？　彼女の下に人形供く養ようをしなかった人形が現れた。普通に考えて只ただ事ごとではないと思うけれど」

「思い込みだ」

「断定できるほどの情報はないわ。もっとも本人にはもう聞けないけれど」

「いや、結論は出た。俺おれも昨日きのう人形を捨ててみた」

　美み古こ都とが隣となりの玖く流りゆうを呆あきれたように見る。

「もう試したの？」

「片付けは思い立ったときにやらないとな」

「なるほど。だから今け朝さはスナオを置いて先に家を出たわけね」

　一いち香かという少女とスナオを二人きりにして先に家を出たと聞いて、美古都は少し引っ掛かっていた。それには理由があったのだ。

　一足先に玖流は昨晩人形を捨てたゴミ捨て場を確認した。

　人形はまだゴミ捨て場にあった。袋から出た形けい跡せきもなかった。

「人形は供く養ようせずに捨てても、持ち主の下に戻もどってきたりはしない」

「でも代わりが来たじゃない」

　言われてみれば、自分が人形を捨てたのと一香がやってきたのは同じタイミングだった。

「なるほど。交代制とは恐おそれ入った」

「冗じよう談だんはさておき、あなたの捨てた人形が戻ってこなかったからと言って解決したとは早計じゃない？　どうせあなたの捨てた人形は、皐月さつきさんたちのように歴史のあるものでも、長く使っていたものでもないのでしょう？」

「確かに物置に放置していたものだった」

「やっぱり」

「長く使おうが、しまい込んでいようが、人形は人形だ。供養なんて関係ない。持ち主の下に戻ってきたりはしない」

「じゃあ、皐月さんの話はどう説明するの？　彼女の言葉を信じるならば、という前提があるけれど、現に皐月さんのところには人形が来た。あなたの言う彼女の思い込みという考えも否定できないけれど、前にも言ったとおり、私はわずか数日で人が幻げん影えいを見るほどに追い詰つめられるとは思えないわ」

「同感だな」

「？」

「思い込みだと言ったが、彼女は確かに捨てたはずの人形を見たのかもしれないな」

　美古都には玖流の発言が矛む盾じゆんしているようにしか思えなかった。だが、彼があえてそう言うからには矛盾はしていないのだろう。

　思い込みであり、かつ捨てたはずの人形を見た、ということか。

「続きは後でだ」

「もったいぶって」

「二度手で間まを省くだけだ」

　校舎が近づき人通りも増えてきたことで、玖く流りゆうはそこで話を一段落させた。

「それにしても随ずい分ぶんと熱心ね。あなたらしくもない。彼女の相談に乗ったから、というだけじゃないんでしょう？」

　確かに今までの玖流であれば、無視をしていてもおかしくはないような内容だ。美み古こ都ととしては意外に思えてならない。だが、ここまで関わるのには、彼なりの考えがあった。

「正直、最近オカルトの話を俺おれに持ってくる奴やつが多すぎて迷めい惑わくしている。普通はそんな考えにはすぐに行き着かない。あの天あま降おり神社の件以来、その手の話の信しん憑ぴよう性が増している」

「……確かにそうね」

「だが、今回の人形供く養ようの件が人の手によるものとわかれば、皆も目を覚ます。所しよ詮せんオカルトはオカルトだとな」

　平へい穏おんを取り戻もどすには止やむをえないのだ。




「雛ひな形がたさんが入院？」

　朝のホームルーム前に、元のクラスに訪れた玖流と付き添そった美古都は、そこで雛形の休みと入院の事実を知る。

「何かあったのか？」

「詳くわしいことはわからないけれど、昨晩怪け我がをしたらしいの。それで今日きようは休むって先生が言ってた」

　元クラスメイトからの話では詳しよう細さいまではわからなかった。

　結局、玖流たちは放課後まで待ち、彼女を見舞うという口実で入院先を教えてもらうことにした。

　病室を訪れると、足を吊つった状態でベッドで本を読んでいる雛形が迎えてくれた。

「あら、二人とも。どうしたの？」

　雛形は本から顔を上げ、玖流たちの来訪を驚おどろいている様子だった。

「怪我をしたって聞いてね。見舞いに来たんだ」

「玖流君にお見舞いに来てもらえるなんて、怪我をした甲か斐いがあったわね」

　雛形は自分の足をぽんと叩たたいて、笑顔を浮かべた。

「具合のほうは？」

「大したことないわ。ただ階段から足を踏ふみ外して捻ひねっただけ。お医者様も一週間もすれば普通に歩けるようになるって」

「そうか。まあ、無事みたいでよかったよ」

「やだな。学校でどんな噂うわさが流れていたの？」

　わざわざ玖く流りゆうが見舞いに来たということが何を示しているか、雛ひな形がたには察しがついたようだ。

「皐月さつきと同じだと思った？」

　答えは肯こう定ていではあったが、それをはっきりとは返事をしなかった。

「本当にただ階段から足を踏ふみ外しただけ。何でもないの。こんなときにこんなことになって、皐月のお通つ夜やにも行けなかったんだからダメよね、あたし」

　雛形は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべて、頭をかいた。だが、どこか通夜に行けなかった理由ができたことを安あん堵どしている様子にも見えた。やはりまだ自責の念があるのかもしれない。

「その人形供く養ようの話だが」

「うん」

「実は俺おれも昨日きのうの晩に人形を捨ててみたんだ」

　玖流が言うと、雛形が驚おどろいたような顔になった。

「別に人形が現れることもなかった。人形供養をしなければ、捨てた人形が持ち主の下に現れるなんて話はとんだ迷信だったよ」

「玖流君って勇気あるね」

「別に新品を捨てたわけじゃない。ゴミを捨てただけだ。勇気も何もない」

「玖流君ってそういうのを信じる人なのかと思ってた」

「大きな誤解だ。供養しなければ人形が持ち主の下に戻もどってくるなんて信じるほうがどうかしている」

「……そっか。やっぱりそうよね。人形が持ち主の下に現れるなんて、ありえないわよね」

　雛形も玖流の意見に納得した様子を見せる。

「でも、それならどうして皐月さんは人形を見たんだろう？」

　玖流が逆に雛形に質問をする。

「それは、怖こわがりすぎて、人形を見たって思い込んだんじゃないかしら。あれ？　これって玖流君から聞いたんだっけ？」

「そうだな。彼女は自分の捨てた人形が帰ってきたと思い込んだ。だが、わずか数日の思い込みだけで、幻げん覚かくを見たり、半狂きよう乱らんになったりするかな？」

　玖流は探るように、雛形を見み据すえる。

「……どういうこと？　まさか本当に人形が現れたとでも？」

「だとしたら？」

　美み古こ都とが驚いて玖流を見ているが、無視をする。

「何だ。玖流君、やっぱりそういうのを信じてるんじゃない」

「いや、俺はどちらかといえばリアリストだよ」

「じゃあ、どうして人形が現れたなんて言うの？」

「誤解があるようだが、別に人形がひとりでに歩いて、勝手に現れたとは言っていない。誰かが彼女の見えるところに人形を置いておけば、人形が勝手に帰ってきたようにも見えるだろう？」

　雛ひな形がたが納得と疑念の半々のような複雑な顔を浮かべる。

「ただ、誰にでもできるわけじゃない。皐月さつきさんの家を知っていて、皐月さんが捨てた人形を手に入れることができた人物でなければならない。その人物に心当たりはないか？」

　美み古こ都との視線を感じながら、玖く流りゆうは雛形に問いかける。

　言葉は決して決め付けるようではなく、追い詰つめるようでもなく、単純な疑問として問いかけている。だが言外にはお前の仕し業わざと突つきつけている。

　雛形がどうとぼけるか、その一点に集中させられた。

「ごめんなさい。ちょっとわからない。もし玖流君の言う該がい当とう者がいるとしたら、あたししかいない」

「…………」

　玖流は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をした。

　その様子を見て、雛形が逆に目を瞬しばたかせる。

「もしかして……あたしがやったと思ってたの？」

「いや、違うよ」

　図ず星ぼしを突つかれた玖流だが、平静を装い、かぶりを振った。

「もし君だと思っていたら、こんな回りくどいやり方はしないさ」

「それもそうね」

「でもそうか。君が知らないとなると……」

「もし玖流君の言っていることが本当だとしたら、考えられるのは玉たま響ゆら神社の人だと思う」

「？」

「実はね。あたし、皐月が人形を捨てた後、彼女の人形を拾って代わりに人形供養に行ったの」

「え？」

　予期せぬ言葉に、玖流は眉まゆをひそめた。

「あたしは結構こういう迷信みたいなのを信じるほうなの。だからあの子がお金が掛かるならやらないって人形を捨てた後も気になって、人形を拾って持っていったの」

「供養に行ったのは？」

「その日のうちよ。帰る方向が逆だったから、皐月と別れた後に戻もどったの。あたしの名前で申し込んだから、聞いてもらえればわかるかも」

　確かに人形供養の申し込みリストで、雛形の名前を聞いてはいなかった。

「……あ、でもそれじゃ皐月の家の住所がわからないか。やっぱり玉響神社の人でも無理よね」

「そうか。いい線行っていたと思うけど、逆に俺おれの思い込みだったかな」

　玖く流りゆうは頭を搔かいて、笑ってみせた。

「ううん。わざわざ調べてくれてありがとう。ごめんね。変なことに巻き込んで。あたしが最初に玖流君に聞いてみようだなんて言い出したから」

「いや、力になれなくてすまない」

　玖流は美み古こ都とを促うながし、席を立った。

「ねぇ、玖流君、識しき読よみさん。あなたたちはどっちなの？」

「どっち、とは？」

「あたしは人形供く養ようの話を信じてはいるけれど、それはそんなことは起きて欲しくないっていう程度のものよ。そこまで真しん剣けんに考えているわけではないの。でも……二人を見ていると、何だかそういうふうには見えない。ねぇ、二人は人形供養をしなければ、人形が持ち主の下に戻ってくる。それを信じている人？　それともそんなのは迷信だと思う人？」

「どちらかと言うなら後者だな」

「識読さんは？」

　雛ひな形がたは美古都にも同じ問いを口にする。

「私はどちらかというのなら前者ね」

「二人は正反対の意見なのね。じゃあ、もう一つ」

　雛形は続けて問う。

「玉たま響ゆら神社って、本当に人形を供養できるような神社なの？」

　玖流と美古都は顔を見合わせる。

　玉響神社が人形供養を執とり行なっているのは事実だ。雛形の問いの意味はそういうことではなく、本当の意味で人形を供養することができるのか──つまり人形の魂たましいを正しく鎮しずめ、持ち主の下に帰ってくることを防げるかどうかと聞いている。

　普通はそんなことを考えたりはしない。

　玖流と美古都の関わり方が深くなればなるほど、事の信しん憑ぴよう性が増している。

　天あま降おり神社の件もあってのことだろうが、悪い傾向だなと玖流は反省する。

「もちろん玉響神社は人形供養において信頼のおける、由ゆい緒しよ正しい神社よ」

　回答は同じ神しん職しよくの美古都に任せ、玖流たちは病室を去った。




「そっか。雛形さんの仕し業わざだと思っていたのね」

　美古都が玖流の推理の失敗を指して、にこにこと笑う。玖流のミスが嬉うれしくてたまらない様子だ。

　玖流は確認のため、一いち香かに電話を入れる。

「いつの間に連れん絡らく先の交換なんてしたのかしら？」

「今け朝さだ。勘かん繰ぐるな」

「別に」

　自宅の電話に出られても困るため、連れん絡らくを取れるように念のため携帯電話の番号を聞いておいたのだ。

「はい」

　数回のコールの後、一いち香かが携帯電話に出る。

「もしもし、一香か。俺おれだ。玖く流りゆうだ」

「あ、緋ひ澄ずみさん」

　電話の声が漏もれたのか、その瞬しゆん間かんに美み古こ都との整った眉間みけんに皺しわが寄るが、玖流は気づかない。

「何か変わったことはないか？」

「いいえ。特に何も。そうだ。緋澄さん。今晩は何が食べたいですか？　よかったらわたしがお夕食の用意を……」

「聞きたいことがある」

「はい？」

　世間話をするつもりはなかった。

「覚えていたらでいいんだが、以前玉たま響ゆら神社に行ったとき、知り合いが人形供く養ようの申し込みをしたという話をしたのは覚えているか？」

「もちろんです。いくらなんでもそんな最近のことは忘れません」

「それは重じゆう畳じようだ。そのとき皐月さつきという名前で調べてもらったんだが、依頼をしたのが別の人間だということがわかった。雛ひな形がたという名前に覚えはないか？」

「雛形様……ですか？」

　電話の向こうで沈ちん黙もくが訪れる。

「あ、はい。確か人形供養をされずに帰った方の後に、もう一人同じ制服を着た女性が人形供養を申し込みされていきました。あ、そっか。どこかで見たと思ったら、お連れの方だったんですね？」

　それをなぜあのとき思い出してくれなかったのかと文もん句くの一つも言いたくなったが、それは言うまい。

「わかった。ありがとう」

「あ、それから……」

　一香が何か言いかけたが、勢い余あまって切ってしまった。

　大事な用件なら掛け直してくるだろうと、いちいち折り返さなかった。

　それよりも、一香の記き憶おくが確かであればという前提だが、雛形の言うとおり彼女が皐月の人形の供養を申し込んだという裏づけは取れた。

　美古都が玖流を満面の笑みで見ていた。往おう生じよう際ぎわが悪いとでも思っているのだろう。

「人形供く養ようをしたと知っていたら、こんな結論には至らなかったさ。普通に考えて、捨てた人形が持ち主の下に戻もどってくるなんて馬鹿げた話があるわけない。実際に試した俺おれが言うんだ。間違いはない。であれば、何者かが捨てた人形を皐月さつきの家に置いたと考えるのは当然の帰結だ」

「ええ。そのとおりね」

　同情めいた顔で言うあたりがさらに憎にくらしい。

　雛ひな形がたを怪あやしんだ理由は他ほかにもある。

　皐月が人形供養をしたと知っていて、なおかつ人形を手に入れられたのは雛形と玉たま響ゆら神社の関係者くらいしかいない。玉響神社の関係者が皐月を脅おどすとは動機から考えづらいとすれば、雛形である可能性が高い。

　皐月は人形供養そのものやオカルト的なものを信用していないと言っていたが、その実、夢にまで見るほどにうなされていた。雛形が言っていたことだが、皐月はオカルト的なものが怖こわいがゆえに、信じていないということらしかった。雛形は人形が帰ってきたように見せるやり方の有効性を知っていたということになる。

　皐月と近しい彼女であれば、外から見たのではわからない確かく執しつがあった可能性も十分考えられる。あるいは人形供養を信じずに捨てたことそのものが確執となったとも考えた。

　その辺りから雛形犯人説に思い至った玖流だった。もちろん証しよう拠こ不十分であることはわかっていて、今日きようも雛形を犯人だと突つきつけに行ったわけではなく、自分の推論に対する裏づけを取ることが主目的であった。だから推論がはずれていたとしても、別に痛くも痒かゆくもなかった。

　が、それはあえて言わなかった。

　何を言ったところで、美み古こ都とのあの小こ憎にくらしい顔を変えることはできないだろう。逆にあの同情めいた笑みをさらに深くするだけだとわかっている。

「それよりも玖く流りゆう君」

「何だ？」

「緋ひ澄ずみさんって呼ばせているのね？」

「は？」

　言われてから、少しして一いち香かのことだとわかった。確かに電話でそう呼ばれたが、気にも留とめなかった。

「俺おれとスナオを呼び分けるからだろう？」

「でもね。下の名前で呼ばせるなんて、誤解を生んでしまうと思うわ。緋澄君」

「やめろ。気持ち悪い」

　玖流が不ま味ずいものを吐はき捨てるように言った。

「どういう扱いよ」

「そのままだ。それよりも、これで話が少し変わってきたな」

　玖く流りゆうの苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情に、美み古こ都とも話を戻もどす。

「確かに雛ひな形がたさんが人形供く養ようをしたと言うのなら、皐月さつきさんの下に人形が帰ってきたはずがないわね。そうなると彼女が見た人形は幻げん覚かくとしか考えられない。玖流君、あなたの言うとおり皐月さんはやっぱり幻覚を見ただけなのかもしれないわね」

　美古都の当然の疑問に、玖流が逆に頭を振る。

「お前、まさか本当に供養せずに捨てた人形が、持ち主の下に戻ってくるなんて信じているんじゃないだろうな？」

「そのまさかよ。何度も言っているじゃない」

「むしろ逆だ」

「逆？」

「ああ。できることなら考えたくはなかったが……」

　玖流は舌した打うち交じりに言った。

「玉たま響ゆら神社で供養した人形こそが、持ち主の下に戻ってくる」

「……根こん拠きよは？」

　美古都が軽口を収め、静かに問う。

「ない。今のところはな。だが、雛形が人形供養をしたと言うのなら、そう考えるほうがまだ辻つじ褄つまが合う」

「あなたとは本当に意見が合わないわね」

　人形供養をせずに人形を捨てたという前提であったとき、人形が帰ってくるわけがないと言っていた玖流は、人形供養をしたと知って、人形が帰ってくる考えに傾き始めた。

　逆に人形が帰ってくると言っていた美古都は、人形供養がされたのなら人形が帰ってくるわけがないと意見を変えた。

　二人の意見は平行線どころか、対極に位置する。

　決して交わらない。

「ただ少なくとも神かみ降おろしの儀ぎ式しきが絡からんでいるということは認めるわけね？」

「あくまで可能性の一つだ」

　この人形供養の一連の不可解な出来事が、ただの幻覚の類たぐいではないというのであれば、それはもう常識では説明がつかない。

「何にせよ、一度確かめておく必要があるか」

　第三者の、あるいは玉響神社の人間という線が消えたわけでもない。雛形が人形供養をしたという件も含め、念のため申し込みリストを確認しておきたい。

「今日きよう、一いち香かをつれて神社に行って少し探るか」

「玖流君。もう一つ言っておくことがあったわ」

「何だ？」

　何か抜け落ちていることがあるかと、玖く流りゆうは問いかけつつも思考を巡めぐらすが、

「いつの間にか一いち香かと呼び捨てにしているのね」

　どうでもいい指し摘てきに、思考を止めた。




　その日の夜。玖流たちは一香を連れて、玉たま響ゆら神社へ向かった。

　一香を送り届け、そのまま雛ひな形がたの人形供く養ようの件などを確認しようと思っていたのだが、

「明かりがついていないわね」

　玉響神社はしんと静まり返っており、明かりはもちろん人の気配もなかった。

「今晩帰ってくるということだったんですが……」

　一香も困ったような顔になっている。

「電話はしてみたか？」

「はい。留る守す番ばん電話でした」

「とりあえずここにいてもしょうがない。行ってみるか」

　先日神かん主ぬしがいた居住用の建物にひとまず向かう。当然明かりはなく、もぬけの空からのようだ。

「少し待たせてもらうぞ」

「あ、はい。どうぞ」

　一香が鍵かぎを取り出そうとポケットを探る。

「落としたなんてことはないよな？」

「そんなことありませんよ」

　と言いながら、ポケットから鍵が出てくることはなかった。

「ドジッ娘こだね」

「予想通り過ぎてつまらん」

「いい加減うんざりね」

　一香が茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるが、玖流は相手にしなかった。

「二人ともー」

「まあ、いいさ。神主が帰って来れば鍵くらい持っているだろ」

　玖流は特段気にした様子を見せず、その場でしばらく待つことにした。

　しかし待つこと三十分。神主はなかなか帰ってこなかった。

　こんなことならば、事前に電話をして確認してから来ればよかったかもしれないと思ったが、後あとの祭りだ。

「おい」

「…………」

「一香」

「……あ、は、はい？」

　やっと自責の念から我に返ったか、一いち香かが顔を上げた。

「もう一度電話を掛けてみてくれ」

「はい。わかりました」

　一香は携帯電話を取り出して、電話を掛ける。

　すると、夜の静せい寂じやくの中に電話のコール音が聞こえた。音は建物の中からしている。

「どういうことだ？」

「何がです？」

「どうして家の中から電話が鳴っている？」

「電話を掛けたからです」

「そんなことはわかっている。神かん主ぬしは電話を持ち歩いていないのか？」

「はい。おそらく」

　玖く流りゆうはがっくりと肩かたを落とす。何の意味もない。

「そういうことは先に言え」

「え？　そんなに珍めずらしいことですか？」

「確かに持ち歩かない人間もいるかもしれないが、携帯電話は携帯しなければ意味がないだろう。ましてやこんなときに」

「嫌いやですね、緋ひ澄ずみさん。神主様だって携帯電話は持ち歩きます」

「は？」

「今家の中で鳴っているのは家の電話です。決まってるじゃないですか」

「……そうだな。確かに家の電話が家で鳴るのは珍しいことじゃないな」

「はい」

「じゃあ、もう一つ聞くが、なぜ今家の電話が鳴ったんだ」

「わたしが電話を掛けたからです」

「何で家の電話に掛けたんだ？」

「何を言っているんですか？　緋澄さんが電話をしろって言ったんじゃないですか」

「俺おれは神主の携帯電話に電話をしろと言ったんだ！」

「……ああ！」

　初めてそれに気づいたように、一香が驚おどろきの声を上げた。

「……ド、ドジッ娘こだね」

「スナオ。俺はお前を尊敬してやる」

　美み古こ都とはもう相手すらしなかった。

「ちょっと待っていてください。すぐに掛け直します」

　一香は慌あわてて電話を掛け直した。

　と、夜の静寂に再び電話のコール音が聞こえた。

「もう突つっ込まないぞ。早く掛け直せ」

　慌あわてて掛け直して、家の電話にリダイヤルをしたと思い、玖く流りゆうは冷めた声で命じた。

「え？　え？」

　一いち香かは一度電話を切って、また掛け直す。しかしまた電話のコール音が聞こえた。

「お前な……」

「待って。兄にいさん」

　と、玖流が文もん句くを言いかけたとき、スナオがそれを制する。

「この音は建物の中から聞こえているんじゃないよ」

　スナオの指し摘てきに、玖流は頭に上のぼった血を下げる。そして耳を澄すませると、確かに今鳴り続けている電話のコール音は目の前の建物ではなく、別の場所から聞こえてきていた。

　もっと遠く。本ほん殿でんや人形蔵ぐらがあるほうからだった。

　明かりは見えないが、神かん主ぬしは本殿のほうにいるのかもしれない。

　神主が参さん道どうを歩いている姿はなかった。つまり最初からいたのだろう。この待っていた時間は何だったのだろうかと思いつつ、

「行ってみよう」

　玖流たちは本殿のほうへと向かった。




　本殿の前でもう一度一香に電話を掛けさせる。

　携帯電話の音は、本殿のもっと向こうから聞こえてきた。

　音の聞こえてくるのは、人形蔵があるほうだった。

　玖流たちは人形蔵のほうへと進む。

　と、蔵の戸の錠じよう前まえが地面に落ちていることに気づく。

　普段は鍵かぎが掛かっているそうなので、きっと神主が中に入ったということだろう。

「ん？」

　落ちている錠前を拾い上げたとき、ふと気づく。

　その周囲に小さな穴のようなものが開いていた。

「どうかしたの？」

「いや」

　玖流は地面に触ふれるように撫なでる。人の足あし跡あととは思えないとても小さな穴だ。

「まるで人形の足跡のようね」

　美み古こ都とが彼女らしい見解を述べる。もちろん冗じよう談だんめかしてのことだが、一いつ瞬しゆん自分も同じことを考えた。

　だが今はそんなことを気にしている場合ではない。

　一香にもう一度電話を掛けさせると、電話の音は人形蔵の中から聞こえてきた。

　神かん主ぬしの携帯電話が人形蔵ぐらにあることは間違いない。が、神主が電話に出る様子はない。

　一度神社に戻もどったが、一いち香かを迎えに行くために外出した際に、携帯電話を忘れたということも考えられたので、美み古こ都とに家に電話をさせたが、神主は来ていないという。

　とすれば、あと考えられることは何なのか。

「とりあえず様子を見てくる。ここで待っていてくれ」

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

　先日の人形蔵でのことを思い出したのか、美古都が確認をする。

「大丈夫だ」

　玖く流りゆうは三人を本ほん殿でんの前に待たせて、門の前に行く。

「？」

　が、何かを感じ、玖流の手が止まる。

「どうかしたの？」

「いや……何か臭においが……」

　嗅かいだことのある臭いであるのだが、何の臭いかすぐに思いつかなかった。

　だがいつまでも蔵の前にいてもしょうがない。

　玖流は戸を引き開けた。

　瞬しゆん間かん。中から黒い煙けむりが外に噴ふき出してきた。

「がはっ！」

　玖流は大きく飛びのき、何度も何度も咳せき込む。思い切り煙を吸い込んでしまった。あの臭いは物が焼ける臭いだったのだ。

　黒こく煙えんはどんどんと中から噴き出してくる。

　蔵の中は今いま頃ごろ、火の海になっているかもしれない。

「────！」

　玖流が咳き込んでいる隙すきに、一香が蔵の中に飛び込んだ。

「かはっ！　待て！　くそっ。消防に連れん絡らくしろ！」

　玖流は美古都たちに命じて、一香を追って蔵に入る。

「くっ！」

　蔵の中はすでに煙で充満していた。

　多くの人形に火が燃え移っており、天てん井じようは煙でもう見えなかった。

「一香！」

　玖流は袖そでで口を押さえて体を低くしながら、一香の名を呼び蔵を進んだ。

　近くに一香の姿はない。もっと奥に進んだらしかった。

　玖流も奥へと入る。

　煙が目に入り、痛みで涙なみだが滲にじむ。

　咳せきも止まらない。

　携帯電話が中にあるということは神かん主ぬしが中にいる可能性が高いと言っていい。

　そして電話に出られないということは、何かがあったと考えてもいい。

　奥へと進めば進むほど、煙けむりと熱量が増していく。

　と、怪かい物ぶつの舌したのような赤いものが向こうから姿を見せた。

　火の手の中心は、人形蔵ぐらの奥だ。

「どこだ！　返事をしろ！」

　玖く流りゆうは叫さけびながら奥へと駆かける。

　と、立ち尽つくす一いち香かの背中が見えた。

　無防備に、火の中に佇たたずむ一香は、今にも炎ほのおの舌に絡からめ取られそうだった。

「一香！」

　玖流は一香を自分のほうへ引き寄せる。

　一香は抵抗もなく、玖流に体を預け、だがその視線は一点を見つめたままだった。

　その視線の先。

　そこに、それはあった。

　そのごろりと横たわる塊かたまりは、炎の中心にいるのになぜか炎が近づけずにいた。

　その塊の中心には、なぜか水溜たまりのようなものができていた。その塊が浮かぶものが、血でできたものであることに気づく。

　その塊は、神主であった。

　その塊は、すでに動かなくなり、息絶えていた。

　さらにそのごろりと横たわる塊に、消けし炭ずみとなった幾いくつもの人形が乗っていた。その人形たちの手には、無数の針のようなものが握にぎられており、同じものがその塊に何本も突つき立っていた。

　それはまるで、無数の人形たちが神主を刺さし殺しているかのようだった。







　第三章　迷信







　ねぇ、知っている？

　壊こわれた人形を供く養ようせずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるんだって──

　もしも人形が戻ってきたとしても、決して誰にも言ったりしてはいけないよ。

　それは人形と自分だけの秘密にしなければいけない。

　それからね。戻ってきた人形を、懐なつかしさや情じように負けて家に入れたらダメだよ。

　だって、その人形は恨うらみを晴らすために戻ってきたんだから──

　ただね。恨みを晴らせなかった人形は他ほかの人で恨みを晴らそうとするんだよ。

　人形供養をする神社の神かん主ぬし様が、恨みを晴らせなかった人形たちに殺されたんだって。

　それでもいいなら、ずっと家の中に隠かくれているといいよ。




　　　　◆




「お久しぶり」

　事件現場に不ふ釣つり合あいな軽い調子で、玖く流りゆうに声を掛けてきたのは神かん崎ざきという名の刑けい事じだった。

　美み古こ都とたちの連れん絡らくによりすぐに消防車が駆かけつけ、人形蔵ぐらは何とか半焼で済んだ。

　玖流は一いち香かを連れて人形蔵から脱だつ出しゆつした後、すぐに警察に通報をし、神主の死を伝えた。その後、数名の警察官と刑事がやってきて現場保存を始める傍かたわら、玖流たちは神社の一室に待たい機きを命ぜられた。

　その中でまず玖流が事情聴ちよう取しゆという名目で別室に呼び出され、数分後に現れたのが、彼だった。
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「嫌いやな予想というのは当たるものですね」

「予感じゃないところが君らしいね。でもひどいじゃないか。君と僕ぼくの仲なかだろう？」

　出会ったことを嫌な予想と言われたにも拘かかわらず、神崎はどこ吹く風で揶や揄ゆを返す。

「大した仲でもないでしょう」

　出会ったのは天あま降おり神社での事件で、それ以来交流はなかったが、玖流にとってはできることなら関わりを持ちたくない相手でもあった。

「通報者の名前が君だったからね。僕ぼくが来ないわけにはいかないだろう？」

「できれば他ほかの人に来てほしかったですね」

「君とは天あま降おり神社以来、縁えんができてしまったのかもしれないね」

「うまいこと言ったつもりですか？」

「うまいこと言っただろ？」

「笑えないですね」

　玖く流りゆうは遠えん慮りよなく毒を吐はく。敬語は使っても敬意を払はらう気にはなれなかった。

　それはこの飄ひよう々ひようとした威い厳げんも何もない態度ゆえにというわけではない。彼の本質はむしろ逆だ。時として誰よりも残ざん酷こくに、そして冷れい酷こくになりうる顔を隠かくし持っている。

　玖流に対しても親近感を持って接しているわけではない。単に利用できると思っているだけだ。敬意など払えるはずもない。

「で、何が起こっているのかな？」

　事情聴ちよう取しゆというにはおざなりな形で、質問が始められた。

　玖流は美み古こ都ととスナオと共に、玉たま響ゆら神社の巫み女こである一いち香かを送るために来て、人形蔵ぐらの中で神かん主ぬしの遺い体たいを発見したことを伝えた。

「それだけ？」

「それだけですね」

「もう少し詳くわしく話してほしいな」

　玖く流りゆうがそれ以上何も言わない様子を見て、神かん崎ざきは肩かたをすくめる。

「……玉たま響ゆら神社の巫み女こさんねぇ」

「会いたかったら、後で会えばいい。別室にいるはずです」

「巫女さんには興味はないかな。どちらかと言えば、美み古こ都とちゃんのほうに興味があるね」

「あなたがあんなのが趣味だとは思わなかったですね」

「人聞きが悪いこと言うなー。そういう意味じゃないよ。どこの誰とも知らない巫女さんよりも、美古都ちゃんから話を聞くほうが優先度が高いって話だよ。だって、君と一いつ緒しよに行動しているんだよ？　只ただ事ごとじゃないじゃないか」

「何でもかんでもそういう方向に結びつけてほしくないですね」

　そういう方向──神崎は神にまつわる様々なことや、神かみ降おろしの儀ぎ式しきなどにも精通している人間の一人だった。

「そうじゃないとでも？」

「そういう方面の話にはもう関わる気はないですね」

「人形を供く養ようしないで捨てたら持ち主の下に帰ってくる、だったかな？　君の学校で噂うわさされているそうじゃないか」

　前述のとおり天あま降おり姫ひめの神かみの事件以来関わるのは今日きようが初めてだが、その間もマークはされていたらしい。皐月さつきの事故死の件で、あるいはすでに動いていたのかもしれない。

「もうとっくに関わっているんだろ？　だってさ。神を信じていないと豪ごう語ごする君がこんなところに来るとは思えない。人形供養をするようなタマじゃないだろ？」

　神崎には、性格や思考もある程度摑つかまれている。やりにくいことこの上ない。

「黙だまっているなんて人が悪いな」

「あなたにだけは言われたくありませんね」

「じゃあ、お互たがい様ってことで。ま、そういうところも含めて、もう一度説明してくれるかな？」

　神崎に促うながされる。もちろん黙もく秘ひ権けんなどあるはずもない。

　玖流は改めて、皐月の人形供養の相談から、彼女が捨てた人形が戻もどってきたと錯さく乱らんして亡くなったこと、雛ひな形がたという友人が玉響神社で人形供養を申し込んでいたこと、玉響神社に美古都とスナオと一度来たときに神かん主ぬしの娘むすめの一いち香かに会ったこと、ついでに一香が不ふ審しん人物に見られていたようだという話など、思いつく限りのことを全すべて話した。

「なるほどねぇ」

　玖流の話を聞き終え、神崎は話を理解したように何度か頷うなずいた。

「やっぱり十二分に関わっているじゃないか？」

　言い返したところで、意味などないのだろう。意味がない以上、反論はしなかった。

「で、君はどう考えるんだい？」

「皐月さつきの死はただの恐きよう怖ふによる幻げん覚かく。神かん主ぬしの件は強ごう盗とうによる刺し殺さつおよび証しよう拠こ隠いん滅めつによる放火。以上です」

　玖く流りゆうは切って捨てた。

「気持ちがいいくらいの言い切りっぷりだね」

「むしろ気分を害して関わるのをやめてもらいたいものですね」

「あいにくとはっきりものを言うタイプは好きなんだ。それが見解が違っていてもね」

「あなたはどう考えるんですか？」

「おや。やっぱり興味がある？」

　玖流の問いに、神かん崎ざきの口が綺麗きれいに弧こを描く。

「まあ、今の時点では何とも言えないけどね。人形供く養ようの噂うわさがあり、実際に捨てた人形が帰ってきたという人がいる。そこに玉たま響ゆら神社が関っている。

　──たださ、神かん主ぬしの遺い体たいを見たときに思わなかったかい？　まるで人形に殺されたようだって」

　人形蔵ぐらは半焼であったため、多少損そん壊かいはしていても、神主の遺体とその現場は確認することができた。

「ありえませんね」

「でも可能性としては考えただろう？　それがわずかでもね」

　皐月や雛ひな形がたが人形供養をしていないというのであれば、その可能性はゼロと言い切れた。だが、人形供養をしたというのであれば、つまり玉響神社に関わったというのであれば、その可能性はゼロではなくなった。

「以前言ったこと、繰くり返すのは時間の無む駄だだろう」

　常識で説明不可能なことが起きた場合、人間は非科学的なこと──つまりオカルト的なことを考えずにはいられない。

　ましてや現げん世せに対する神の干かん渉しようについて、わずかでも知っている人間であるならば、なおさらだ。

　その辺りのやり取りはすでに以前に終えている。

　改めて再現する気はない。

　神が関わっているという確たる証しよう拠こがないがゆえに神の仕し業わざでないと考える玖流と、科学的根こん拠きよや人の仕業と断言できる証拠がないがゆえに神の仕業と考える神崎。

　得られた情報は同じだ。後は見解の問題だ。

「あなたの見解に賛同するには、情報が足りなすぎますね」

「ま、当然か」

　神崎も玖流が簡単に賛同するとは思っていなかった。いや、むしろ玖流がそちらの観点に立っているのは、神かん崎ざきにとっては願ったりだ。

「では、好きに情報収集をしてくれていいよ。警察としてやるべきことは大体終えている。ただし、得られた情報は僕ぼくに報告すること」

「どういう意味ですか？」

「具体的に言うと、本ほん殿でんに入って調べ物をしてもいいし、人形蔵ぐらに入って現場検証してもいいし、人形供く養ようの申込者のリストとかも見せてあげるよ。それから……」

「そんなことは聞いていない。なぜ俺おれが調べることになっている！」

　玖く流りゆうは敬語も忘れて、思わず声を荒げる。

「あれ？　調べないの？」

　神崎は意外そうに目を丸くする。

「当たり前だろう！」

「そうか。じゃあ、仕方がないな。玖流緋ひ澄ずみ君、他ほか三名。玉たま響ゆら神社の神かん主ぬし殺害の容疑者として逮たい捕ほする」

「なっ！」

「ほら、第一発見者が犯人ってよく言うだろ？」

「刑けい事じドラマの見すぎだ」

「うん。僕ぼく結構ああいうの好きなんだよねー」

　軽口で応じる神崎を玖流は睨にらみつける。

「でもね、ドラマだからって噓うそばかりじゃないし、何より第一発見者の君たちが疑うに足る容疑者であることは間違いないんだよ」

「どうしてですか？」

「だって留る守すにしていたという神主が戻もどってくることを知っていた人間は限られている。玉響神社には職員がいない。死亡推定時刻に不ふ審しんな人物を見たという目もく撃げき者はいない。神主が殺害されていた人形蔵には君たちの指し紋もんしかなかった。状況証しよう拠ことしては君たちを疑うには十分だ」

「不ふ審しん人物なら一いち香かが見たと言っただろう」

「それは信用できないね」

「どうしてだ？」

「君の話には一つ大きな間違いがある」

　自分の話のどこに問題があったのか、玖流自身にはわからない。

「玉響神社の神主には娘むすめなんていないんだ」

「？」

「彼女は神主の娘なんかじゃない」

「まさか」

　確かに一いち香かが神かん主ぬしの娘むすめというのは勝手な思い込みだった。二人の関係性や玉たま響ゆら神社に住んでいて、他ほかに職員がいないと言っていたことから玖く流りゆうは疑いもしなかった。

　それでは一香はいったい何者だというのか。

「まあ、戸こ籍せき上の話だから隠かくし子なのかもしれないけれどね。そのあたりは身元照会中だよ。ただ君が素す性じよう不明の不ふ審しん人物と行動を共にしていたというのは事実だ。僕ぼくもこの件を警察として普通の殺人事件として扱うのなら、君たちを疑うしかない」

「好きにすればいい。俺おれは何もしていない」

「まあ、そうかもしれないけどね。殺人事件の容疑者になんてなってもいいのかな？」

「別に疑われても痛くも痒かゆくもない」

「ほんとに？」

「ああ」

「君じゃない子たちもかい？」

　神かん崎ざきはわざとらしく驚おどろいてみせる。

「別に容疑者は君だけじゃない。君たち、だよ。たーち。君はいい。君はとても強いからね。でも弟君は見るからにこういうことに弱そうだよね。自白を強要することもできそうだ」

　玖流が神崎を睨にらみつける。だが神崎は歯し牙がにもかけない。

「識しき読よみさんはどうだろう？　うん。君と同じように強そうだ。でも、困らないかなー。神社の一人娘が、神主殺人事件の容疑者だなんて。もし犯人じゃなかったとしても、人の噂うわさって怖こわいよね？　一人歩きをしてしまう。何を言われるかわかったもんじゃない」

　神崎は玖流の肩かたに手を置き、耳打ちする。

「ほら、人形が神主を殺したって証明したほうが君にとっては都合がいいんじゃないかい？」

　選せん択たく肢しは、最初から一つしか用意されていないらしかった。




「してやられたというわけね」

　神崎との話を伝えると、美み古こ都とは辛しん辣らつに吐はき捨てた。

　神崎の狙ねらいを見抜いていたのなら、もう少しやり方はあったかもしれない。が、今となっては後の祭りだ。悔くやしいが、神崎の言うとおりこの件を調べるほかない。

　美古都もそれ以上は特に文句をつけてこなかった。

「まずは一香が玉響神社の神主の娘じゃない、というのが本当か確かめたいところだが……」

　それを聞く相手は、神主の死を目まの当たりにして意識を失ってから、まだ目を覚まさない。スナオは今、彼女の元にいる。

「仕方がない。先に他ほかを調べるか」

「ねぇ、玖流君」

「何だ？」

「玖く流りゆう君は神かん主ぬし様を殺したのが人形だと思う？」

「思わない」

　玖流は考える間ますら取らず、即答した。

「なぜそう思うの？　普通に考えて、なんてのはなしよ」

「神主の遺い体たいと人形たちを前にしたとき、お前にはどう見えた？」

　沈ちん火かされた後、玖流は神主の遺体確認をその場にいた警官に願い出た。火による遺体の損傷状態はそれほど酷ひどくなかったため、それは許可された。

　玖流一人でもよかったが、美み古こ都ともそれに付き添そった。そのとき彼女も現場を見ていた。

　遺体の損傷状態が酷くないことから、それが神主であることは間違いなかった。

　問題なのは、その状況だった。

　人形たちに囲まれた神主の死体。その体には無数の刺さし傷。そして、針のような刀を手にし、大量の返り血を浴びた人形たち。

「人形たちが神主様を殺したように見えたわ」

「俺おれもだ」

　その答えに、美古都は眉び目もくをわずかに持ち上げる。

「それならなぜ人形が神主様を殺したと思わないの？」

「露ろ骨こつだったからだ。あの様さまはいかにも人形が神主を殺したという演出が過ぎている。何者かの意図を感じるとは思わないか？」

「人間の、ということ？」

「ああ。誰かまではわからないがな」

「確かにあなたの言いたいことはわからないでもないわ。でも今の回答で人形たちが神主様を殺したという線が消えたわけではないわ」

「仮に、だ。供く養ようをせずに人形を捨てた場合、持ち主のところに人形が帰ってきて恨うらみを晴らすとしよう。では、なぜ人形たちが神主を殺す？　神主は人形の持ち主ではない。つまり神主が人形に殺される理由はない」

「神主様の死は人形供養の件とは無関係ということ？」

「断言はできない。第一こんな答えでは神かん崎ざきは納得しない」

「確かにそうね。それにあの刑けい事じはあなたに人形供養による死を調べるように指示したのよね？　どうするつもり？」

「神崎は神主の死が人形供養に関係していると思っている。そうではないことを証明すれば、手を引くはずだ。ただの殺人事件だった場合、犯人が誰かなんてあいつにはそれほど重要ではない」

　自分たちが容疑者だとしたのも、この事件と神との関連性を知りたいだけだ。

「とんだ刑事ね」

「ああ。とんだ刑けい事じだ」

「それで、何から調べるの？」

「まずは玉たま響ゆら姫ひめの神かみが御ご神しん体たいに降おろされているかだ」

「確かに神が降ろされていなければ、話は早いわね。でもこの玉響神社の御神体が何かなんて、私は知らないわよ」

「それならまずは玉響神社と玉響姫神について調べよう」

　玖く流りゆうは一度隣となりの部屋を見て、

「あの子が何者かはその後でいいだろう」




　一いち香かのことはいったんスナオに任せ、玖流たちは玉響神社の文ぶん献けん調ちよう査さを始めた。

　特権を与えられた玖流と美み古こ都とは、玉響神社の秘ひ蔵ぞうの文献を漁あさることから始める。

　玉響神社の書庫を開けてもらい、蔵ぞう書しよを調べながら神かん主ぬしから聞いた玉響姫神の話を思い出す。

　玉響姫神様は人形師しであると同時に、一人の娘むすめを持つ母であった。だが、大切に大切に育てていたその娘は、流は行やり病で幼くして亡くなってしまう。

　その後、彼女は娘の代わりとなる人形を造る。

　彼女はその人形に対して、本当の娘のように接していたという。

　やがて同じく子供を亡くした母親たちが噂うわさを聞きつけて彼女の下を訪れると、彼女は自ら製作した人形を与えていたという。

　没ぼつ後ご、その恩恵に与あずかった女たちから、彼女は神として崇あがめられ、玉響姫神となった。

　人間の想おもいが彼女を神としたとも言える。

　八百万やおよろずの神々は、初めから神や天てん女によを起源とするものや自然を起源とするものもあるが、人間が昇しよう華かして神と呼ばれるようになるケースも存在する。決して珍めずらしいことではない。

「玖流君」

　と、文献を漁あせっていた美古都が、玖流を呼びつける。

「何かあったか？」

「御神体について記述されているわ」

　見るからに古めかしい文献に、玉響神社が執とり行なっていた昔の人形供く養ようの儀ぎ式しきについて記述があった。昔は人形供養の際に、御神体を公開していたようだ。

　玉響神社が奉たてまつる御神体とは、玉響姫神が自分の娘を模もして造り上げた人形だった。

　文献には、御神体の人形を前に数多くの供養される人形が燃やされており、周囲を取り囲む人々が涙なみだしているような絵が描かれている。今にも人形を燃やす火に飛び込もうとしており、それを押し留とどめている人々の姿もある。

　昔は、人形供養とはそれほどまでに大切な人形に対する儀ぎ式しきだったのだろう。

「ある程度予想の範はん疇ちゆうね」

　玉たま響ゆら神社の御ご神しん体たいとなりうるとすれば、人形以外にはないだろうと踏ふんでいた。

「そうだな。問題はそれがどこに保管されているか」

「そしてその御神体に神が降おろされているか、ね」

「もしもそれが人形蔵ぐらにあってすでに燃えてしまったのなら、話は早いんだがな」

「随ずい分ぶんと罰ばち当あたりなことを言うわね」

「御神体がなければ、罰も当てようがないだろうよ」

　と、部屋がノックされる。顔を見せたのは神かん崎ざきだった。

「眠ねむり姫ひめがお目覚めだよ」

「あら、詩人ですね」

　美み古こ都とが満面の笑みで答える。その満面の笑みが作り物であることが玖く流りゆうにはわかる。腹の中では不ま味ずいものを吐はき出すような顔をしていることだろう。

「行くぞ。ついでに御神体の場所も教えてもらうことにしよう」




　布ふ団とんの中で身を起こしている一いち香かは、未だ放心状態のようだった。神かん主ぬしの死が相当に堪こたえていることが見て取れる。

　だが、玖流たちが部屋に入ってきたことに気づくと、居い住ずまいを正して、頭を下げる。

「ご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい。少し落ち着きました。それであの……神主様は……？」

　一いち縷るの望みにすがって問う。

「残念だが、すでに亡くなっていた」

　隠かくすことはできず、玖流ははっきりと告げる。

　すでに覚かく悟ごはあったのだろう。再び意識を手放すような真ま似ねはせず、一香は込み上げる思いを飲み込むように、数秒目を閉じた。再び目を開いたときには、ショックも動どう揺ようも抑おさえ切っていた。

「いくつか聞きたいことがある」

「はい。何でしょう？」

「君は何者だ？」

　その問いに、一香は小首を傾かしげた。

「と、言われますと？」

　決してとぼけているようには見えない。

「俺おれは君が玉響神社の神主の娘むすめだと思っていた。だが警察が調べたところ、神主に娘はいないということだった」

「そういうことでしたか」

　玖く流りゆうの指し摘てきにも、一いち香かは慌あわてた様子を見せなかった。

「はい。わたしは神かん主ぬし様の娘むすめではありません。養女と呼んだほうがいいかもしれません」

「では本当の親は他ほかにいるということか？」

「わかりません」

　一香はかぶりを振った。

「実はわたしは記き憶おくがないんです」

「記憶がない？」

「はい。漠ばく然ぜんとしたものはあります。両親といた記憶。学校に通っていた記憶。普通に暮らしていたときの記憶が。でもそれが誰なのか、どこだったのか、全すべておぼろげで、はっきりしないんです」

「いつの記憶からならあるんだ？」

「神主様が目覚めたわたしを見て、一香と呼んだときからです。ただわたしに記憶がないことを知ると、とても落らく胆たんされていました。ですが、神主様は自分を父と呼んでくれていいと仰おつしやってくださいました。そのときから神主様はわたしの父になってくださったんです」

　どうも単なる養女ではないようだ。

　神主が目の前の少女のことを一香と呼んだということは、すでに誰なのか知っていたということだろう。

　この二人の関係性は何なのだろうか。

「私からも聞いていいかしら？」

　と、美み古こ都とが質問者を買って出る。

「あなたのこの玉たま響ゆら神社での役目というのは何だったの？」

「役目、ですか？」

「ええ」

「主に人形供く養ようの受付ですとか、参さん拝ぱい者の方の案内といった簡単な仕事です」

「人形供養そのものや祭事には関わりがないの？」

「はい。その場に立ち会ったことはありません」

　この神社は全すべて神かん主ぬし一人で運営していたということか。

　玉響神社唯ゆい一いつの巫み女こ。

　言葉だけを聞けば、何か重要な役目がありそうなものだが、それがないという。

　彼女が為なすべきことを為す前に神主が死んでしまったために知らないのか。あるいは巫女という役職を便べん宜ぎ上じよう与えただけで、そんなものはなかったのか。あるいは若い女を隣となりに置きたいという邪よこしまな思いによるものだったのか。だが彼女の様子を見る限り、そんなこともなかったようだ。

「神かみ降おろしの儀ぎ式しき」

　美み古こ都とは不意に告げた。

「聞いたことがある？」

「すみません。聞いたことはありません」

　一いち香かは静かにかぶりを振った。

　その様子に何かを隠かくしているようなものはなかった。




「どう思う？」

「どうとも言えないわね」

　美古都の回答は玖く流りゆうの答えと同じだった。

　あの後もいくつか質問したが、結局一香から聞けたのは大した内容ではなかった。御ご神しん体たいの場所も当然わからなかった。

　彼女が何者か知っているのは神かん主ぬしだけだ。そしてその神主はもういない。

　何なら自白剤ざいでも使ってみるかい？　という本気かどうかわからない神かん崎ざきの申し出は遠えん慮りよしておいた。

「神主は巫み女ことして彼女を傍かたわらに置いて何をさせたかったんだ？」

　神社の一人娘むすめとしてそういった事情に精通しているだろうと思い、玖流は美古都に問いかける。

「古い話で言うのなら、人ひと身み御供ごくうとして、生まれながらに神に捧ささげられると決められた子供を、親元から引き離はなして育てたという言い伝えくらいはあるわ。人身御供は穢けがれてはならないから、俗ぞく世せから切り離されて育てられるものだしね。ただ、閉へい鎖さ的な村とかであればありえるかもしれないけれど、このご時じ世せいの都会では、にわかには信じがたいわね。第一彼女は学校に通っていた記き憶おくがあるというくらいだから」

「巫女としてというのは、神社に置いておくための理由付け程度のものということか」

「婚こん姻いん関係になかった女性との間の子を引き取ったとかね」

「ドラマにでも出てきそうな設定だな」

　一香のことについては、ひとまず神崎に任せることにした。神主の家族構成や一香の写真からもう一度関係者に当たってもらう。

「あるいは彼女の言葉が全すべて噓うそか妄もう想そうで、神主様と彼女は何の関係もないという線もあるわね」

「だが、確かめる術すべはない」

　神崎のように非人道的な術すべを用いればあるいはわかるかもしれないが、それは自分たちの仕事ではない。

「他ほかにできることがあるとすれば……」

「地道に文ぶん献けんでも追うことかしらね」

「とはいえ、文ぶん献けんはある程度目を通した。次は神かん主ぬしの部屋を探るか」

　今度は神主の部屋に向かう。

　警察の調べでは他ほかの部屋同様、神主の私室も特に荒らされたということはないらしい。物取りの犯行ではないと断定した理由はそこにある。むしろ荒らされていれば自分たちに嫌けん疑ぎが掛けられることもなかったか。いや、相手が神かん崎ざきではそれは意味のないことだろう。

　許可を取って入った神主の私室は、畳たたみが敷しかれた和室だった。彼の性格を示すようにきちんと整せい頓とんされている。物が床ゆかに置かれていたり、服が椅い子すに掛けられているようなこともない。

「らしいと言えば、らしい部屋だな」

　玖く流りゆうは書しよ棚だなを物色する。だが、私室の書棚の内容は一般書が多く、書庫にあったような神社の歴史を紐ひも解とくような古い文献はなかった。

「となると……これか」

　玖流は机の上に置かれているノートパソコンに目をやった。個人情報の宝庫といえば、パソコンである。

　玖流は問もん答どう無む用ようでパソコンを起動させた。

　ＯＳが立ち上がり、次いでパスワードの入力を促うながされる。

　玖流は美み古こ都とを見る。

「私は神様を信じます」

「文字数オーバーだ」

「私は神様の下僕しもべです」

「さっきより増えてるだろうが」

「玖流緋ひ澄ずみは識しき読よみ美古都様に一生忠誠を誓ちかいます」

「お前遊んでるのか？」

「知るわけないでしょうが」

「使えないな。神しん職しよくの人間しか知らない合言葉みたいなものはないのか」

　玖流は嘆たん息そくして、パスワードを適当にローマ字入力する。

「玉たま響ゆら。玉響姫ひめの神かみ。玉響神社。人形。人形供く養よう。神かみ降おろし。御ご神しん体たい。祝詞のりと。神しん典てん……」

　全すべてエラーとなる。

　他ほかにも知っている限り人形や神社といった単語を英語で入力したり、神主の名前と生年月日の組み合わせなど試してみたが、ダメだった。

「専門職の人に任せたら？」

「あいつに頼むのは癪しやくだが仕方ない」

　警察であれば、パソコンのＯＳパスワードくらい破ることができるだろう。

「これでダメならそうするか」

　玖流はそう言って、最後にもう一度パスワードを入力した。

　エラー音はなく、システムの読み込みが始まる。

「なんて入れたの？」

　美み古こ都との問いに、玖く流りゆうは答えた。
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「一いち香か、だ」

　パスワードに一香の名が選ばれていることから、やはり神かん主ぬしと一香の関係性は彼女の一人よがりではないことがわかった。

　とにかくパソコンが起動できたので、フォルダを片かたっ端ぱしから開いていく。

　だが私用のパソコンは調べるほどのこともなかった。メールソフトも入っておらず、ネットワークの接続設定もないようだった。

　ただ、唯一人形供く養ようの申し込みリストがそこに登録されていた。顧こ客きやく情報を登録するパソコンのため、ネットワークに接続しないスタンドアロンのマシンにしていたらしい。

　リストはかなりの容量で数千人分の依頼者が登録されていた。情報が年月で分類され、氏名、住所、電話番号、依頼された人形の説明などが記き載さいされている。全すべてではないが、画像へとリンクしている顧客もあった。最近のものでは申し込みが数日前のものがある。

　玖流はマウスを動かしながら、リストを流し見する。

　人形供養の第一人者というのは本当らしく、依頼は全国から来ているようで、北は北ほつ海かい道どう、南は沖おき縄なわまで。一部外国からの依頼まである。

「本当に信頼されていたんだな、あの神かん主ぬしは」

「惜おしい人を亡くしたと思うわ」

　玖く流りゆうは何となく雛ひな形がたが皐月さつきの代わりに人形供く養ようの申しん請せいをしたことを思い出し、検けん索さくを掛けてみた。

　数秒後、雛形の苗みよう字じが検索に引っ掛かる。

　彼女のは画像へとリンクできるようだった。

　特に考えなしにダブルクリックすると、人形の画像が表示される。

「？」

　玖流は眉まゆをひそめる。

「どうかしたの？」

　美み古こ都とが玖流の表情に反応する。

「いや……。こんな人形だったのか？」

　玖流は表示された画像を指差す。確か雛形が供養の依頼をした皐月の人形は、人形劇で使用する用よう途とのものだったはずだ。実物は見たことがなかったが、木製で棒ぼうがついていて、動かせるようなものと皐月は言っていた。

　だが表示された人形は、もっと子供の遊び道具のような、布製のそれだった。

「実物を見たわけじゃないけれど、何か違う気がするわね」

「登録を間違えただけか？」

　玖流は一つ前の画面に戻もどる。だが、リストの前後にある申しん請せい者の画像を見てみようとしたが、そこには画像のリンクはなかった。全すべてにリンクが張られているわけではないらしい。

「ちょっと待って、玖流君」

　美古都が何かに気づいたように、画面を指差す。

「おかしいわ。これ、雛形さんではないわ」

「何？」

　確かに申請の日付が一年前になっていた。雛形が皐月の人形の申請をしたのは数日前だ。

「単なる同どう姓せいというだけか」

　操そう作さ方法では全件検けん索さくというオプションがついていた。

　それを指定して再度検索すると、合計で二件、雛形という名前が検索対象として引っ掛かった。もう一件のほうは数日前の申請であり、時じ系けい列れつ的には合う。

「雛形さんの名前は確か春はる香かだったわよね？　下の名前も一致しているわ」

　だが、そこには画像へのリンクはなかった。画像へのリンクが登録されているほうがむしろ少ない。登録の有う無むの差は何なのだろうか。

　玖流はその二件を見比べる。

　そして気づく。

「……住所が同じだ」

　最初に見つけた雛ひな形がたという姓せいのそれと、雛形春はる香かの関係性は何なのだろうか。




　神社の一室で待っていた玖く流りゆうと美み古こ都との元に、神かん崎ざきが現われた。

「わかったよ」

　リストの中にあったもう一人の雛形という女性のことを神崎に調べてもらっていたのだ。

　その結果から、彼女の素す性じようがわかった。

「彼女は君の友人の雛形さんの母親だ」

　住民登録さえしていれば、家族構成を調べることくらい警察には造ぞう作さもない。

「ちなみに雛形さんは事故で二歳さいになる娘むすめさんを亡くしている。君の友人の雛形さんの年の離はなれた妹にあたる」

　元クラスメイトだが、玖流はその事実を知らない。玖流は美古都を見ると、かぶりを振った。彼女も知らないらしい。

　玖流はパソコンの人形供く養ようの申請リストを見る。その申請日付はおよそ十ヶ月前。子供が亡くなった日の二ヶ月後だ。

　玉たま響ゆら神社の逸いつ話わを思い出す。

　玉響姫ひめの神かみは、子を亡くした母親たちに子を模もした人形を与えたという。そこから転じて、子の大切にしていた人形を供養する場ともなった。

「彼女の母親が玉響神社の噂うわさを聞きつけて、人形供養を申し込んだとしても不思議はない、か……」

「ねぇ、玖流君」

　と、それまで黙だまっていた美古都が、玖流を呼ぶ。

「どうした？」

「雛形さんはあなたに人形供養のことを聞きにきたわよね？」

「ああ」

「彼女はこの玉響神社のことを知らなかったのかしら？」

　雛形の母親が玉響神社に人形供養を依頼していた過去があったことは間違えようのない事実だ。そのことを雛形は知らなかったのだろうか。もちろん知らなかったからといっておかしいと断ずることはできないが、家庭内で話題にすら上らなかったのだろうか。

「それが今回の人形供養や神かん主ぬしの殺害と何か関係あるのかい？」

「…………」

　人形供養の噂がまるで事実となったかのような、皐月さつきの死。

　次いで起きた玉響神社の神主の、まるで人形に殺されたかのようにも見える殺害事件。

　そして一いち香かという、素す性じようの知れない記き憶おくをなくした玉響神社の巫み女こ。

　それらが関係あるのか、あるいはまったく無関係なのか、そもそも玉たま響ゆら姫ひめの神かみの神かみ降おろしが行われているのかどうかも、今はわからない。

　だが、玖く流りゆうは一つ気にかかっていたことがあった。

　それは人形供く養ようの噂うわさのことである。

　人形供養をせずに捨てた人形が持ち主の下に帰ってくるという言い伝えは、確かに存在している。

　人間をかたどった人形には魂たましいが宿りやすいという考えや、物を粗そ末まつにしてはいけないという戒いましめから生まれたものと言える。

　問題は、なぜそんな噂がわざわざ立ったのかということだ。

　今、人形供養のことは確かに学校で噂されている。

　皐月さつきの通つ夜やの席で、御厨みくりやからも人形供養の話を聞き、噂になっているとも聞いた。そのきっかけは間違いなく皐月の死によるところが大きい。

　その前であれば、真ま木きたちが人形供養の噂を知っていると言っていたが、皐月や雛ひな形がたの話を聞いてから、という印象がある。

　だが、皐月と雛形が玖流たちに話を聞きにきたときは、スナオにも確認してもらったが、そういった噂は立っていなかった。

　つまり噂が立つきっかけは、皐月と雛形の相談からだったと言えなくもない。

　その人形供養を勧めたのは、他ほかでもない雛形だった。

　その雛形が、実はすでに玉響神社と関わりがあったかもしれないという新たな事実がここで浮上した。

　もしも人形供養の件を知っていて、あえてそれを隠かくして自分たちに聞きにきたというのなら、その意味は何なのだろうか。

　彼女の真意を図りかねた。

「少し雛形に話を聞いてみるか」

　あるいは、何かの手がかりになるかしれない。

　玖流と美み古こ都とは神かん崎ざきに断り、彼女が入院している病院へと向かうことにした。スナオには一いち香かを神崎に任せて先に帰るように言っておく。

「何なら車で送ろうか？」

「いや、いい。それよりひとつ、頼まれてくれ」

「人ひと遣づかいが荒いなー」

「お互たがい様だ」

　玖流は去り際に神崎にもう一つ頼み事をして、玉響神社を去った。




　面会時間終了直前。玖流と美古都は再び雛形の病室を訪れた。

「あら、また来てくれたの？　悪いわね」

　雛ひな形がたは足を吊つって体を起こした状態で玖く流りゆうたちを迎えた。

「ちょっと聞きたいことがあって来たんだ」

「何？」

「君は玉たま響ゆら神社が人形供く養ようをしていることを知っていて俺おれに相談しにきたのか？」

「どうしたの、急に？」

「いいから答えてくれ」

「……ええ。知っていたわよ。だから何？」

　雛形は悪びれた様子もなく、そう答えた。

「玉響神社が人形供養をしているのは普通に公開されていることでしょう？　それをあたしが知っていたことが何か問題があるの？」

「なぜそれを知っていて、俺おれに人形供養のことなんて聞きにきたんだ？」

「知っていたからって相談に行くのがそんなにおかしいこと？　別の考えもあるかもしれないじゃない？」

　確かに玉響神社のことを知っているからといって、玖流に相談しないという理由にはならない。

「だが、わざわざ俺に聞く理由になるとは思えない」

　クラスの替わった玖流にわざわざ相談に来た理由がわからない。

「それはね……、こんなことを言うのは気が引けるけれど、人形供養は口実だったの。皐月さつきに玖流君と話をさせてあげたかった。あの子、玖流君とクラスが離はなれ離れになって落ち込んでいたから」

「そんなことのために」

「そんなことだなんてひどいこと言うのね」

　確かに今のは失言だったかもしれないが、玖流は玖流で相談に乗ったつもりが口実と言われてはそう言いたくもなる。

　だが自分でなければならない理由があったのであれば、クラスが替わった自分にわざわざ相談に来たことも理解できないわけではない。

「本当にそれだけか？」

　だが、腑ふに落ちない点もある。

「少し気になっていた。君は玉響神社が本当に人形供養をできるかどうか聞いていた。俺だけではなく、識しき読よみさんにもだ。今君の言った口実だけにしては内情を知りたがりすぎていないか？」

　雛形は黙だまる。何かを考えているというよりは黙もく秘ひしているようにも思える。

　あえて言うべきか悩んだが、踏ふみ込む。

「それは君の母親が人形供く養ようを依頼していたことに関係があるか？」

「どうして玖く流りゆう君がそんなことを知っているの？」

　それまで顔色一つ変えずに答えていた雛ひな形がたの顔に、驚おどろきの色が浮かんだ。

「玉たま響ゆら神社の人形供養の申し込みリストを見せてもらった」

「そういうのって、そんな簡単に見られるものなんだ。呆あきれた」

　確かに雛形からすれば、個人情報の漏ろう洩えいと思うだろう。

「……そうね。玖流君の言うとおりね。皐月さつきのために相談に行ったのは本当よ。でもあなたたちから玉響神社のことが出てきたとき、やっぱり無視できなかった。だから玖流君がどう思っているかを聞きたかったの」

　玖流は眉まゆをひそめ、

「それと識しき読よみさんにも、ね」

　美み古こ都とも同様に眉をひそめた。

「話をする前に教えて。あなたたちは何をしているの？」

「何を、とは？」

「玉響神社の人形供養の件を調べているのかって聞いているのよ。あるいは人形供養をせずに人形を捨てると、捨てた人形が恨うらみを晴らしに持ち主のところにやってくるというあの話。それを調べているの？

　──あの体験修行の天あま降おり姫ひめの神かみのときのように」

　またその話か、と玖流はうんざりした気分になった。

　だがここで違うと言えば、彼女は口を閉ざしてしまうのだろうか。

「……調べているといえば、そう言えなくもない。ある人物に頼まれて仕方なくな」

　警察官の神かん崎ざきに脅おどされて、半なかば強制的にとはさすがに言えない。

「やっぱり玖流君ってそういうのを信じるんだ」

「逆だよ。信じていないから、そんなことがただの噂うわさや迷信の類たぐいだという証あかしがほしいんだ」

「でも謎なぞ解ときはしているんでしょ？」

「そんな大層なものじゃない。そういうのは探たん偵ていの仕事だ。俺おれの性しようには合わないしな」

　そう。謎に自ら首を突つっ込み解決する探偵役になどなりたくはない。こんなことに関わらずに済むのなら、そうしていたい。

「識読さんはどうなの？　あなたもそうなの？」

　雛形が隣となりの美古都にもそれを問う。

「そうね。私も探偵なんて柄ではないけれど、神しん職しよくに身を置く人間として、人形供養のあの噂をただの噂として捨て置きたくないとは思っているわ」

　雛形はしばらく二人の話を吟ぎん味みした後、

「ちょっと来てくれる？」

　ベッドから降り、立てかけていた松葉杖づえをついて病室を出た。

　玖く流りゆうと美み古こ都とはその後に続いた。




　彼女は病院内を慣れた様子で進み、辿たどり着いたのはある病室だった。

　玖流の見み間ま違ちがいでなければ、そこは精神科病びよう棟とうだった。

　雛ひな形がたはノックもせずに、病室に入る。

　中には中年女性が一人、ベッドで体を起こして窓の外を見ていた。

　と、その女性は雛形が入ってきたことに気づくと、ドアのほうに向き直った。

「あら、春はる香か。どうしたの？」

　その呼び方と似た容姿で、彼女が雛形の母親と推察できた。

「そちらの子たちは？」

「同じ学校の子。玖流君に識しき読よみさん。お見舞いに来てくれたの」

「あらあら。こんな格好でごめんなさいね。娘むすめがいつもお世話になっています」

　彼女はベッドから降りて、深々と頭を下げた。その様子は精神科病棟にいるとは思わせないほどにしっかりとしていた。

「ほら、桃ももちゃん。お姉ねえちゃんがお友達を連れてきたわよ」

　と、彼女はベッドの隣となりに置かれていた赤ん坊ぼう用のベッドに声を掛けた。気がつかなかったが、ベッドの中で子供が寝かされていたようだ。

「ご挨あい拶さつしましょうね」

　彼女はベッドから慣れた手つきで赤あか子ごを抱だき上げ、玖流たちに向けてお辞じ儀ぎをさせた。

　可愛かわいいお子さんですね、と普段であれば玖流は口にしていただろう。だが、できなかった。可愛くなかったわけではない。そうであっても世せ辞じくらいは顔色一つ変えずに口にできる。

　それでもできなかったのは、彼女の腕うでの中にいたのは子供ではなかったからだ。

　彼女が抱き上げたのは、ただの人形だった。

　それが玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしのパソコンの画像で見た人形と同じものだとわかる。

「こんにちは」

　だが、彼女は玖流たちの様子に気づくこともなく、人形を玖流たちにお辞じ儀ぎさせる。

「ごめんなさいね。今日きようはちょっと機き嫌げんが悪いみたい。笑うともっと可愛いのよ」

「やめてよ。母かあさん」

　と、雛形が冷えた声で言った。

「二人とも困ってるでしょ」

「そうね。自分の子をもっと可愛いだなんて、親馬鹿でごめんなさい」

　雛形の母親は照れたように自分の親馬鹿ぶりを謝った。だが雛形が言いたいのはそういうことではなかったのだろう。

　雛ひな形がたはいきなり自分の母親に詰つめ寄ると、その腕うでから人形を取り上げ、ベッドに投げつけた。

「何てことをするの！」

　母親は悲鳴を上げて、ベッドの上に転がった人形に駆かけ寄って、抱だき上げる。

「怪け我がでもしたらどうするの！」

「怪我なんてするわけないでしょう！」

「先生！　先生ー！　早く来て！　早く！　うちの子が！　桃もも香かが！」

　彼女はナースコールを何度も押して、医師を呼んだ。

　しばらくして、看護師が駆かけつける。事情を説明する母親に応こたえ、看護師は慣れた様子で人形を診断し、心配しないでいいとなだめる。

「だいじょうぶ？　痛かったでしょう？　ひどいことするお姉ねえちゃんね。後できつくしかっておくからね」

　雛形の母親は人形を心配して、まるで人間の子供のように何度もさする。

　その母親の姿に耐え切れず、雛形は病室を飛び出していった。

　玖く流りゆうたちは少し遅れて病室を出て、その後を追う。

　しばらく行ったところで雛形は壁に頭を押し付けて何かに必死に耐えていた。

「……ごめんなさい。自分で連れて行っておいて、あんなの見せて」

「いや。ただ今のは……」

「あたしの母親よ。あの人は、あの人形を自分の子供だと思っているの。死んだあたしの妹よ」

　彼女が精神科病びよう棟とうにいる理由がそれでわかった。

「もうずっとあの調子なの」

「子供が亡くなってからか？」

「…………」

　雛形はゆっくりとかぶりを振った。

「玉たま響ゆら神社に人形供く養ようを依頼してからよ」

「！」

「妹が事故で死んで、母が妹の傍そばにずっと置いていた人形の供養に行ったの。棺ひつぎに入れてやれなかったからって。でも、玉響神社から帰った母は、供養に持って行った人形をそのまま持って帰ってきた。最初はね、思い出の人形を捨てられなかったんだろうって思ってた。でも母はその人形を妹の名前で呼んで、あの子として扱うようになった。見るに見かねて父がそれはただの人形だと教えても、母は認めなかった。取り上げようとしたら、さっきみたいに暴れるの。どうしようもなくなって、父が母を病院に入れたの」

　悲痛な表情で雛形は話してくれた。

「医者の診しん断だんは？」

「……あの人形のこと以外は正常だって。話もできるし、こっちの言っていることも理解できる。でも、人形を妹だということに関しては、決して譲ゆずらないの」

　確かに人形のこと以外に関しては、挨あい拶さつの仕方を見ても至って正常に見えた。もっとも精神を病んでしまった人間が全すべての面で異常を来すわけではない。あることに関してのみ偏かたよりがあるケースもあるだろう。

「玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしは何て言っていたんだ？」

　供く養ように行った後にそうなったのであれば、話くらいは聞きに行ったのだろう。

「玉響神社へ父と話を聞きに行ったときに、神主は母が供養を望まなかったって言っていたわ。神主は母と色々と話をしたみたい。妹のことも全すべて知っていたから」

　美み古こ都との言っていた、申込者の心のケアというやつだろう。単に申し込みを受けた人形を供養するだけではないというのは本当のようだ。

　神主は人形供養の申し込みは受付に任せていると言っていたが、雛ひな形がたの母親のケースは受付の人間に任せられるようなものではなかったのだろう。

「母のことは正直もう諦あきらめていた。でもそんなとき、体験修行での天あま降おり神社の話を聞いたの」

　学校での噂うわさは誰の耳に入っていてもおかしくはない。

「あたしはとても常識では説明がつかないようなことが起きたんだって思った。だってそうでしょう？　六人もの生徒が死ぬなんて普通に考えてありえない」

　確かにそういう噂うわさもあったのは事実だ。日が経たつにつれて下火になってはいたのだが、そうではない人間もいたようだ。

「最初は皆口をつぐんでいたけれど、日が経って話をしてくれるようになった。あそこで起きたことを縁えん結むすびの呪のろいだって言う人もいた。特に御厨みくりや君は色々と話してくれた」

　御厨は雛形のクラスメイトだ。自分が失態を犯した部分までかはわからないが、彼の性格上、話を聞き出すことは容易だろう。

「母の件とは違うかもしれないけれど、もしかしたら何かそういうことが起きているのかもしれないって思った。玉響神社の神主が人形をちゃんと供養しなかったから、あの人形が母の下に帰ってきて、それで母は人形を妹と思い込んでしまったんじゃないかって」

　普通はそんなことは考えない。

　あの天降神社での事件は、こんなところにまで影響を及ぼしている。

「そのとき、ちょうど皐月さつきの人形が壊こわれたって聞いたから、二人に人形供養のことを聞きにいったの。もしかしたらあの神社は信用できないとか、そういう話を聞けるんじゃないかって」

　だが、玖く流りゆうはともかく美古都の答えは、玉響神社での人形供養を勧すすめるものだった。

「もちろん自分でも人形を捨ててみたけれど、何も起きなかった。やっぱりこういうのって念みたいなものが籠こもってないと意味がないでしょう？　正直あたしは人形に思い入れなんてないから。でも皐月は本当にあの人形を大切にしていたの。だから、あの子なら適任だと思った。それで……」

「仕向けたのか？」

「……ええ。玖く流りゆう君のこの前の推理、あのとおりよ。さすがね。顔に出ないようにするの大変だったのよ」

　以前に指し摘てきしたときは、雛ひな形がたがそれをしたようにはまったく見えなかったのだが、うまくとぼけられたということか。すでに心の準備ができていたのなら、それも可能かもしれない。

「でも、雛形さん。あなたは自分で人形供く養ようの申し込みをしたのでしょう？」

　今度は美み古こ都とが疑問を伝える。確かに、雛形は皐月さつきの捨てた人形を拾って代わりに供養を申し込んだと言っていた。

「皐月が人形供養をせずに捨てるって言ったときに、一度は諦あきらめたの。でも母のこともあって気になってしまったから、あたしが代わりに人形供養を申し込んだ。でも、やっぱり諦め切れなかった。だから一度玉たま響ゆら神社に預けた人形を盗ぬすみ出して、あの子の家に持っていったのよ。まるで人形が帰ってきたと見せるために、少し細さい工くをした。あの子の家は周りから離はなれているから、石を投げて窓にぶつけたり、長い棒ぼうで揺ゆらしたりするのはそれほど難しくはなかった」

「…………」

　皐月の人形を、皐月のものだと理解して手に入れることのできた人間は、玉響神社の人間を除のぞけば雛形しかいない。それならば、やはり皐月に人形が帰ってきたように見せられたのは、雛形しかいない。

　今の話を聞けば動機もある。他ほかに動機のある人間はいない。

「でもあの子は人形供養をするより先に恐きよう怖ふで心を病んでしまった。人形供養の申し込みをさせて、供養をしたのに人形が帰ってくる。そうなるかを確かめたかったのに、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところね」

　雛形は歯は嚙がみした。哀かなしそうにというより、悔くやしそうに見えた。

　それは、人形供養をさせられなかったことを意味しているのか、それとも自身のした行いについてなのかは、読み取れなかった。

「結局、母のことも皐月のことも何も不可思議なことはなかった。母は妹の死で心を病んで、皐月は人形が帰ってきたと錯さつ覚かくして恐怖のあまり心を病んだ。ただそれだけ」

　渇かわいた笑みを漏もらし、雛形はそう結論を述べた。

「でも、神主様のことは？」

　美古都が、玖流に問いかける。確かに今の話では神主の件までは説明付けられない。

「それって、玉響神社の神主が死んだこと？」

「なぜそれを？」

　まだ神主の死は公表されていないはずだ。火事のことは知っていても、神主の死を知っているはずがない。

「それはあたしの台詞せりふだわ。あなたたちすごいわね。何でも知ってるのね」

「俺おれは第一発見者だから、状況を見ている。知っていてもおかしくはない。だが君がなぜ知っている？」

「あたしが殺したからに決まっているじゃない」

「！」

「何だ。そこまで考えていなかったのね。失言だったわ。でももういいわ。どうでも」

　雛ひな形がたは投げやりな口く調ちようで言う。

「どうして神かん主ぬしを殺したんだ？」

「許せなかったのよ。母のこともそうだけれど、皐月さつきの件だってそう。だってそうでしょう？　あいつがちゃんと人形供く養ようをして母の未み練れんを断ち切ってくれれば、母はあんなふうにならなかった！　そうすればあたしだって皐月にあんな真ま似ねはしなくてすんだ！　あいつが情じように負けて人形を母に返すから、こんなことになったのよ！」

　逆さか恨うらみも甚はなはだだしい。もっとも雛形自身もそれはわかっているのだろう。それでも許せないことがある。

「そこまで聞ければ十分かな」

　と、いつからいたのか、そこに神かん崎ざきが割って入ってきた。おそらく聞き耳を立てていたのだろう。

「雛形春はる香かさん。ちょっと署しよまでご同行願えるかな？」

　雛形はわけがわからない様子で玖く流りゆうたちを見た。

「彼はこう見えても刑けい事じだ」

「こう見えて、はひどいな」

　苦笑しつつ、神崎は雛形の前に立った。

「玉たま響ゆら神社の人形蔵ぐらにあった小さな足あし跡あとのような穴。それが何かわかったよ」

　玖流が昨晩気づいていたことは、神崎も当然気づいていた。

　そして玖流はそれが何か、ここで気づく。

「……松まつ葉ば杖づえの跡あと、ですか？」

「ご名答」

　人形の足跡のように示し唆さした神崎は、簡単すぎたかと言わんばかりに肩かたをすくめ、雛形に向き直った。

「玉響神社の神主が殺されたあの日の晩、神社付近で君らしき人物を見たという証言が得られた。今の話を聞いたところ動機もある」

　神崎は、神主が殺された日に自分たち以外に不ふ審しん人物は見られなかったと言っていたが、あれは玖流を動かすための方ほう便べんだったようだ。もっとも驚おどろくにも値しないが。

「そっか。玖流君は警察に知り合いがいるんだね。だから何でも知っているわけだ？」

「残念ながら警察官も何でもは知らないんでね。ぜひ詳くわしいことを署しよで教えて欲しいな」

　神かん崎ざきは雛ひな形がたの腕うでを摑つかんで立たせ、同行した警官が彼女を連れて行く。

「待て」

　玖く流りゆうは後に続こうとする神崎を引き止める。

「本当に一連の件が彼女一人の仕し業わざだと？」

「そうだねぇ。腑ふに落ちない点はもちろんあるけれど、状況証しよう拠こに動機に自白もあるからね。警察としては無視するわけにもいかないだろ？　ああ、神かん主ぬしの娘むすめの件も証言が取れたよ。玉たま響ゆら神社の神主には内ない縁えんの妻つまがいて、その間に娘をもうけていることがわかった。その女性がつい一年半程ほど前に事故死してね。婚こん姻いん関係はないが、子供を引き取ったようだよ」

　不ふ審しん人物とされていた一いち香かの素す性じようもこれではっきりした。

「趣しゆ味みで動くには限界がある」

　神崎自身、この結末に納得がいっているわけではないようだ。だが神崎が自由に動くための理由、そして玖流を動かすための理由が失われたのは事実のようだ。

「随ずい分ぶんと面白みのない結末になってしまったね」

「どういった結末だったら面白かったんですか？」

「言わなくてもわかっているくせに」

　神崎は皮肉げな笑みを浮かべ、去り際に玖流に告げる。

「もっとも君が自ら動くのを止める気はないよ」

　君だって納得しているわけではないだろうと、薄うすい笑みを形作った目で、神崎はそう物語っていた。

　と、がたんと、何かが落ちる音が聞こえた。

　振り返ると、そこには雛形の母親が立っていた。その足元には落とされた人形が横たわっていた。

　そのがらんどうの硝子ガラス玉だまの目が、玖流を映していた。




　玉響神社へ人形供く養ようを申し込んだ雛形の母親は正気を失い、人形を娘と思うようになってしまった。

　その事実に苦しみつつも、時が経たち受け入れざるを得なかった雛形の耳に、天あま降おり神社での縁えん結むすびの呪のろいの噂うわさが流れ込んできた。

　そして彼女は照らし合わせた。

　人形を供養せずに捨てたら、恨うらみを晴らしに人形が持ち主の下に帰ってくる──

　誰しもが一度は聞いたことのある人形に纏まつわる言い伝え。

　天あま降おり神社の話を聞いた雛形にとっては、それがただの言い伝えに思えなくなっていた。

　ちょうどその折、友人の皐月さつきが大切にしていた人形が壊こわれてしまった。

　雛ひな形がたはそれを口実に、天あま降おり神社の一件でオカルトに精通しているといった噂うわさが流れるようになった玖く流りゆうや、家が神社の美み古こ都とから玉たま響ゆら神社の話を聞き出した。玉響神社が正しく人形供く養ようをする神社なのか、二人なら知っているのではないか。

　しかしながら、二人の口からは玉響神社の悪い噂は聞けなかった。

　だが、一度生まれた疑念はそれだけでは晴れてくれなかった。

　雛形は皐月さつきに人形供養をさせることで、自分の疑念が真実かどうか、試そうとした。

　皐月が捨てた人形を一度は人形供養に申し込むも、人形蔵ぐらから盗ぬすみ出して彼女の家に置き、さも人形が帰ってきたかのように見せた。

　皐月はそれを見て、人形供養するように心変わりをする。そう思った雛形だったが、皐月はノイローゼになるほどに追い込まれてしまった。

　結局、皐月は事故死してしまい、雛形の実験も頓とん挫ざする。

　雛形は母親の件、そして皐月の件で玉響神社の神かん主ぬしへ逆さか恨うらみをし、ついには自らの手でその恨みを晴らした。

　つまり、人形は持ち主の下に帰ってきたわけでもなければ、人形が神主を殺したわけでもない。

　それはただの人の所しよ業ぎよう。

　それが事の顚てん末まつ。

　人形が持ち主の下に戻もどってきたり、人形が人を殺したなどというよりは、彼女の自じ白はくのほうが信しん憑ぴよう性が高いことは言うまでもない。

　だが──

「雛形さんの話。確かに辻つじ褄つまは合っているけれど、それだけよね」

　当たり前のように隣となりにいる美古都が呟つぶやく。玖く流りゆうとて、それは同意だった。

「腑ふに落ちない点はいくつかある」

　雛形は皐月の友人だ。実験的な意味合いとはいえ、皐月を追い込んでしまったことがわかっていたのなら、なぜ本当のことを話さなかったのか。話していれば皐月があそこまで追い込まれることはなかったはずだ。単に自分のしでかしたことを、話すことができなかっただけなのだろうか。

　またいくら恨うらんでいたとしても、雛形が神主の殺害に及ぶだろうか。殺したいと思うことと、実際に行動に及ぶことは天と地ほどの差がある。

　それに一いつ介かいの女子高生である雛形に、神主は易やす々やすと殺されるだろうか。彼女は足を怪け我がしているというのにだ。

　さらに、神主の遺い体たいを見る限り、滅めつ多た刺ざしにされていた。返り血を浴びていてもおかしくはない。誰にも気づかれずに、雛形は病院に戻れたのだろうか。

「それに彼女の自白にも不可解な点はあるわね」

　美み古こ都とも持論を展開する。

「皐月さつきさんが捨てた人形を供く養ように申し込んだ後に、諦あきらめきれずに盗ぬすみ出したと言っていたけれど、皐月さんが人形が帰ってきたと思ったのはその日の夜か次の日くらいよね？　雛ひな形がたさんが心変わりをするには少し時間が短すぎると思わない？　それに盗み出したと言ったけれど、あの人形蔵ぐらは厳重に施せ錠じようされていた。簡単に盗み出せるものじゃないわ。大体、自分で供養を申し込んだのなら、返してもらうこともできたはず。わざわざ危険を冒おかしてまで盗む理由がない」

　美古都の言うとおり、雛形の話は辻つじ褄つまは合っているが、効率的ではない。

　元々あった話に自分をはめ込んだような印象を受ける。

「それに彼女の動機」

「母親の件か？」

「ええ。彼女は自ら母親の下へ私たちを連れて行った。それも苦しい思いをしてまでね」

「ああ。まるで自分には神かん主ぬしを殺す動機があると、俺おれたちに見せ付けているかのようだった」

「あれは隠かくすこともできたはずだわ」

「それに、最初のときお前はどう思った？」

「最初のときと言うと？」

「だから雛形が入院して俺たちが話を聞きに行ったときのことだ」

「え？　いつのことかしら？」

「だから……」

　玖く流りゆうは意図を汲くみ取り、

「俺が皐月を追い詰つめた犯人が雛形だと確認に行って読み違えたときだ」

「ああ。あのときのことね」

　美古都はやっと思い出したように、手を打った。

「冗じよう談だんよ」

　言わせておいて、冗談も何もないが話を進める。

「結局は玖流君の読みが当たっていたことになるわね？」

「本音のところではそう思っていないだろう？」

「ええ。あのときの彼女は本当に心外といった様子だったわ」

「確かに自分が犯人扱いされることはもちろん、第三者が皐月を追い詰つめるためにやっていたという考えすら頭にはなかった、と俺には見えた」

「ええ。私もよ。今からすればあれは演技だったということになるのだけれど」

「本当にあれが演技だったと思うか？」

「だとしたら、彼女は名女優になれると思うわ」

　だが──

「雛ひな形がたが自分を犯人にする理由がない」

　そう。それが問題だった。

　もし雛形の言ったことが噓うそだとした場合、彼女自身が自分のしたことだと言い張る理由がない。

　そこで玖く流りゆうは行き詰づまってしまうのだ。

「彼女が自身を犯人にする理由として考えられるのは？」

「少なくとも皐月さつきに人形供く養ように関わるきっかけを作ったのは雛形だ。そのことに対する自責の念で罪を全すべてかぶろうとした」

「それは神かん主ぬし様の件とか、他ほかに罪を償つぐなうべき人間の罪も彼女がかぶっていることとなるわ。その動機は矛む盾じゆんしていないかしら」

「それがもう一つの理由だ。つまり皐月を追い詰め、神主を殺害した真犯人をかばっている」

「例えば？」

「母親だ」

　人形の件以外は、彼女は正常と言われている。不可能なことではない。

「だが……」

「皐月さんの件と関係があるとは思えない」

「そうだな」

　皐月と神主様の件を結び付けない場合、皐月の件は自責の念、神主の件は母親をかばっているため、と言えなくもない。

「だが、それはそれで矛む盾じゆんがある」

「お母かあ様に神主様を殺す理由がないわね」

　雛形の話からすれば、人形を供養せずに返してくれた神主に彼女が恨うらみを抱いだく理由がない。そもそも人形を娘むすめと思い込んでいるのであれば、死んだ娘の人形を供養するために会った神主のことは、忘れてしまっているかもしれない。

「他ほかに考えられることは？」

「…………」

　あったとしても何の根こん拠きよもないものばかりだ。

　ただ、これで人形供養の一連の騒そう動どうが終われば、雛形の話が事実であることが証明される。

　だがもしもそうでない場合は──

　この後、何が起きるのだろうか。







　第四章　一香







　ねぇ、知っている？

　壊こわれた人形を供く養ようせずに捨てると、捨てたはずの人形が持ち主のところに戻もどってくるんだって──

　もしも人形が戻ってきたとしても、決して誰にも言ったりしてはいけないよ。

　それは人形と自分だけの秘密にしなければいけない。

　それからね。戻ってきた人形を、懐なつかしさや情じように負けて家に入れたらダメだよ。

　だって、その人形は恨うらみを晴らすために戻ってきたんだから──

　ただね。恨みを晴らせなかった人形は他ほかの人で恨みを晴らそうとするんだよ。

　人形供養をする神社の神かん主ぬし様が、恨みを晴らせなかった人形たちに殺されたんだって。

　それでもいいなら、ずっと家の中に隠かくれているといいよ。

　なーんてね。

　捨てた人形が帰ってきて恨みを晴らすなんてそんなことがあるはずないじゃない。

　そんなもの迷めい信しんだよ。

　……たぶん、ね。




　　　　◆




　ふと目を覚ます。

　真ま木きは時計を見ると、夜中の一時だった。

　目覚まし時計が鳴ったような気がしたが、こんな時間にセットはしていない。携帯電話を見てみるが、着信はない。

　ベッドに入ったのが十二時前だったから、まだ一時間程度しか眠ねむっていなかった。

　妙みような時間に目を覚ましてしまったと、真木は嘆たん息そくした。

　もう一度眠ねむり直そうとしたが、程ほどよい仮眠を取った後のように、頭がすっきりして目が冴さえてしまった。

　夜の静せい寂じやくに、時計の針の音がしんとした部屋に響ひびく。

　時計の音って結構うるさいんだなと、真木はのんびりと考える。

　眠りにつくのは早いほうなので、ベッドの中でこんなふうにぼーっとするようなことは滅めつ多たになかった。

　特にすることもなく、布ふ団とんの中にいると、色々と考えてしまう。

　今日きようのこと。明日あしたのこと。そして──

　真ま木きはタンスの中の人形のことを考えていた。

　捨てることもできず、玉たま響ゆら神社へ持っていこうとした。

　だが、放課後に寄った玉響神社は昨日きのうの火か災さいのせいで、運営を行っていなかった。当然人形供く養ようの受付もしていなかった。

　結局、そのまま持って帰ることになり、人形はまたタンスの中にしまわれた。

　我ながら馬鹿げていると思った。捨ててしまえばいいと思った。だが、気になるものは気になってしまう。

　例の噂うわさのこと。

　あの玖く流りゆうが口では噂は噂と言っていたが、少し意識をしていたこと。

　そして、皐月さつきのこと。

　あるいは考えるなというほうが無理なのかもしれない。

　何気なく、真木はタンスのほうを見た。

「！」

　と、タンスがわずかに開いていることに気づく。

　暗くて見み間ま違ちがえたかと目を凝こらす。だが、やはりタンスはわずかに開いていた。

　人形をしまったときに、ちゃんと閉めたはずだ。

　今日きようも玄げん関かんに置いておくとわけにもいかなかったから、きちんと閉めて確認した。

　立て付けの問題で勝手に開いてしまったのか。

　だが、今までそんなことはなかった。

　じっと見ているタンスの隙すき間まから、今にも何かが出てきそうな気がして、気味が悪くなる。

　真木はベッドから出て、タンスを確認に行った。

　電気のスイッチはタンスの横だ。

　電気をつけるには必然的にタンスのほうに行かなければならない。タンスを調べるには電気をつけなければならない。

　真木は忍しのび足のような足取りで、タンスのほうに近づいていった。

　タンスの隙間を食い入るように見ながら、近づいていく。

　と、隙間の下のほうから何かが飛び出ているのに気づいた。

「っ」

　小さく悲鳴を漏もらし、足を止める。

　その飛び出ている何かをじっと見つめる。

　それは両手に載る程度の小さな塊かたまりだった。見ようによっては頭にも見える。まるで人形の頭のように……。

　だが暗くら闇やみの中、次第に目の焦しよう点てんが合い、それが何かわかる。

　それはタンスの中の棚たなに置いていたダイエット用品のボールだった。二にの腕うでの引き締しめ用に購こう入にゆうしたが、結局ろくに使わずにタンスの肥こやしになっていた。

　そういうことかと、真ま木きは小さく息を漏もらした。

　元々奥にしまっていたのだが、人形を奥に入れたことで、ボールは必然的に手前に置くことになった。

　おそらくそれが転がって、落ちてしまったのだろう。タンスの戸が開いたのも、そこそこ重量があるボールが内側から押したのだ。

「驚おどろかさないでよ」

　真木は苦笑しつつ、タンスの前を通って電気を点つけた。

　戻もどってタンスを開けると、やはりダイエット用のボールが転がり出てきた。

「はた迷めい惑わくね」

　ボールを拾い上げ、洋服ダンスの棚部分にボールを置いて、ぽんと叩たたく。

　ぽすっと音がして、手の当たった部分がへこんだ。

「…………」

　ボールの中は砂のようなものが詰つまっていて、外側はスポンジのような材質で非常にやわらかい。ボールといっても球体のそれとは違う。

　それがなぜタンスから出てきたのだろうか。

　真木はぶんぶんとかぶりを振る。

　手前に置いたことで、元々落ちそうだったのだ。だから重心がゆっくりゆっくりとずれていって落ちたのだ。

　そう思ったが、やはり視線は自然と奥に向けられる。

　洋服を搔かき分け、同じく棚たなの部分の奥にしまったはずの紙袋を覗のぞき込む。

　あった。

　確かに奥に紙袋があった。

　おかしなところはない。あるはずがない。

　真木は自分に向けて笑って、紙袋をもう一度奥へと押し込んだ。




　くしゃ。




　紙袋は、音を立てて潰つぶれてしまった。

　そんなはずはない。

　中には人形が入っているのだ。

　紙袋が潰れるはずがない。

「き、きっとお母かあさんね」

　この前捨てようとしていたのを、見抜かれていたのだ。

　そんなはずはない。

　見つかってごまかしたのを、見抜かれていたのだ。

　そんなはずはない。

　だから捨ててくれたのだ。

　そんなはずはない。

　そうであってほしいという思いと、まさかという思いが交こう互ごに浮かんでは消えていく。

「お、お母さん……」

　母を呼ぶ声が、弱々しく口から漏もれる。

　何を怖おそれているのか。

　きっと母は笑いながら、得意げな顔でわかっていたのよと言うのだ。

　タンスの戸を閉めて部屋を出ようとし、真ま木きはその手を止めた。

　タンスの戸の内側についている鏡に映る、自分の蒼そう白はくな顔が見える。

　その鏡に映った自分の後ろに。

　──人形がいるのが見えた。




　雛ひな形がたの任意同行の日から三日が過ぎていた。

　それ以降、特別変わったことが起きたという話も聞かない。神かん崎ざきからも特に連れん絡らくはない。

　だが、なぜだろうか。どこか落ち着かない。

　結果的に見れば、神も関わらず全すべては人間の所しよ業ぎようだった。

　玖く流りゆうからすれば、納得のできる結末のはずだ。だが、納得できていない自分がいることを否定できない。

「こんなところでどうしたんだい？」

　と、一人思案に耽ふけっていた玖流に声を掛けてきたのは、御厨みくりやだった。一人になりたくて立入禁止の屋上の踊おどり場に来ていた玖流だったが、邪じや魔まが入った。

「別に」

　玖流はそっけなく応対する。暗に去れと命じているのだが、御厨は立ち去ろうとしない。

「何か用か？」

「雛形さんが警察に捕つかまったというのは本当かい？」

　雛形が警察に任意同行された件は公おおやけにはなっていない。普通であれば、単に足の怪け我がで入院中と思っているはずだった。

　病院でのことを誰かが見ていたか、あるいは学校には伝えられていて、そこから漏もれたのか。

「いいや。捕まったというのは間違っている。あくまで任意同行だ」

　とぼけることもできたが、それも億おつ劫くうだった。

「皐月さつきさんの件で疑われているということなんだろう？　話を聞くだけなら警察に連れて行かれるのはおかしい」

「疑わしきは罰ばつせずだ。犯人扱いはよすんだな」

　雛ひな形がたが自ら罪を認めていることは、あえて言わなかった。

「どういうことだい？　皐月さんのことは人形の仕し業わざじゃなかったのかい？」

「誰もそんなことは言っていない」

「でも……」

「あくまでも人形供く養ようの噂うわさと彼女の死が重なっただけだ。怪かい談だんやオカルトを真まに受けると恥はじをかくだけだぞ」

「恥ならもうかいたよ」

　御厨みくりやの自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みが漏もれ聞こえる。

「あのときは頑かたくなに人間の……君たちの仕業だと考えて、間違った推理をした」

　御厨なりに事件解決に向けて努力をしていたのは知っている。もっとも事件解決よりも自尊心のほうにかなりのウェイトが置かれていたようだが。

「天あま降おり神社の件をお前がどう解かい釈しやくしているかは知らないし興味もないが、自分で説明できないことを全すべてそういうもののせいにするのはよすんだな」

「玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしの噂うわさ、知っているかい？」

　玖く流りゆうはその言葉に、眉まゆ根ねを寄せる。

「表向きは人形供く養ようを生なり業わいとした神社の神主だけれど、実はきな臭くさい話があるんだ」

　もったいつけるように、御厨は繰くり返す。

「…………」

「玉響神社には特別な人形供養というのがあるらしいよ」

「特別？」

「知らなかったみたいだね？　無理もないよ。僕ぼくだって調べるのに苦労したんだからね」

　皐月さつきの通つ夜やの席で、自ら調べると言っていたあの言葉は噓うそではなかったようだ。

「神主が死んだあの日。実は、それが執とり行われる予定だったらしいよ。参加しようとした人から直接聞いたんだから間違いない」

「……何が、行われていた？」

　食いついた玖流に、御厨は満足したような笑みを浮かべる。

「予定、って言っただろ？　残念ながら、その特別な人形供養は中止になって、詳くわしいことは本人にもわからなかったんだ。ただ人形供養を申し込んだときに、特別な人形供養があると言われて、指定した日時にもう一度人形を持ってくるように言われたらしい。どう思う？」

「……さあな。高額な金を支し払はらうと、一体ずつ丁てい寧ねいに人形供養でもしてくれるんだろう？」

「本人も聞いたらしいけど、金額の追加請せい求きゆうはなかったそうだよ」

「それなら、単にその人の人形への思い入れの度合いに感かん銘めいでもしたんだろう？　あの神かん主ぬしは形式めいた人形供く養ように対する憂うれいが強かったからな」

「君は何を隠かくしているんだい？」

　玖く流りゆうはすっと冷めた目になる。

「今の僕ぼくの話を聞いたとき、君は何かを思いついたような顔をした。いったい何を思いついたんだい？」

　神かみ降おろしの儀ぎ式しき。

　確かにあのとき、玖流の脳のう裏りにその単語が浮かび上がった。

「君は……いや、君たちは僕たちの知らないことを知っているように思える。いったい何を隠しているんだい？」

　玖流はしばらく無言でいた。

　御厨みくりやも何も言わずに、玖流の言葉を待つ。

　その静せい寂じやくを破るように玖流は嘆たん息そくし、

「俺おれが隠していることはな」

「…………」

「クラスが同じだったよしみで話してやっているが、お前みたいな奴やつが一番嫌きらいで関わりたくないと思っていることだよ」

　御厨はその暴言に怯ひるんだ様子を見せたが、

「こ、光栄だね。何にも興味を持たなそうな君に、こうまではっきりと嫌きらわれることができるなんてね」

「お前はもう少し賢かしこい奴やつだと思っていたよ」

　常識では説明できないことであっても、常識に照らし合わせて自分を納得させ、いずれは考えなくなる。

　それこそが賢い人間というものだ。

　御厨は典型的なそのタイプだと思っていたが、間違っていたようだ。

　玖流が関わりたくないというのは本心だ。

　痛くない腹を探られることは何でもないが、痛い腹を探られるのは面倒であった。

　玖流は壁から背中を離はなし、その場を去ろうとする。

「もう一つ教えてあげるよ」

　立ち止まろうともしない玖流に、御厨が言い放つ。

「相あい田ださんと飯いい倉くらさんが一昨日おとといから学校を休んでいる」

　それは、真ま木きと一いつ緒しよにいた二人の名で、皐月さつきと雛ひな形がたの件にも絡からんでいた。

「人形が来るってうなされているらしいよ」

「！」

　玖く流りゆうは振り返らなかった。明らかに険けわしさを増した自分の顔を、御厨みくりやに見せるわけにはいかなかった。

「人形供く養ようの件、終わってなんかいないんじゃないかな？」




　その日の放課後、玖流は一人、玉たま響ゆら神社に来ていた。

　御厨に乗せられたとわかっていても、学校で聞いたあの話を、無視するわけにはいかなかった。

　玉響神社の神かん主ぬしの行おうとしていた、特別な人形供養とはいったい何なのか。調べる必要がある。

　運営を自じ粛しゆくしている玉響神社は、参さん拝ぱいの人間もなく閑かん散さんとしていた。

　神かん崎ざきから特権を与えられている玖流は、敷しき地ち内にはもちろんのこと建物にも入ることが許され、鍵かぎも渡されている。

　玖流は神主宅に入り、御厨の言った特別な人形供養の手がかりを探そうとした。

　御厨が情報を得た者は人形供養を申し込んだと言った。神主が死んだ日の直前に人形供養を申し込んだ人物が手がかりになるかもしれない。

「？」

　と、玖流の視界が何かを捉とらえた。窓の外で何かが動いたような気がしたのだ。

　玖流は静かに窓のほうへと向かい、壁に体を隠かくしたような体勢で、窓の外の様子を見る。

　だが、窓の外には誰もいない。

　誰かに見られているようにも思えたのだが、気のせいだろうか。

　物音。そして人影。

　やはり誰かがいるような気配がある。

　もしかしたら、外に誰かがいて、中の様子を窺うかがっているのだろうか。

　神崎に鍵を持たされているとはいえ、客観的に見てこの状況は不ふ審しん以外の何物でもない。もし親族が家の片付けに来たとしたら、通報されることは間違いないだろう。

　玖流は部屋を出て玄げん関かんに向かう。外の様子を窺いつつ、ドアを開けた。

「……何の用だ？」

　口にしたのは玖流のほうだ。

　ドアの前に立っていた人物は、神主の親族などではなく、事情をよく知る者であったのだから、問題ない。

「不法侵しん入にゆう者の様子を見に来ただけよ」

　ドアの前に笑って立っていたのは美み古こ都とだった。

「今来たところか？」

「どういうこと？」

「しばらく様子を窺うかがっていたか？」

「それはあの子の部屋で見られたら困るようなことをしていたということ？」

　玖く流りゆうは無言でドアを閉めた。

「ちょっとひどいわね」

「くだらないことを言うと締しめるぞ」

「今閉めたじゃない」

「鍵かぎをだ」

「昔の不良みたいなほうを言うのかと思って思わず期待してしまったわ」

「首に変えてもいいんだぞ」

「どうせならその胸で抱だきしめて」

「足で踏ふみしめてやる」

　ああ言えばこう言い合いながら、美み古こ都とは家の中に入ってきた。止める権利は玖流にはない。

「それで何をしていたの？」

「神かん主ぬしの親族を探していた。一いち香かを引き取ってもらおうと思ってな」

　玖流は口からでまかせを言う。

「無理だと思うわ。神主様のご両親はすでに他界されていて、ご親族とは疎そ遠えんらしいから。神主様の葬そう儀ぎに父と出席したときに聞いたの。聞いてくれればよかったのに」

「遠えん慮りよする」

「この程度のことをあなたへの借りにするほど狭きよう量りようではないわよ」

「貸しにはするんだろ？」

「あら、気づいた？」

　油断も隙すきもあったものではない。

「何ならうちから当たってみましょうか？」

「遠慮する」

「本当にこんなことを貸しにしたりなんてしないわよ」

「じゃあ、何が狙ねらいだ？」

「ひどいわね。困っている幼おさな馴な染じを助けてあげようというだけよ」

　穿うがった見方をしすぎかもしれないが、一香が自分の家を出ることに対して、美古都にメリットがあるとは思えなかった。

「父に聞いておいてあげるわ」

　親切な美古都に絶対何か裏があると懸け念ねんしつつ、その件は美古都に任せることにした。今の玖流にとってそれはさほど重要なことではない。

「それで何かわかった？」

「何のことだ？」

　改めてとぼけてみるが、時間の無む駄だのようだった。仕方なく、玖く流りゆうは御厨みくりやとの話を美み古こ都とに告げた。

「特別な人形供く養よう？」

　話を聞いた美古都は、眉まゆ根ねを寄せた。おそらくあのときの玖流と同じことを考えたのだろう。

「それが何かは俺おれに聞くなよ」

　雛ひな形がたの話が真実だとすれば、今回の人形供養の一連の騒そう動どうは全すべて彼女自身によるものだと話がつく。

　だが仮に雛形の話が虚きよ偽ぎである場合、やはり玉たま響ゆら神社の人形供養を切り離はなして考えることはできない。

　人形供養をしなければ、あるいは人形供養をしたからこそ、人形が持ち主の下に戻もどる。

　それに何の意味があるというのか。何の意図があるというのか。

「？」

　と、玖流は窓の外の向こうに見える拝はい殿でんの前で、中年女性が一人お参まいりをしていることに気づいた。

　年の頃なら三十半ば。背中が丸まっているのは年のせいではなく、子供をおぶっているからだろう。それほど寒くはないが、子供を思って背中を覆おおうくらい大きなストールを掛けていた。

　玖流は家を出て、拝殿に向かう。

「ちょっと……」

　美古都が慌あわててその後を追う。

　と、その女性が玖流に気がつき、軽く会え釈しやくをしてくる。

「あのお伺いしてもよろしいですか？」

「ええ。何でしょうか？」

　玖流の問いに、女性は丁てい寧ねいに答えてくれる。

「この玉響神社で火事があったのはご存知ですか？」

「はい。神かん主ぬし様がお亡くなりになったと聞きました」

「その日、神社にいらっしゃいませんでしたか？」

「え？」

　ともすれば犯人扱いとも取れそうな問いに、玖流は言葉を付け加える。

「実はその日、神主と会う約束をされた女性がいると聞きまして、もしかしたらそうなのかと」

「そうでしたか。ですが、人違いかと思います。私は神主様とお会いする約束はしていませんでしたから」

「そうですか」

　こんなときに参さん拝ぱいに来ていたため、御厨みりやくの言っていた特別な人形供く養ように参加しようとしていた人物の可能性を考えたが、違ったようだ。

「私からもお伺いしてもよろしいですか？」

　と、今度は女性のほうから玖く流りゆうに尋たずねてくる。

「はい。何か？」

「あなたは玉たま響ゆら神社の関係者の方ですか？」

　関係者ではないと答えようとしたが、玉響神社の建物から出てきたのだ。関係者ではない人間がどうしてと勘かんぐられても面倒だ。

「ええ。一応」

「もしよろしければ、神かん主ぬし様のお墓がどこか教えていただけませんか？」

「失礼ですが、神主とはどういったご関係でしょうか？」

「以前に一度人形を供く養ようしていただいたことがありまして」

　知り合いというよりは、彼女が神主に感謝の気持ちを持っていて、墓前に手を合わせたいということのようだ。

「それでしたら……」

　と、場所を知っているらしい美み古こ都とが、玖流に代わってその女性に神主の墓の場所を教えた。

「どうもありがとうございました」

　と、その女性は玖流と美古都に一礼すると、背中の子供を背負い直し、横を通り過ぎていった。

「っ！」

　玖流は思わず、声にならない声を上げた。

「？」

　女性が一度立ち止まる。

　と、玖流の視線が自分の背中に向けられていることを知ると顔色を変えた。女性は慌あわてて背中を覆おおうように羽は織おっていたストールを掛け直すと、足早にその場から離はなれようとする。

「あの……！」

　玖流が呼び止めるが、彼女はそれを無視して、そのまま走り去っていった。

「今のは……」

　話を聞こうと近づいたとき、玖流はずれたストールの隙すき間まから、彼女が背負っているそれを垣かい間ま見た。

　それ、としか表現できなかったのは、背中がすっぽりと隠かくれるようなストールの中が、はっきり見えたわけではなかったからだ。

　だがわずかな隙間から、その中が覗のぞいていた。

　何も知らなければ、そのまま気にせずに問いかけていただろう。

　だが、玖流の脳のう裏りには雛ひな形がたの母親の姿がフラッシュバックした。

　それがそのまま表情に出てしまった。

　彼女の背中にいたのは赤あか子ごだった。

　ただし見み間ま違ちがいでなければ、その赤子は人形であった。

「…………」

　人形供く養ようをする神社に、人形を持ってくること自体は何ら不思議なことではない。

　だが、彼女はその人形をまるで赤子のようにおぶっていた。

　雛ひな形がたの母親も含め、そのような人物が二人。

　まるで玉たま響ゆら姫ひめの神かみの逸いつ話わにある、彼女そのもののように。

　この符ふ号ごうは何なのだろうか。

　と、そこで玖く流りゆうの電話が鳴り、我に返る。

　相手は神かん崎ざきだった。番号を教えたことはなかったのだが、それを追及する気はなかった。あの男なら調べていても不思議はない。

「聴ちよう取しゆの結果が気になっているだろうと思ってね」

「シロでしたか？」

「刑けい事じみたいなこと言うね」

　シロ。警察の隠いん語ごで無実のことだ。

「それで？」

「グレー、かな」

　犯人であればクロ。つまりどちらとも言えないということか。そんな表現はないだろうが、神崎らしい表現だった。

「確かに動機はある。ただ神かん主ぬしを殺したときの話を追及するとどうも証言が曖あい昧まいでね」

　凶きよう器きを問えば、人形が持っていたものと同じ針のような刃は物ものと言う。どこで手に入れたかと問えば、人形蔵ぐらにあったと言う。

　神主を殺したとき返り血を浴びたはずだと問えば、雨あま合羽がつぱを着ていたからと答えた。凶器は持っていかなかったのに、雨合羽は用意していったのかと問えば、凶器は手に入れられると思ったと計画性があるのかないのかわからないことを言う。

　ではその雨合羽は今どこにあるのかと聞けば、病院に帰るときに捨てたと言う。だがその場所を問えば、よく覚えていないと言う。

「だからグレー」

　やはり雛形が神主を殺したと考えるのは難しいということか。だがやはり彼女が自分のしたことだと認める理由がわからない。

「それは結果ではなく、経過ですね。そんなことで電話してきたんですか？」

「手厳しいね」

「それだけじゃないんでしょう？」

「君が僕ぼくに確認を依頼していた例のことだよ」

　以前玖く流りゆうは神かん崎ざきに頼み事をしていた。玉たま響ゆら神社の人形供く養ようの申し込みリストにあった写真へのリンクだ。リンクのあった顧こ客きやくに何か共通項こうはあるのか。

「共通項は、あったよ」

「それは？」

「ところで、何かあったかい？」

「…………」

　交換条件ということか。

　餌えさをちらつかせておいてからとは人が悪い。もちろん重じゆう々じゆう承しよう知ちしていることだったが。

「特に何も」

　玖流は臆おく面めんもなく、そう答えた。特別な人形供く養ようのことも、今の女性のこともまだ話さなかった。

「そうかい？　じゃあ、もし何かあったら教えてくれよ」

　玖流の言葉を信じたかは疑わしいが、神崎はすぐに引いた。まだ警告なのだろう。いずれは手持ちのカードを全すべて場に出させられるときがくる。

「リンクの貼はられていた顧客の共通項とはね」

　神崎は先ほどの続きを始める。

「……皆、子供を亡くした母親だったよ」

　やはりあの符ふ号ごうは偶ぐう然ぜんの一致ではない。




　放課後。一足先に兄は帰っていった。用事があると言っていたが、いったい何をしに行ったのか。珍めずらしいこともあるものだ。

　自分と違い、クラスメイトと遊ぶこともない。そういうことが苦手なのか、意図的に遠ざけているのかはわからない。

　入院した元クラスメイトを心配して見舞いに行ったり、一いち香かを家に置いてあげたり──これは自分の頼みがなければ実現しなかったかもしれないが──など、決して友人付き合いができなかったり、面倒見が悪いとは思わないが、積極的ではないことは確かだった。

　今日きようの用事が、友達と遊びに行っているのであれば、喜ばしい。

　その相手が美み古こ都とであれば、それはそれで別の意味で喜ばしいことでもあった。

「兄にいさんはどう考えているのかな」

　玖流本人に聞かれたら、怒おこられること請うけ合いなことを考えながら、スナオは帰き途とについていた。

「あの……」

　と、声を掛けられ、スナオの意識は現実に引き戻もどされる。

「玖く流りゆう君の弟だよね？」

　声を掛けてきた女子生徒はそう言って、スナオに近づいてきた。

「うん。そうだよ。真ま木きさんだよね？」

　一度しか会っていないが、それが玖流の元クラスメイトであることは覚えていた。

「兄にいさんならもう帰ったよ」

「あ、うん。さっき聞いた」

　教室で知り合いから聞いたのだろう。それなのにこうして追ってきたということは、何か聞きたいことがあるのだろうと、スナオは言葉を待った。

「玖流君は何か用事？」

「どうかな？　何の用事かまでは知らないんだ」

　もしかしたら連れん絡らくを取りたいのかもしれない。

　勝手に連絡先を教えるなと言明されているので、教えるわけにはいかないが、仲ちゆう介かいくらいはできる。

「実はちょっと相談が……」




　ザッ。




　と、風が吹き、足元の草を揺ゆらす。

　それだけで、彼女はハッとした顔でそちらを向き、視線を鋭するどく走らせる。よく見れば、その目は血走っており、目の下には隈くまが刻まれている。

「あの……」

　スナオが声を掛けると、真木は再びハッとスナオのほうを向き、深々とため息をついた。ひどく疲れている様子だった。

「何かあったの？」

　スナオが心配そうに聞くと、真木は何かを言いかけて言い淀よどむ。

　自分には話したくないことなのだろうか。それとも……。

「人形のこと？」

　彼女が人形の話をしていたことを思い出し、何となく口を突ついた言葉は、図ず星ぼしだったようだ。

　何かを思い出したように、真木は顔面蒼そう白はくになった。




　雛ひな形がたの母と先ほどの女性で一致するのは、現時点では玉たま響ゆら神社で人形供く養ようをしたということ、人形をまるで子供のように扱っていることのみだ。

　逸いつ話わを考えれば、子を失った哀かなしみのあまり精神を病んだ母親たちが、玉響神社で我が子の人形を供養したと言えなくもない。

　逆に考えれば、玉たま響ゆら神社で人形供く養ようをした者が、精神を病み、人形を子供のように扱っていると取れなくもない。

　だが、そう結論付けるには、データが足りない。

　神かん崎ざきの話からわかったのは、顧こ客きやくのいくらか、あるいは申込者リストでリンクが貼はられていた全員が子を失った母親だったということだけだ。その全員が雛ひな形がたの母親や先ほどの女性のように人形を子供のように扱っているかまではわからない。

　玖く流りゆうは神かん主ぬしの家に入り、部屋にあったパソコンを起動する。そこには例の人形供養申し込みリストが保存されている。

　このリストの人物たちを当たっていくことで、何か糸口が摑つかめるかもしれない。

　玖流はリストのファイルを開くと同時に、近くにあった電話を引き寄せ、受話器を取る。

「何をするの？」

「少し静かにしていてくれ」

　玖流はリストにある番号に、電話を掛ける。まずはリンクの貼られていない申込者だ。

「はい」

　数回のコール音で相手が電話に出る。声からするに中年の女性だった。

「もしもし。私、玉響神社の者ですが」

「はい？」

　相手の応対に疑問符ふが上がる。

「ご存知かどうかわかりませんが、実は先日玉響神社の神かん主ぬしが事故で死去致しました」

「まあ！」

　電話の相手は驚おどろいた声を上げる。

「実は神主の遺い物ぶつを整理していたところ、貴女あなた様のお電話番号が記き載さいされた住所録のようなものが出てきまして、こうして電話をした次第です」

「まあ、そうでしたか」

「失礼を承しよう知ちでお伺いしますが、当神社の神主とはどういったご関係でしたでしょうか？」

「関係と言われましても……、人形供養をお願いしたことがあるくらいでしょうか」

「家族構成をお伺いしてもよろしいでしょうか？　お子様はいらっしゃいますか？」

「ええ。中学生の娘むすめが一人。それが何か？」

　返答に特に変わった様子はない。

「いえ。人形供養の申し込みで一番多いのがお子様の人形が壊こわれたケースですので」

「うちがお願いをしたのは、祖母の形かた見みの人形です。供養をお願いしたのも、それが壊れてしまったためで」

「そうでしたか。ではその後、神主から連れん絡らくがいったことがございましたか？」

「人形供養を終えた連絡として、お手紙を頂いたことがあるくらいです」

　それは全すべての申込者に対して行っているはずのものだ。

「それ以外に何かありましたか？」

「いいえ。それ以外は特には……」

「左さ様ようでございますか。ではこの住所録は、人形供く養ようの申込者リストだったのかもしれません。お手数をお掛けしました」

「いいえ。この度はお悔くやみを申し上げます」

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。では失礼します」

　玖く流りゆうは受話器を置く。

「どうだった？」

　美み古こ都とが反応を聞いてくる。

「特におかしな様子はなかった」

　突とつ然ぜん電話があったことに驚おどろいているくらいだった。子供のことを聞いたときも不思議には思っても、警けい戒かいはなかった。

　玖流は改めてリストを見やる。

　そして再び受話器を持ち上げ、電話を掛ける。

　今度は、リストに人形の写真へリンクが貼はられている申込者を選んだ。

「はい」

　数コール後に、相手が電話に出る。女性ではあったが、声が先ほどより少し若い。

「もしもし。私、玉たま響ゆら神社の者ですが」

「……はい。何か？」

　一いつ瞬しゆん間まが生まれた。

「ご存知かどうかわかりませんが、実は先日玉響神社の神かん主ぬしが事故で死去致しました」

「……ええ。新聞で見ました」

　神主の事件は、新聞に小さく載のったらしい。見落としてもおかしくないくらいに小さな記事だ。事実、先ほどの家はそれを知らなかった。

「実は神主の遺い物ぶつを整理していたところ、貴女あなた様のお電話番号が記き載さいされた住所録のようなものが出てきまして、こうして電話をした次第です」

「そう、ですか」

「失礼を承しよう知ちでお伺いしますが、当神社の神主とはどういったご関係でしたでしょうか？」

「一度、人形供養をお願いしたことがあります」

「家族構成をお伺いしてもよろしいでしょうか？　お子様はいらっしゃいますか？」

「……なぜそんなことを聞くんですか？」

　相手の声に明らかな警けい戒かい、あるいは不ふ審しん感が生まれる。

「いえ。人形供養の申し込みで一番多いのがお子様の人形が壊こわれたケースですので」

「……ええ。子供の人形をお願いしました。それだけです。もういいですか？」

「最後にもう一つ。その後、神かん主ぬしから連れん絡らくがいったことがございましたか？」

「特にありません。忙いそがしいので失礼します」

　女性は一方的に電話を切ってしまった。

「明らかに対応が違ったわね？」

「ああ」

　神主の死を知っていたかどうかという差はあれど、一件目の家とは明らかに応対が違った。

　この人形供く養ようの件については触ふれられたくはないといった様子だ。

　あるいは、警けい戒かいされていた。

　なぜ警戒されなければならないのか。それがわからない。

　少しやり方を変えてみるか。

　玖く流りゆうは再び受話器を取り、リストにリンクのある別の申込者に電話を掛ける。相手は再び中年女性のようだった。

「もしもし。私、玉たま響ゆら神社の者ですが」

「玉響神社の……？」

「ご存知かもしれませんが、実は先日玉響神社の神主が事故で死去致しました」

「そのようですね。お悔くやみを申し上げます」

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます」

「それで玉響神社の方がどういったご用件でしょうか？」

「実は神主の遺い物ぶつを整理していたところ、貴女あなた様のお電話番号が記き載さいされた住所録のようなものが出てきまして、こうして電話をした次第です」

「…………」

「失礼を承しよう知ちでお伺いしますが、当神社の神主とはどういったご関係でしたでしょうか？」

「人形供養をお願いしたことがあります」

「それだけですか？」

　玖流はあえてそう問いかける。

「ええ。それだけです」

「他ほかに何か？」

「他とは？」

　疑問に疑問で返される。何か探られているようでもある。

　先ほどのすぐに電話を切られた相手と違い、付け入る隙すきがある。

　少し切り込んでみるか、と玖流は意を決する。

「私の手元にあるリストは生前神主が大切にしていたもので、自分に何かあったときに後を頼まれました」

　噓うそを並べるが、心は痛まない。

「…………」

「これは例のリストだ、と私は思っています」

　含みのある言葉を上乗せする。

　相手がどう出るか？

「例の、とはどういうことですか？」

「おわかりになりませんか？」

「それだけでは何とも答えようがありませんもの」

　食いついてはこず、こちらの出方を窺うかがっている様子だ。

　もう少し餌えさが必要のようだ。

「……そうですか。もしご存知でしたらお伝えすべきことがあったのですが」

「…………」

「いえ、私の勘かん違ちがいだったようです。お時間を取らせて申し訳ありませんでした。では失礼しま……」

「ちょっと待って」

　餌に興味を示した。

「伝えることとは何のことですか？」

　だがまだだ。食いつきは甘あまい。

「いえ。例のリストをご存知ないのでしたら関係がないことです」

「ですから、例のというのが、わからないだけで、その……」

　迷いが生じている。もう少しだ。

「例のとは、その……人形供く養ようのことですの？」

「そうとも言えますし、そうでないとも言えます」

　それはどちらとも取れる。

　ただの人形供養のことだとも、あるいは特別な人形供養のことだとも。

「……それはあの夜の人形供養のことを言っているの？」

　完全に食いついた。

　この女性は御厨みくりやの言っていた特別な人形供養のことを知っている。だが、申し込みの日付を見る限り、神かん主ぬしの死んだ夜ではなく、もっと以前だ。

「やはりご存知のようですね」

「っ」

「ご安心ください。私は神主のしていたことを知っています。ただこのリストがそうなのかを確認したいのです」

　と、電話の向こうでため息を漏もらす音がした。それが示すのは安あん堵どだ。間違いない。彼女は玉たま響ゆら神社の秘密の一いつ端たんを知っている。

「回りくどい言い方をして申し訳ありません。もしも私の考えが違っていたらと念には念を入れさせてもらいました」

「いいえ。確かに軽々しく口にしていいものではないですから。もし最初からあの夜のことを聞かれていたら、私も知らぬふりをするところでした」

　どうやら事前に口止めをされていたようだった。だが今は共犯者心理で、相手の口は軽くなっている。

「それでお話というのは？」

「はい。神かん主ぬしの跡あとを私が継つぐことになりましたので、ご挨あい拶さつをと思いまして」

「まあ。そうなの？　神主様がお亡くなりになったと知って、どうなるのかと心配していたのよ」

　電話口から女性の喜びが伝わってくる。

　神主はいったい何をしていたのか。特別な人形供く養ようとは何なのか。

「ただ、何なに分ぶん神主の死が唐とう突とつでしたので、全すべて教わっていたわけではないのです。そこで折り入ってお願いしたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「ええ。私でよければ」

「手順、を教えてもらえませんか？　先ほど申し上げたとおり、神主の死が突とつ然ぜんだったもので、そういったことまでは聞いていないんです」

「人形供養の申し込み内容から、ご自分で判断されていると仰おつしやっていましたけれど……」

「判断基準について何か言っていましたか？」

「それはもちろん子供を亡くしたかどうかだと思いますけど……？」

「？」

　それは意外な言葉だった。

　なぜ彼女からその言葉が出てくるのか。

「あなたは、子供が亡くなられたことを認識されているのですか？」

「え？」

　彼女のほうこそ、玖く流りゆうの言葉の意味が図れないようだった。

「あなた本当にあの方の跡あとを継つがれるの？」

「それはもちろん……」

　ガシャン、と玖流の言葉を待たずに彼女は電話を切ってしまった。

　もう一度掛け直すが、その電話に相手が出ることはなかった。

　美み古こ都とが玖流に目で尋たずねてくるが、玖流も答えることはできなかった。

「どういうことだ？」

　玖流は自身に問いかけた。

　最後の最後で会話が嚙かみ合わなかった。

　玖く流りゆうは、神かん主ぬしが人形供く養ようを申し込んできた顧こ客きやくの中から、子供を亡くした親を対象に何かを行っていたと考えていた。

　その何かとは、人形を自分の亡くなった子供だと思い込ませること。

　だが、今の女性は「亡くなった子供」と言った。

　彼女自身、子供が亡くなったことを認識していることに他ほかならない。

　つまり、彼女は人形を自分の子供だと思っていないことになる。

　この矛む盾じゆんは何なのか。

　あるいは雛ひな形がたの母親が人形を自分の子供と思い込んでいたり、先ほどの女性が人形をまるで人間の子供のように扱っていることは、何ら関係がないのか。

　まだ情報が足りない。

　玖流は四度、顧こ客きやくリストの中の申込者に電話を掛ける。

「もしもし。私は玉たま響ゆら神社の者です。ご存知かどうかわかりませんが、実は先日玉響神社の神かん主ぬしが事故で死去致しまして、こうして連れん絡らくをした次第です」

「……ええ。先日友人から聞きました」

「私は生前の神主から全すべてを聞いています。その跡あとを継つごうという者です。ですのでご安心ください」

　玖流は先手を打って、こう尋たずねる。

「手て短みじかにお尋ねします。神主の死後、何かお変わりはありませんか？」

「え？」

「もう一度お尋ねします。何かお変わりはありませんか？」

「それは子供のことを仰おつしやっているの？」

「はい。そうです」

「ええ。特に変わったことは……。それとも何かあるんですか？」

　女性の声が陰かげる。不安が押し寄せてきたような声こわ音ねだった。

　と、女性は受話器を置いたらしく、ゴトッという音がして、バタバタとどこかに走っていく。

　玖流は受話器に耳を押し付け、音を拾う。

　奥の部屋に行き、何かを確認している様子だ。「だいじょうぶ？」と何度も声を掛けている。

　玖流の頭の中では、雛形の母が人形の赤あか子ごに声を掛けている姿と重なる。

　しばらくして、女性が戻もどってくる。

「やっぱり何もないようですけれど……」

「そうですか。すみません。私も確たるものがあって伺ったのではなく、あくまで念のためです」

　女性から安あん堵どの長い息が聞こえる。

　玖く流りゆうは一度会話で間を置き、狙ねらいの一言を告げる。

「失礼ですが、お子様がお亡くなりになってからどのくらい経たちましたでしょうか？」

「……もう半年になります」

　女性の声に陰かげが宿る。どれほどの失意と落らく胆たん、悲ひ哀あいがあったか。

　半年というわずかな時間の経過では、それが欠片かけらも薄うすらいでいないことが電話口から伝わってくる。

　そして、やはり彼女も自分の子が亡くなったとわかっている。

「あの、時間が何か影響するんですか？」

「いえ。そのようなことはありませんので、どうかご安心ください。ただ人形の手入れはしっかりなされたほうがいいですね」

「ええ。もちろんです」

　そして、人形であることもわかっている。

　これまでの電話でいくつかわかったことがある。

　この特別な人形供く養ようの申込者たちは自分の子が亡くなったことを知っている。

　その上で、人形を自分の子供と思うことができている。

　玖流は神かん主ぬしが申込者たちに人形を自分の子供と錯さつ覚かくさせているのかと思っていた。

　玉たま響ゆら姫ひめの神かみが自分の造った人形を亡くした自分の子供のように扱っていたという逸いつ話わや、雛ひな形がたの母親が人形を自分の娘むすめと思い込み精神病びよう棟とうに入院していたことからも、玉響姫神はそういった願いを叶かなえる力を有し、それを神主が利用しているのだと。

　だが、それは違った。

　彼女たちは全すべてを承しよう知ちの上なのだ。決して常じよう軌きを逸いつしているわけではない。

　だが、なぜ全てを承知の上で、人形を自分の子供だと思えるのか。

　それがわからない。

「そういえば、先ほどご友人から神主の死を聞いたと仰おつしやいましたね？」

「ええ。それが？」

「玉響神社の特別な人形供養のことも、その方から聞かれたのですか？」

「いえ。逆です。私が彼女に……あ、他た言ごん無む用ようと知ってはいたのですけれど、どうしても見るに見かねて。もちろん神主様には事前に了りよう承しようを得てのことですよ」

　女性が慌あわてて弁べん明めいする。

「そのときどのように説明されましたか？　やはりにわかに信じられることではないでしょう？　どのように信じてもらったのかと思いまして」

「確かに半はん信しん半はん疑ぎ……いえ。完全に疑われましたけど。親ですもの。わずかでも可能性があれば、すがってしまうものですわ」

「……そのご友人の方は人形供養の後、人形を自分の子供と思ってくれましたか？」

「ええ」

　玖く流りゆうはあえてこれを問う。

「なぜ人形を自分の子供だと思えるのですか？」

　電話口で声がしなくなる。

「もしもし？」

「……あなたがそれを仰おつしやるの？」

　ガチャンと電話が切れる。

　やはりダメだ。これを問うことはできない。

　神かん主ぬしとのつながりを餌えさに信用を得て情報を引き出そうとしても、自分の無知がその信用を瓦が解かいさせる。

　他ほかの申込者たちに問うてもいいが、結果は同じだろう。

　信用の瓦解と同時に、警けい戒かいと反発を生むことは目に見えている。

　八はつ方ぽう塞ふさがりを感じたそのとき、玖流の携帯電話が鳴った。

　連れん絡らくをしてきたのはスナオだった。




　スナオからの電話で呼び出された玖流と美み古こ都とは、指定された住所に向かった。

　そこでは、電話にあったとおり、元クラスメイトの真ま木きとスナオが一いつ緒しよにいた。スナオは真木が今にも倒れそうだったのを心配して、家に送ったのだった。

　そして一いち香かもそこにいた。帰りが遅くなることを心配して、スナオが呼んだのだろう。

「ごめんなさい。こんなところに呼び出して」

　真木が申し訳なさそうに頭を下げる。

「いや、それよりスナオが電話で言っていたことを詳くわしく聞かせてくれ」

　スナオの電話。それは彼女から聞いた夜に現れた人形の話だった。

「信じてくれるの？」

「とにかく話を聞いてからだ」

　真木は玖流たちを一階のリビングに招まねき、話し始めた。

「実はね……」

　壊こわれた人形が一体、家にあった。

　捨てようともしたが、例の噂うわさが気になって捨てることはできなかった。それならばと話に聞いた玉たま響ゆら神社へ人形供く養ようを申し込もうとしたが、今は運営がされていなかった。

　仕方なくその人形を持っていたのだが、昨晩物音がして目を覚まし、しまっていた人形がいなくなっていることに気づいた。

　そして……。

「その人形が……あたしの背後に……机の上にいたの」

　あったではなく、いたという辺り、人形が動いたと思っている様子だった。

「家の誰かが机の上に置いたんじゃないか？」

「違う、と思う」

　真ま木きはかぶりを振った。

「その人形は？」

「怖こわくて……窓の外から…………、投げたわ……」

　自分の口で言って、その言葉に怯おびえるように真木は震ふるえ出した。

　投げたといったが、それが捨てることを意味していると、誰より自分で思っている。

　思わず、投げ捨ててしまったのだろう。

　それは例の噂うわさと主しゆ旨しを同じくする。自ら首を絞しめたと言える。

「その人形は？」

　もう一度、玖く流りゆうは問う。

　真木はやはりかぶりを振った。

「朝になって庭を調べたけど、どこにも見つからなかった」

「…………」

「兄にいさん？」

　だが、玖流は今の話にわずかながら引っかかりを覚えた。

　一つは彼女の言う人形が勝手に動き、机の上にいたときはまだ彼女は人形を捨ててはいなかった。捨てたわけではないのなら、例の噂とは主旨が異なる。

　そしてもう一つ。

　人形供く養ように行ったが、実際には行われていない。

　人形供養が執とり行われていないのであれば、はっきり言ってそれはただの人形だ。

　捨ててもおらず、玉たま響ゆら神社も関わっていない人形がなぜ、と思わずにはいられない。

「その人形が動いたと思ったのはいつだ？」

「三日前の……夜」

　それは神かん主ぬしが殺され、雛ひな形がたが任意同行された日。

「それまでにおかしなことは？」

　真木はかぶりを振った。

「以前に、人形を捨てたことはあるか？」

　玖流の問いに、真木は押し黙だまる。

「……ない、と思う」

　何か含みのある言い方だった。言いたくないことなのかもしれないが、追及しないわけにもいかない。

「それなら、最近人形を壊こわしたことはあるか？」

「ないわ」

　これは違う。

「人形を誰かに貸したことは？」

「ないわ」

　これも違う。

「人形をなくしたことは？」

「ないわ」

　捨てたと認めたくないがゆえの、言い方の問題ではない。

　そうであれば、やはり捨ててもおらず、供く養ようもしていない人形ということになる。

　例の噂うわさが尾を引いているとはいえ、たった一度人形が思ったところになかっただけで、ここまで怯おびえるものだろうか。

　さっき家の誰かが置いたのではないかと聞いたとき、「違うと思う」と言った。

　違うとわかっているのであればまだしも、違うと思っている程度なら、誰かが置いたか、あるいは自分で置いていたのを忘れたと自分を納得させるはずだ。

　人形が自ら動いたなどということを信じるに足たる理由が、今の話からは見えなかった。

　なぜ彼女はそこまで人形が自ら動いたと信じられるのだろうか。

　皐月さつきの件が尾を引いているだけか。

　玖く流りゆうは今自分がした質問を自問する。

　真ま木きは人形を捨てたわけではない。供養をしたわけでもない。壊こわしたことも、貸したことも、なくしたこともない。

　そうであるならば……。

「その人形は誰かが捨てたものなのか？」

「…………」

　真木が押し黙だまった。

　一つわかった。この人形は元々真木のものではなかった。

　そして彼女は、元々の持ち主が、人形を捨てたことを知っている。

　だから、あの噂と照らし合わせてしまったのだろう。

　だが、やはりあの噂を考えれば、真木がここまで怖おそれる理由にはなりえないように思う。もしも怖れるとしたら、元の持ち主であるはずだ。

　では問題となるのは、その人形が誰のものかということか。

「その人形は誰のものだったんだ？」

「…………」

　真木は答えない。

　なぜ持ち主のことを言わないのか。なぜ黙る必要があるのか。

　単に元の持ち主が捨てただけであれば、言いよどむ必要はない。

　きっと何か言えない理由がある。

　自分の人形ではなく、誰かが捨てた人形であり、それが持ち主の下に戻もどってくると思い込めてしまう。

　その条件に合がつ致ちする人形と言えば……。

「それは皐月さつきの人形か？」

「！」

　真ま木きは体を大きく震ふるわせた。

「……それは、皐月が捨てた人形なんだな？」

　真木がうな垂だれる。それは的まとを射ていた。

　だが、なぜ皐月のものだと言わなかったのか。いや、それ以前になぜ真木が皐月の捨てたはずの人形を持っているのか。

　皐月の人形は、雛ひな形がたが玉たま響ゆら神社に人形供く養ようのために引き渡した。その後、雛形が盗ぬすみ出して皐月を追い込むために使った。

　その後どこかで拾ったのだろうか。だが、何のために？

「あ……」

　そこで一いち香かが声を上げる。

「どうかしたか？」

「あなた、神社に一度来ましたよね？」

　真木がそれまで目に入っていなかった一香を凝ぎよう視しする。その目が驚おどろきに見開かれていく。それは彼女が一香に覚えがある証明であった。巫み女この姿ではないため、気づけなかったのだろう。

「どういうことだ？」

「皐月さんという方が人形供養を申し込んでやめた後、雛形さんから人形供養の申し込みを受けました。その後、人形を蔵くらにしまった後に、この方が話しかけてこられたんです」

　そういえば、以前雛形が玉たま響ゆら神社に人形供養を申し込んだかを確認したとき何かを言いかけていた。おそらく他ほかにも同じ制服の生徒が来たと言いたかったのだろう。

　だがなぜ真木が、皐月たちが人形供養を申し込んだ日に玉響神社にいたのだろうか。

「他ほかにも二人の方がいらっしゃいました。確か人形供養についてお尋たずねされましたよね？」

「それは確かか？」

「はい」

「どういうことだ？」

　玖く流りゆうは真木に問いただす。

　だが、真木は答えない。

「人形蔵ぐらを見せてほしいとお願いされました。本当はダメなんですけど、どうしてもと頼まれて、仕方なく……」




　玖く流りゆう君のこの前の推理、あなたの言うとおりよ──




　そのときふと雛ひな形がたの言葉が蘇よみがえった。

　玖流は皐月さつきを人形で脅おどしていた人物として雛形を疑った。彼女は最初はそれを否定したが、二度目は自らそれを認めた。

　一度目のときは雛形にうまくとぼけられ、自分が気づけなかっただけだと考えるしかなかった。

　だが、今わかった。

　皐月を追い詰つめたのはやはり雛形ではない。彼女はあの時点では第三者がそんなことをしたなどと、知らなかったのだ。

　それで玖流は理解した。

　なぜ真ま木きが皐月の人形を持っていたのか。

「お前が皐月の人形を蔵くらから盗ぬすんだんだな？」

　それに驚おどろいたのは、一いち香かのほうだった。今の今までそれに気づかなかったのだろう。

　真木は玖流の指し摘てきに、顔を覆おおった。

「……皐月が捨てた人形を拾って、彼女に人形が帰ってきたように見せたのはお前か？」

　堪こらえ切れなくなったように、真木が泣き崩くずれた。

「……だって、こんなことになるなんて、……おも、思わなかった……。むかついたから、少し……びびらせようと思っただけなのに……。あんなつもりじゃ……」

　クラスの替わってしまった玖流に、皐月が抜け駆がけをして妙みような相談を持ちかけたと聞いて、真木たちは彼女に怒いかりを覚えた。

　話は聞いていたので後をつけ、一部始し終じゆうを見ていた。

　真木たちは雛形が供く養ようのために預けたその人形を盗み出し、皐月の家に行き、さも人形が戻もどってきたように見せたのだ。

　人形が帰ってきたくらいでは特に怖こわがらないと思い、窓を叩たたいて人形が中に入ろうとしているように見せたりした。

　少し脅おどかしてやるつもりだった。しつこく続けるつもりもなかった。実際二日だけそれをして、後はやめた。

　だが、あの日。皐月が家から転落したあの日。

　性しよう懲こりもなく玖流と仲良く話す皐月を見て、真木はもう一度脅してやろうとした。

　そして皐月は人形を確かめようと窓から身を乗り出し、誤まって転落してしまった。

　怖くなった真木たちはその場から逃げ出した。

　そして翌日皐月さつきの訃ふ報ほうを聞いた。

　直接の原因は病院からの転落だが、そもそも真ま木きたちの行為がなければ、皐月は入院することも、ノイローゼになることもなかった。

　皐月の家は住宅街から少し離はなれたところにぽつんと一いつ軒けんあるだけで、目もく撃げき者しやはいないはずだった。その日は親もいなかったはずだ。

　あれは事故だと言い聞かせ、彼女たちはこの件を黙だまっていた。人形もほとぼりが冷めてから捨てるか供養するつもりだった。

　だが、状況は一変する。

　彼女の家に置いてあった人形が、知らず机の上にあった。

　怖こわくなって捨てた日から、それは起こり始めた。

　夜に、窓を叩たたく音がし始めたのだ。

　そう。まるで自分たちがしたときのように。

　最初は仲間内の誰かの仕し業わざかと思った。そいつが自分のせいだと責めているのだと思っていた。

　だが、違った。

　他ほかの二人の家にも人形が現れたというのだ。

　噓うそをついているとは思えなかった。

　もう人形が自らやってきているとしか思えなかった。

「…………」

　胸むな糞くそが悪くなるような話だった。自じ業ごう自じ得とくだと切って捨ててもよかった。

「それで真木さんは皐月さんの人形が来ていると思っているの？」

　不快感でうまく言葉を続けられなかった玖く流りゆうに代わってスナオが問うと、真木がこくりと頷うなずいた。

　人形が持ち主に代わって復ふく讐しゆうに来ている、ということか。

　だが、噂うわさにはそんなものは上がっていない。単に人形が持ち主の下に戻もどるというだけのことだ。

　なぜ人形は真木のところにやってきたのか。

　あの玉たま響ゆら神社のリストにも真木の名前はなかった。人形供く養ようも結局はしてはいない。

　いったい何が起きているのか。

「雛ひな形がたもグルなのか？」

　だが、真木はかぶりを振る。

　それならばなぜ雛形は真木のやったことを自分の仕し業わざのように言ったのか。

　やはり自責の念から来るものなのか。




　コンッ。




　と、窓が音を立て、空気が凍こおりつく。

　聞き間違えではないと確認し合うように、玖く流りゆうたちは視線を交わす。




　コンッ。




　再び窓が音を立てた。

「もう……いやぁ……やめて。ごめんなさい。ごめんなさい」

　真ま木きが頭を抱かかえてうずくまる。精神的にかなり追い込まれているのは言うまでもない。

　真木の行っていたことを認めるつもりはないが、真相を明らかにするにはこの機を逃すわけにはいかない。

　玖流は静かに立ち上がり、窓のほうへと向かう。

「玖流君」

　美み古こ都とが注意を促うながすように声を発する。

　玖流はわかっているというように、頷うなずいてみせる。

　恐きよう怖ふとは麻ま痺ひするものなのかもしれない。あるいは慣れるものなのかもしれない。

　何が起きるかわからないが故ゆえの恐怖であれば、人形が来ているとわかる今、警けい戒かいはしていても、恐怖はなかった。

　まずは状況の確認だ。カーテンを少しめくり、窓の外を窺うかがう。

　暗くなり始めた外は、あまりよく見えない。




　カリッ。




　と、何かを搔かく音がした。




　カリッ。




　音がしたのは窓枠わく付近だ。

　注意深く見ると、人形が一体窓を開けようとしていた。

　窓枠に手を掛けて開けようとしている。だが引っ掛かりが取れて、空から振ぶりをする。

　音は窓を開けようとして失敗しているときに立つそれだった。

　どのみち、窓の鍵かぎは締しまっていて開くことはない。




　コンコンッ。




　窓を開けようとして何度か失敗すると、今度は窓を叩たたく。

　人形は窓を叩いて反応がないと、窓枠わくに手を掛けて開けようとする。開けようとして失敗すると、また窓を叩く。

　それは人形ゆえに、ひどく単調な動きに見える。

　与えられた動きを緩かん慢まんに繰くり返す、人形の持つ空くう虚きよ感かんがそこに漂ただよう。

　人形は窓を開けて、あるいは窓を壊こわして中に入ろうとしている。

　玖く流りゆうは視線を走らせた。

　人形は一体。

　隠かくれている様子もない。

「おい」

「何？」

「俺おれが出たら鍵かぎを締しめろ」

「ちょ……」

　返事を待たずに、玖流は鍵をはずして窓を開く。窓枠にいた人形を払はらいのけ、滑すべり込むように外に出て、窓を閉める。

　払いのけられた人形が庭を跳はねて転がる。

　周囲にもう一度視線を走らせるが、隠かくれている人形はない。

　と、地面を転がった人形が立ち上がろうとしたところを、玖流は足を踏み降ろした。

　素す足あしではあったが、体重の乗った踏みつけに、人形がバキッと無残な音を立て、真っ二つになる。

　得体の知れない状況であれば話は別だが、単なる一体の人形程度であれば、恐きよう怖ふすることも後おくれを取ることもない。

　玖流は後ろを振り向く。

　窓から様子を見ている美古都に頷うなずいて返し、美古都が安あん堵どの息を漏もらすのが見えた。

　と、視線を戻もどすと、真っ二つに折れた人形が上半身だけを動かしている。まるで死に掛けの虫のような様さまに、玖流は眉まゆをひそめる。あまり見ていて気持ちのいいものではない。

　玖流は人形に近づき、止とどめを刺さそうとして、ふと気づく。

　もがいているように見えた人形は、正確には動かしているのは腕うでだけで、その腕は地面を引っ搔かいていた。

　力のない人形の腕に引っ掛かれた地面に、うっすらと跡あとができていく。

　止めを刺そうとしていたのに、なぜか玖流にはそれができなかった。

　ただ人形を見ている。

　刻まれている跡あとを見ている。

　その跡は、線だった。

　その線は、形を成していた。

　その形は、意味を持っていた。




「くりゅう」




　地面に刻み込まれた跡は、文字だった。

　なぜこの人形は自分の名を知っているのだろうか。

　窓を叩たたいていた人形。

　窓枠わくを開けようとしていた人形。

　あれは、何だったのか。

　窓を叩いていた中の人間に呼びかけるためだったのではないか。

　窓を開けようとしていたのは、中に入れて欲しいと懇こん願がんしていたのではないか。

　気づいてしまえば、人形の取った行動に人間臭くささが垣かい間ま見みえた気がした。

「…………、か？」

　不意に突ついた言葉に、人形が首を持ち上げた。

　無機質な偽にせ物ものが埋うめ込まれただけの瞳ひとみが、なぜか濡ぬれているように見えた。

　ガシャンと音を立て、それきり人形は動かなくなった。




　玖く流りゆうは部屋に戻もどる。

　その手にはたった今動かなくなった人形が握にぎられていた。

「兄にいさん？」

　スナオたちは、玖流の厳しい顔を見て、固唾かたずを飲む。

「それは？」

　だが、玖流は答えずに伝える。

「行くぞ」

　その言葉に驚おどろいたのは、真ま木きだった。

「ま、待って……」

「行くぞ」

　玖流は断罪するように繰くり返し、その場を後にしようとする。美み古こ都とが何も言わずに後に続き、一いち香かはどうしていいか迷う素振りを見せるも、玖流の後についていく。

「ま、待って。待って！」

　真木がすがるようにしがみついてくるが、玖流はそれを振り払はらう。

「自じ業ごう自じ得とくだ」

　その冷めた目に、真ま木きは凍こおりついたように何も発せられなくなる。

「兄にいさん。ボクは残るよ」

　だが、その中でスナオだけが、その場に残ると言った。

「確かに真木さんは皐月さつきさんを死に追いやったのかもしれないけれど、こんな状態の彼女を置いてはいけないよ」

「……勝手にしろ」

　玖く流りゆうはそう言って、家を出た。

「この家はもう安全なのね」

「…………」

　美み古こ都とが家を出てから、何でもないことのように言う。

「でなければ、スナオを置いて行きはしないでしょう？」

　玖流は何も言わなかった。それは肯こう定ていを意味する。

「それで、どこに行くの？」

　今、わかったことがある。

　それを特別な人形供く養ようを行った者に突つきつける。

　だが、電話では限界がある。切ってしまえばそれで終わりだからだ。

　直接会って逃げ場をなくさなければならない。

　そして答えてもらうには、餌えさがいる。

　その餌を玖流は持っている。

　その餌に食いつく相手を知っている。

「病院だ」




　玖流は美古都と一いち香かを待合室に待たせ、面会の許可も取らず、ドアを開ける。

　ガラッと開いたドアの音に、ベッドで体を起こしていた中年女性が振り返る。

　雛ひな形がたの、母だった。

「あなたは……」

「雛形さんのクラスメイトの玖流です。先日はどうも」

　会え釈しやくをして、玖流は病室に入る。

「あの、うちの子は……」

　彼女は真っ先に雛形のことを尋たずねた。その様子から神かん崎ざきは彼女に何も伝えていないようだ。精神科病びよう棟とうの患かん者じやゆえに、ショックを与えないようにという理由で緘かん口こう令れいを敷しくことは十分可能だろう。

「今も警察にいます」

「いったいどうして……？」

「玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしが亡くなったことは知っていますね？」

　彼女はぎこちなくだが、確かに頷うなずいた。

「神主は事故死ではなく、何者かに殺害されました。あなたの娘むすめはその容疑者です」

「え？」

　驚おどろきを隠かくせない様子だった。確かに自分の娘が殺人犯の容疑者だと言われて驚かない親はいないだろう。

「神主が殺された日の夜に、彼女が玉たま響ゆら神社を訪れていたのを見た人間がいたそうです」

「そんな……あの子が人を殺すなんてこと……」

「動機はある」

　玖く流りゆうは淡たん々たんと事実のように告げた。

「今、うちの学校ではこんな噂うわさが流は行やっています。人形を供く養ようせずに捨てると、捨てた人形が持ち主の下に帰ってくる。もちろん他愛たわいのない噂です。でも雛形さんはそれを無視できなかった。なぜなら、彼女はそれに近い経験をしていたからです」

「…………」

「死んだ娘の人形の供養に行った母親が、人形を連れて帰ってきた。それも死んだはずの娘が帰ってきたと言ってね」

　雛形の母親の表情から色が失われる。

「そこで彼女は考えた。玉響神社の神主がきちんと供養をしなかったから、自分の母親はこんなふうになってしまったと。彼女にとって、玉響神社の神主はあなたを狂わせた張本人であり、憎にくしみの対象でした」

「そんな……」

「少なくとも警察はそう見ている」

　玖流はベッドに近づき、その隣となりに置かれているベビーベッドの脇に立つ。

　と、玖流は無む造ぞう作さに片手で、その中に寝かされている人形を持ち上げた。

「ちょ……」

「あなたにはこれが何に見えていますか？」

「手荒に扱わないで！」

「あなたにはこれが人形に見えている」

「！」

「だが、同時にこれが自分の子供だと思っている。決して狂っているわけでも、惑まどわされているわけでもなく、ごく自然にね」

　人形を、あるいは子供を取り返そうとする母親の手を払はらいのけ、玖流は問う。

「玉響神社の神主は、いったい何をしたんだ？」

　玖く流りゆうの睨にらむような視線に、雛ひな形がたの母親が怯ひるんだ様子を見せる。

　だが、それで折れるような弱い心ではなかった。

　再び玖流に向かって手を伸のばすと、人形を奪うばい返す。

「わけのわからないことを言わないで」

「わけがわかりませんか？」

「ええ。わからないわ。帰って頂ちよう戴だい。人を呼ぶわよ」

「呼びたければ呼べばいい。雛形さんを見捨てるつもりならね」

「──え？」

「神かん主ぬしの殺害現場には無数の人形がいました。一見すると人形が神主を殺したように見える形でです。でも人形が人間を殺せるはずがない。人形は動けないし、感情も意思もない。だから人間が殺したと考えたほうが合理的です。つまり雛形さんが殺したと思ったほうが、ね」

「…………」

「だがもしも神主を殺したのが人形であるなら、雛形さんの罪は晴れる。証言できる人は限られていますがね」

「……あなたは何なの？」

　雛形の母親の目が何か恐おそろしいものを見るような目になる。

「玉響神社の神主と同じ穴の狢むじなという奴やつです」

「…………」

「もう一度聞きます。神主はいったい何をした？　何をしていたんだ？」

　沈ちん黙もくが病室を覆おおう。

　時計の針の音が、いったい何度鳴っただろうか。

　雛形の母親は腕うでの中の人形を大事そうに抱だきしめ、ぽつりぽつりと話し出した。

「玉響神社に行ったのは、娘むすめが死んで二ヶ月ほどが過ぎた頃よ。あの子が眠ねむるときにいつも隣となりで一いつ緒しよに寝ていた人形があったの。それを私は棺ひつぎに入れてあげられなかった。あの子の代わりに、それを持っていたかった。でも夢にあの子が出てきてね、泣くのよ。人形がないと怖こわくて眠れないって。私は玉響神社のことを調べて、娘の元に人形を届けて欲しいと供く養ようをお願いしたわ」

　それが彼女が人形供養を依頼した理由。

「神主様は親しん身みに話を聞いてくださった。そしてこう仰おつしやったわ。お嬢じようさんの魂たましいを現げん世せに降おろし、人形に定着する術すべがあると」

「！」

「最初は何を言っているかわからなかった。理解も受け入れることもできなかった。でもね、思ってしまったの。もし本当にそんなことができるならって……。仕方がないでしょう？　娘が蘇よみがえるというんだもの。すがってしまうでしょう？」

　母親が目に涙なみだを浮かべて訴える。

「それで、お願いをしたんですね？」

「ええ」

「それはどういったものでしたか？」

「……儀ぎ式しき、のようなものだったわ。神かん主ぬし様と私の二人で人形蔵ぐらに入って、無数の人形に囲まれながら、それは執とり行われた。神主様に促うながされ、私はただ願うだけだった。娘むすめをこの手に戻もどしてほしいと」

　それは、神かみ降おろしの儀式に似ている。

　彼女が最初の一人であるならば、そのとき神が降ろされたのかもしれない。

　二人目以降であるならば、すでに神は降ろされていて、願いだけでよかったかもしれない。

　それはわからない。

「それでどうなりましたか？」

「宿ったのだと感じたわ」

　神主の言葉を借りるなら、現げん世せに下ろした娘の魂たましいが人形に定着したということだろう。

「どうしてそれがわかったんですか？」

「あなたには……いいえ。他ほかの誰にもわからないでしょうね。子供が宿ったと感じたあの瞬しゆん間かんは、言葉なんかでは説明できない。でもあのとき、あの子を産んだときと同じ感覚を覚えたの」

　それは母親にしかわからない感覚なのかもしれない。

「こんな話、どうせ信じられないでしょう？　夫も春はる香かも信じてはくれなかった。私たちは見捨てられたのよ」

　だからこの病びよう棟とうに彼女はいるのだろう。

「いいえ。信じるに足たる話でした。ありがとうございます」

「え？」

　雛形の母が受け入れられたことを驚おどろいたように顔を上げる。

「言ったでしょう。同じ穴の狢むじなだと。だから非現実的なこともある程度は受け入れられる。もちろん頭から信じるほど、素直ではないですがね」

　だが、ここまでの状況に陥おちいった以上、人間の仕し業わざやただの幻げん覚かくではもう片付けられそうにない。

「だからといって、あなたのしていることを認めるつもりはありません」

「…………」

「死んだ娘を大事に思うことも、蘇よみがえりを願うことも悪いことだとは思わない。だが、あなたのもう一人の娘は今も生きて、孤独を味わっている。あなたはもっと生きている人間にも目を向けたほうがいい」

　玖く流りゆうは病室の去り際に、投げつけるような言葉を残す。

「見捨られたのはあなたじゃない。あなたの家族のほうだ」




　病室を出た玖流は、待合室で待っているように言った美み古こ都とと一いち香かがドアの脇に立っている姿に目を留め、嘆たん息そくした。

「聞き耳を立てるのは趣味が悪いぞ」

「別に趣味でしていたわけではないから、別に悪くはないわ」

　美古都が言葉通り悪びれた様子もなく、言ってのけた。

「で、何を確かめたかったの？」

「……この人形は俺おれのことを知っていた」

　玖流は美古都に預けていた真ま木きの家から持ってきた皐月さつきの人形を受け取り、そう言った。

「え？」

　意外な言葉に、美古都も聞き返す。隣となりの一いち香かもさすがに驚おどろいている。

「地面に俺の名を書いた」

「どういうこと？」

「この人形はある意味生きていた。もっと正しく言うならば、魂たましいが宿っていた」

　人形が持ち主の下に帰ってくる。

　それができるということは、意思や考えがある証しよう拠こだ。

　それは言い換えれば生きている。魂が宿っていると言えなくもない。

　だが、玖流のことを知っているというのはどういうことなのか。

「……おそらく、皐月さつきの魂だ」

　あのとき、玖流は人形に向けて「皐月か？」と問うた。

　なぜそう思ったかはわからない。

　だが、なぜかあの瞬しゆん間かんに人形が皐月に見えたのだ。

　そして皐月の名を告げたとき、人形は肯こう定ていしたように……いや、わかってくれたと喜んだように、玖流には見えた。

「どういうことなの？」

「まだわからないのか？　いや、むしろお前のほうが専門分野だろう？」

「わからないわ」

「人形供く養ようと言って、それに気づかなかったのは俺の落ち度だ」

「もったいつけずに答えをどうぞ」

　玖流は嘆たん息そく交まじりに答えた。

「玉たま響ゆら姫ひめの神かみはイタコだったんだ」




　玖く流りゆうたちは神かん崎ざきに連れん絡らくを取り、雛ひな形がたとの面会を頼んだ。

　面会には応じてもらえたが、取調室に一般人が入れるわけはなく、応接室のようなところに通された。おそらく神かん崎ざきが別室でモニターでもしているのだろう。

「何だか久しぶりね」

　雛形は特に疲れた様子も見せず、玖流たちの前に現れた。

「雛形。君は噓うそをついているな？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに玖流は告げる。

「ええ」

　雛形は隠かくしもせず応じる。玖流が来た時点である程度予想はしていたのだろう。

「真ま木きに話を聞いた」

「そう」

「皐月さつきに人形が帰ってきたかのように見せたのは、君ではなく真木たちなんだな？」

「ええ」

　嘆たん息そく交まじりに雛形は答えた。

「もうあいつらのしたことはわかっているんでしょ」

　やはり雛形は真木たちのしたことを知っている。

「あたしは皐月の代わりに人形供く養ようを申し込んだ。でも皐月の様子がそれからおかしくなって、死んでしまった。あたしが供養を依頼したとしても、皐月が捨てたことに変わりはないから、人形が皐月の下に帰ったのかと思ったわ。でもね、玖流君の話を聞いて気づいたの。あなたの言った第三者になれそうな奴やつがあたしの他ほかにもいるって。そいつらはあたしたちが人形供養の話を玖流君たちにしたのを知っていたし、玉たま響ゆら神社に行ったのも知っていたから」

　あのとき、雛形は何も言わなかったが、真木たちのことを疑っていたのだろう。

「真木はとぼけてたけど、他の二人は白状したわ。あいつらは玉響神社から人形を盗ぬすんで、皐月のことを脅おどかしていたの。あいつらは、抜け駆がけして玖流君に話しにいったあたしたちのことを怒おこっていた。だからあんな嫌いやがらせをして、皐月を追い詰つめた。とても軽い気持ちでね」

　雛形が唇くちびるを千ち切ぎれんばかりに嚙かみしめる。

「でも、どうすることもできなかった。あいつらは皐月を殺したわけじゃない。殺したようなものだけど、実際に殺したわけじゃない」

　確かにこの件が明るみに出たとしても、窃せつ盗とうと脅きよう迫はくの罪に問われる程度だろう。皐月の死の原因と認められたとしても、真木たちは未成年。罪に問われても高たかが知れている。

「その後、あたしは玉響神社の神かん主ぬしのところに行った。人形を盗まれたせいで、皐月が死んでしまったと言ってやったわ」

　きっと収まりがつかなかったのだろう。意味などなくても、誰かを責めることで救われる思いもある。

「そのときね、責任を感じていたあいつは、こんなことを言ったのよ。

　──もしもその友人に会いたいのなら、その魂たましいを人形に宿す方法がある」

　神かん主ぬしにとっては良心の呵か責しやくによるものか、善意によるものだったのだろう。

「そして神主は人形に魂を宿らせる方法を教えてくれた。それを聞き終えたとき、あたしの中で全すべてがつながった。『ああ、母かあさんにも同じことをしたのね』って思った。でもね、不思議と神主に怒いかりは沸かなかった。むしろ逆。あたしはあいつに感謝すらしたわ。これで真ま木きたちを皐月さつきと同じ目に遭あわせてやることができるって」

　玖く流りゆうたちを騙だますため、隠かくしていた雛ひな形がたの感情が、初めて噴ふき出したようだった。

　それはとても重く、暗いもの。

「降こう霊れいの儀ぎ式しきは難しいことではなかったわ。人形蔵ぐらでそうと願えばよかっただけだからね。それであたしは願ったわ。皐月の魂が人形に宿ることを。人形はそこにはなかったから、うまくいったかはわからない。でも神主が人形に魂が宿ったと言っていたから、そうなんでしょうね」

　その後のことは、任意同行を命ぜられた雛形は知らない。

「ねぇ、教えてよ。皐月は真木たちのところへ行ったの？　真木たちの様子はどうだった？　人形が帰ってくるってびびってた？」

「……ああ。人形を怖おそれていた」

「それで？」

　雛形は満足しない。

「それだけ？　それだけなの？　人形が来るって毎晩毎晩うなされて、狂ったりしてないの？　皐月に詫わびて自殺したりしてないの？　まだのうのうと生きているってわけ？」

「ああ」

　決して満ちることはないのだろう。

「くそっ。神主みたいに死ねばいいのに！」

　玖流はその言葉を訝いぶかしむ。雛形はそれを見て、小さく笑む。

「もしかしてまだ神主を殺したのがあたしだと思っているの？　皐月や母の復ふく讐しゆうを果たしたって。あたしにできたのは、ううん、神主にできたのも、人間の魂を人形に宿らせるだけ。それだけよ。神主を殺したのはあたしじゃない。信じてもらえるかはどうでもいいけど」

　では、何が神主を殺したというのだろうか。やはり人形なのだろうか。

「一つ聞きたいことがある」

「何？」

「玉たま響ゆら神社の御ご神しん体たいはどこにある？」

「さあ。あの刑けい事じもそれを気にしていたけど、それが何なの？　ま、あるとしたら人形蔵ぐらにあるんじゃない？　あたしはそれがどれかもわからない。神主もそんなことは言ってなかったわ」

「本当か？」

「何ならあたしの荷物見ていってもいいわよ。警察が持っているから」

　確かにおかしなものがあれば、神かん崎ざきが気づいているはずだ。

「ねぇ、玖く流りゆう君一つ教えて」

「何だ？」

「あなたは人形に宿ってまで生きたいと思う？」

「いいや」

　他ほかの人間がどう思うかなどわからないが、少なくとも自分なら御ご免めんだった。

　だが、生かしたいとは、思ってしまうかもしれない。

「神かん主ぬしは答えられなかったわ。あんなことをしているあいつ自身がね」

　雛ひな形がたは神主を嘲あざけるように笑った。

「皐月さつきはどうだと思う？」

「さぁな」

「じゃあ、それがわかるまで、何もしないでもらえる？」

　それはつまり皐月の復ふく讐しゆうを邪じや魔まするなと言っている。

　いま全すべてを自じ供きようしたのは、皐月への同情、あるいは真ま木きたちへの怒いかりを共感させるためだったのだろう。

　だが──

「それは無理だ」

「どうして！」

「皐月はもう真木たちの前には現れない」

　玖流は隠かくし持っていた人形を雛形の前に置いた。

　雛形は一いつ瞬しゆんそれが何かわからないかのようにきょとんとしたが、それが激しく損そん壊かいした皐月が宿った人形だと気づくと、その目を大きく見開いた。

　玖流は隠さずに告げる。

「俺おれが壊こわした。皐月の魂たましいはもうそこにはない」

「！」

　雛形ははっと玖流を見上げると、その顔をみるみる歪ゆがめていった。

「玖流君の手で……皐月が……」

「そうだ」

　雛形は壊こわれた人形を手にし、そっと抱だきしめる。

　その様は雛形の母が娘むすめの魂を宿した人形に対していたときのそれにとてもよく似ていた。

「あたし、皐月にひどいことしちゃったね。よりにもよって、玖流君に……。ごめんね、皐月」

　先ほどまで噴ふき出し続けていた怨えん嗟さの念は見る見ると霧む散さんしていった。

　雛ひな形がたは皐月さつきを利用したかのように言っていたが、やはりそれはない。雛形は本当に皐月に人形供く養ようをさせたかっただけなのだろう。母親の件があってから、彼女にとって人形供養は無視できないものだった。

　あるいは、玖く流りゆうと皐月に話をさせたいという口実すらも本当は噓うそで、玖流の口から人形供養をするように言ってもらいたかったのかもしれない。

　そうすれば、皐月が人形供養をしてくれるのだと。

「やっぱり当たってた。玖流君は全すべて終わらせちゃうんだろうって……」

　それで雛形が全てを自分の罪と噓をついた理由がわかった。

　これが玉たま響ゆら姫ひめの神かみや人形供養の引き起こしたことだとわかってしまったら、玖流たちが天あま降おり姫ひめの神かみのときのように、全てを解決してしまうと思ったからだった。

　人形供養の件の解決は、彼女の望むところではなかったのだ。

　少なくとも、真木たちへの復ふく讐しゆうが終わるまでは。




　裏付けが取れ次第、全すべて話すと神かん崎ざきに約束をして、玖流と美み古こ都と、そして一いち香かは警察を後にした。

　雛形との会話を聞いていたであろう神崎も、おおよそのことを把は握あくしたためか、それに応じてくれた。

　玖流たちは玉響神社に戻もどり、玉響姫神のイタコ説を裏付ける記述を探した。

「あったわ」

　美古都が山積みされた資料の中から、一冊の書物を持ってくる。

「見て、ここよ」

　美古都の指し示した箇所には、玉響姫神の一族が元々イタコであるかのような記述があった。

　玉響姫神は人形師としての表おもての名が後世に残されていることで覆おおい隠かくされていたが、もう一つの顔としてイタコを生なり業わいとしていたようだった。

　イタコは口寄せという方法で自身に霊れいや魂たましいを乗り移らせる一方で、魂の拠より所どころとして人形を選ぶこともあるという。その人形もどのようなものでもいいという訳ではなく、イタコの手によって造られた人形であったほうが、より波長が合う。

　つまり玉響姫神は、魂の拠り所としての人形造形を行っていたところ、その人形造形の腕うでのほうが後世に伝わっていったようだ。

「裏づけは取れたな」

「そうね」

　玉たま響ゆら姫ひめの神かみは、人形師の一面だけではなく、イタコの一面も持っていた。イタコの一面とはつまり、人間の魂たましいを降おろして自身あるいは人形に定着させる力だ。

　玉響神社はその玉響姫神を奉たてまつっている。

　人形師としての玉響姫神を前面に押し出し、人形供く養ようを執とり行う神社として名を馳はせる一方で、イタコとしての玉響姫神の力を用い、人間の魂を人形に降ろしていた。

　もちろんただでそんなことができていたわけではない。

　神かん主ぬしは神かみ降おろしの儀ぎ式しきを執とり行い、玉響姫神を御ご神しん体たいに降ろしたのだろう。そして、子を失った多くの親たちの願いを玉響姫神の力を用いて叶かなえていたのだ。

　人形供養の申し込みリストを見る限り、その始まりはおよそ一年半前。

　それは彼が一いち香かを引き取ったくらいの時期だ。おそらく一香を引き取って親心が強く芽生えたのだろう。子を失った親たちの悲ひ哀あいを無視できないくらいに。

「それで神主様を殺したのは雛ひな形がたさんだと思う？」

　美み古こ都とがもう一つ残された謎なぞを玖く流りゆうに問う。

「いいや。彼女も否定していた。おそらくそれは本当だと思う」

「じゃあ、誰が神主様を殺したと思うの？」

「誰と聞いている時点で、人形だとは思っていないんだろ？」

「ええ」

「だったら後は警察の仕事だ。いずれはっきりするだろう」

　雛形の話を聞いたときに何となく予想ができた。もちろん証しよう拠こはなく、推測の域を出ないし、隣となりの部屋には一いち香かがいる。万が一にもこんな形で聞かせたくはない。

「あなたの意見を聞きたかったのよ」

「だったらおそらくお前と同じ考えだ」

「珍めずらしいわね。意見が合うなんて」

「まったくだ」

　美古都もそれがわかっているがゆえに、こう問いかける。

「玖流君。あなたは神主様のしたことをどう思う？」

「どう、とは？」

「私は子供を失った親たちの願いを叶かなえた神主様を責める気にはなれないわ。その手段がこういった形であれね」

「確かに神主は金銭的要求もしていなかった様子だし、口寄せをしてもらった親たちからも感謝をされていた。そこだけを見れば、神主はいいことをしたとも言える」

　子を口寄せしてもらった親たちの「待っている人がいる」というあの言葉。神主様の後を継つぐのかと問われもした。

　神主は、あるいは神主のしてきたことは多くの人に望まれている。

　だが──

「一方で雛ひな形がたのように、辛つらい思いをした人間もいる。一いち概がいに良い悪いでは論じられることじゃない」

「……確かにね」

　もし神かん主ぬしが雛形の妹を口寄せしなければ、雛形自身がこのようなことに巻き込まれることはなかっただろう。

　だが、神主のしたことに感謝している人間がいることも事実だ。

　彼女たち家族がそれで幸せだというのなら、そこは自分たちが口を出すべきことではない。

　皐月さつきが恨うらみを晴らすために真ま木きたちの前に現れたのか。あるいはどうすべきかわからなかっただけなのか。あるいは助けを求めようとしていたのか。

　今となってはもうわからない。

　だが何にせよ、皐月の魂たましいが宿った人形は玖く流りゆうが壊こわした。もう真木たちの下に人形がやってくることはない。彼女たちのしでかしたことを罪に問うべきか。それは自分たちのすべき範はん疇ちゆうを超えている。

　二人にできることといえば、玉たま響ゆら姫ひめの神かみの御ご神しん体たいが何なのか。また御神体はどこにあるのか。それを調べることくらいだが、今となってはもうその重要度は高くはない。

　人形供く養ようの騒そう動どうの件はひとまず片がついたと言っていいだろう。




　カタン。




　と、物音がして二人の会話が止まる。

　物音のしたほうを見ると、襖ふすまから一いち香かが部屋の中を覗のぞいていた。

　調べ物をしている間に、すでに時計は夜の一時に指しかかろうとしていた。疲労の色が濃い一香は先に休ませていたのだが、目が覚めてしまったらしい。

「どうした？」

「怖こわい夢を見ました」

　見れば、頰ほおが濡ぬれている。泣いていたのだろうか。

　しばらくそのまま玖流と美み古こ都とを交こう互ごに見る。遠えん慮りよしている様子が見て取れたので、玖流が手招きをしてやる。

　一香は笑みを浮かべて部屋に入ってきて、玖流と美古都の間に座った。

　どんな夢を見たのか、とは聞かなかった。

　おそらく神かん主ぬしの夢でも見たのだろう。怖い夢をわざわざ思い出させる必要はない。

　と、視線を感じて玖流は美古都のほうを見る。

「どうした？」

「随ずい分ぶんと優しいのね」

「何だ。知らなかったのか？　こう見えて俺おれは優しいんだ」

「私以外にはね」

「もし俺にお前に対する優しさがなかったなら、今頃訴えているぞ」

「あら、何か訴えられるようなことがあったかしら」

「その胸に手を当てて考えてみるといい」

「女性に胸のことを言うなんてセクハラよ。訴えようかしら」

「今の言葉がセクハラだったら、世の中の辞書や国語の教科書は全面的に改かい訂ていだな」

「使いどころのことを言っているのよ」

「そうか。つまり俺にこの言葉を教えた国語の教師が主犯だったか」

「あくまで他人のせいにするわけね」

「事実を言っているだけだ」

　と、玖く流りゆうと美み古こ都とのやり取りについていけず、ただぼーっと見ていた一いち香かがぽんと手を叩たたいて言った。

「二人は仲良しさんなんですね」

　玖流と美古都は揃そろって一香を見る。

「あのな……」

「ば、馬鹿なこと言わないで！　な、仲良しですって。冗じよう談だんじゃないわ。わ、私はこんな奴やつのことなんて何とも思っていないんだからね」

「おい、気持ち悪いぞ」

「ちょっと悪ノリしただけでしょう」

「悪いとわかっているならやるな」

「だったらその子に仲良しの意味を教えておいてあげなさい」

　とはいえ、自分たちは仲良くなんかないと説明するのもおかしな話の気がした。




　カタン。




　と、再び物音がした。

　物音がしたのは窓のほうだった。

　窓のほうを見るがカーテンが引かれていて、外は見えない。

　玖流と美古都は顔を見合わせた。今の音は美古都にも聞こえたようだ。

　一香だけがきょとんとしている。彼女には聞こえていなかったらしい。

　それほどに小さな物音だった。気にするほどのことではないのかもしれない。

「どうかしたんですか？」

　一いち香かが突とつ如じよ止まった会話に小首をかしげる。

　何でもない。そう答えようとして、




　カタン。




　また窓の外で物音がした。

　今度は一香にも聞こえたようで、彼女も窓の外を見る。

「誰か来たんでしょうか？」

「普通の奴やつは窓から来たりはしない」

「わたしは来ましたよ」

「ああ。そうだったな」

　もし今の物音が誰かのさせたものであれば、普通の客ではないということだ。

　もちろん、気のせい。風が窓枠わくを揺ゆらした。窓に物が当たった。野の良ら猫ねこ。泥どろ棒ぼう。可能性は何でもある。

　玖く流りゆうは立ち上がり、窓のほうへと向かう。

「玖流君」

　美み古こ都とが警告じみた声を発した。

　玖流はわかっていると頷うなずきながらも、窓へと向かう。

　カーテンを開けて、何もなかったと知るための行為だ。それ以上の意味はない。

　窓の前に立つ。

　カーテンに手を掛ける。

　その手を一度止めて、聞き耳を立てる。

　物音はしない。

　カーテンの端はしに掛けた手を、静かに持ち上げる。

　隙すき間まができ、窓の外が見える。

　そこには──




　何も、ない。




　ただ庭があるだけだ。

　向こうからも窓の外が見えたのか、美古都の長い息が吐はかれた音が聞こえる。

　だが、玖流はまだ安あん堵どの息を漏もらさない。

　玖流は一気にカーテンを引き開けた。

　窓の外が全すべて露あらわになる。

　そこには──




　やはり、何もなかった。




　ただ庭があるだけだった。

　玖く流りゆうは小さく嘆たん息そくし、振り向いた。

　片かたがついたと言ったのは自分だ。もう気にする必要などない。

「風の仕し業わざだったみたいだ……」

　だが、振り向いた玖流を迎えた美み古こ都との顔は、驚きよう愕がくに強こわ張ばっていた。

　背後からの月明かりで、床ゆかに影が映っていた。

　そこには自分の足元から伸のびた影。

　その周りにあるのは点のような小さな黒い影。

　そして──

　玖流はもう一度背後を振り向く。

　まるで自分の体が機械のパーツとなったかのように、ぎくしゃくと、目から、首、そして半身になって、窓のほうを向く。

　窓には一面に無数の人形たちがへばりついていた。

「何だと……」

　その無数のガラス玉のような無機質な目に、見み据すえられ、胃の中に冷たいものを流し込まれたような怖おぞ気けが走る。

　玖く流りゆうは思わず窓から飛び退すさる。

　バン。
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　と、人形の一体が窓を叩たたく。

　バンッ。

　と、また別の一体が窓を叩く。

　バンッバンッ。

　まるで群れなす虫のように、最初の一体に続き、他ほかの人形たちも次々と窓を叩き始めた。

　バンッバンッバンッバンッバンッバンッバンッバンッ。

　窓が激しい音を立てる。

　中に入れろ、とそう訴えているかのようだった。

　中に入れたらどうなるのか、想像もできない。だが少なくとも、よい結果になるとは到底思えなかった。

　なぜ人形たちが現れたのか。

　疑問に対して熟じゆつ考こうする暇いとまなどなかった。

　バンッバンッバンッバンッバンッバンッバンッバンッ。

　そうしている間にも、人形たちは無表情に、繰くり返し、繰り返し、窓を叩たたき続ける。

　今にも割れてしまうのではないかというほどに、人形たちは窓を叩き続ける。

　鍵かぎは掛かっているが、ガラスが保もつ保証はどこにもない。

　玖流は美み古こ都とと一いち香かを居間から避ひ難なんさせようとした。

　だが──

「後ろだ！」

　思わず玖流が叫さけぶ。

　見れば、どこから入ったのか。居間の襖ふすまのところに、数体の人形たちがいた。

　美古都と一香が飛び上がるようにして、玖流の下に来る。

　それを追って、襖から入ってきた人形たちが、這はうようにして玖流たちに近づいてくる。

　たかが小さな人形数体に過ぎない。

　だが、体は自然と後ろへと下がる。




　ピシッ。




　バンッバンッと窓が叩かれる激しい音の隙すき間まに割り込んだその音に、玖流ははっと振り返る。

　見れば、窓に大きな亀き裂れつが走っていた。

　窓に走った亀裂は、叩たたき続けられ、徐じよ々じよにその枝を増やし、長さを伸のばしていく。

　まずい。

　そう思った瞬しゆん間かん──




　バリンッ。




　窓が割れた。

　窓の破片から逃がすように、玖く流りゆうは美み古こ都とと一いち香かを壁側に突つき飛ばす。

　そこから無理に割れた破片をよけようとした玖流だったが、いつの間にか足元に辿たどり着いていた人形を踏ふみつけてしまい、体勢を崩くずしてしまった。

「くっ」

　何とか体勢を戻もどそうとしたが、堪たえきれずに玖流は床ゆかに手をつく。

　その手に窓から入ってきた人形がしがみついた。

　ぞわっ。

　得も言われぬ怖おぞ気けが手から全身へと這はい上がってくる。

　玖流はとっさに手を振り、人形を振りほどいた。人形が壁に叩たたきつけられ床ゆかに落ち、しかし何事もなかったかのように這はうように玖流に近づいてくる。

　そうしている間にも、大きな穴を開けた窓から、人形たちが我先にとなだれ込んでくる。

　立ち上がる間も与えず、人形たちが次々と玖流の腕うでに、足に、しがみつく。振りほどいても、振りほどいても、人形たちは群れとなって襲おそい掛かってくる。

「くっ」

　苛いら立だちが頂点に達しかけたとき──

　玖流の目に入ったのは、自分と同じく人形たちに取り囲まれている美古都と一香の姿だった。二人は壁に追い詰つめられていた。

　玖流は二人の下へと掛け寄ろうとした矢先、足に突つき刺さすような痛みを感じた。

　先ほど壁に投げつけた人形が、足にしがみついていた。壁に叩きつけられた拍ひよう子しに腕うでが折れて、その先が凶きよう器きのように尖とがり、玖流の足に突き立っていた。

　玖流は足の人形を引き剝はがし、再び壁へと投げつけた。

　今度こそ、ばらばらになって人形が動かなくなる。

「！」

　玖流は足元の人形を踏みつけた。

　破片が足に突き立ち、痛みが走る。

　だが、ばらばらになった人形はやはり動かなくなった。

　異様さと数に圧倒されていたが、たかが人形だ。なす術すべがないわけではない。

　思考が戻もどる。それを働かせる余よ裕ゆうが生まれる。

「美み古こ都と！　一いち香か！」

　壁へと追い詰つめられていた二人の体に、人形たちがまとわりついていた。

　美古都は必死に人形たちを振りほどこうとしている。一香は頭を抱かかえて、ひたすらに体を丸めていた。

　玖く流りゆうは足元の人形を蹴けり飛ばし、体にしがみついている人形を振りほどき、二人の下へと駆かけつけ、まとわりつく人形たちを引き剝はがし、壊こわす。

　引き剝がしては、壊す。

　引き剝がしては、壊す──……。

　引き剝がしては──……。




　朝を迎えた。

　襲おそい来る人形たちを全すべて壊し、そして焼き尽つくし、それでも気は休まらなかった。

　また人形たちがやってくるかもしれない。

　まだ人形たちがどこかに潜ひそんでいるかもしれない。

　そんな恐きよう怖ふの中、三人は窓を閉め、部屋の鍵かぎを締しめた神かん主ぬしの部屋で、身を寄せ合うようにして夜を明かした。

　それでも夜の終わりは、そして朝の到来は、一つの区切りを認識させてくれる。

　日の光は、人の恐きよう怖ふを和やわらげる作用があるのかもしれない。

「終わったのかしら」

　美古都が疲れたような声を出す。

「ひとまずは、な」

　玖流も疲れた声を返す。

　そうひとまず、だ。区切りだ。終わったわけではない。

「暢気のんきなものね」

　一香は、玖流たちの傍かたわらで寝息を立てていた。疲れと、玖流と美古都がいるという安心があるのかもしれない。

　だが、玖流と美古都は一いつ睡すいもできなかった。

「時々、繊せん細さいな自分の神経が恨うらめしく思うわ」

「甚はなはだ心外だが、同意見だ」

「あら、何を言っているの。私が言っているのは、狼おおかみ男おとこの傍そばでなんて眠ねむれないと言っているのよ」

「だから同意見だ。表現方法に違いはあるが、女め狐ぎつねに取って食われるのが心配で眠るどころではなかった」

　言い合いは、もはや無意識か条件反射の産物だった。

　だが疲労の極きよく地ちであるため、それも長くは続かなかった。

　平常時であれば一晩の徹てつ夜やくらいは問題ないのだが、張り詰つめた神経の中で一いつ睡すいもしなかったことで、かなり神経をすり減らしていた。

　なぜ再び人形が自分たちの前に現れたのか。

　考えようにも、もう頭が働きそうになかった。

「じゃあ、お互たがいのために、そろそろ私は帰ろうかしら」

「そうしたほうがいいな」

　美み古こ都とが緩かん慢まんな動作で立ち上がろうとし、ふらついた。

　玖く流りゆうが咄嗟とつさにそれを支えようとするが、力が入らずに二人で床ゆかに倒れてしまう。

「……ほら、見なさい。どさくさに紛まぎれて私を押し倒すんだから」

「体勢を見るに、お前が俺おれを押し倒していることになるが？」

　玖流が床ゆかに背中をつき、美古都が玖流の体の上に乗っていた。美古都が玖流の顔を挟はさむように手をつくことで、二人の距きよ離りはかろうじて保たれている。

「どさくさに紛れて私を引き倒すんだから」

「そんな形もあるのだな。その方面には疎うといから知らなかった。女は耳みみ年どし増まとはよく言ったものだ」

「女性に年のことを言うなんてセクハラよ。訴えようかしら」

「そのやり取りは昨日きのうやった」

「付き合いが悪いわね」

「疲れているんだよ」

「本当に疲れた顔をしているわね」

「お前もな」

「疲れた顔をした男女が明け方にこんな体勢でいるなんて、イケナイことしてるみたいね。誰かに見られたら大変だわ」

「そう思うなら離はなれろ」

　美古都が床ゆかについていた手を折り、肘ひじを床につく。

　美古都の艶つややかな髪かみが玖流の顔にかかり、二人の顔を隠かくす。

「離れろと言ったんだが？」

「腕うでが疲れて支えられなかったのよ」

「……あんなことがあったのに、随ずい分ぶんとご機き嫌げんだな？」

「そう？」

　何となく美古都の様子を見てそう思った。

　美み古こ都とはそれを受けて形の良い唇くちびるで弧こを描く。

「もしそうだとしあら、昨日きのうあなたが私の名前を呼んでくれたことかしらね」

　昨晩、思わず叫さけんでいた。

　美古都、と。

　いつもは意識をして識しき読よみさんと呼んでいた。

　名を呼びすてで呼んだのは、いったいいつ以来のことだろうか。

「覚えがないな」

「無意識だとしたら、なお嬉うれしいわ」

　美古都がさらに玖く流りゆうへと顔を近づける。二人の顔の距きよ離りが息も掛かりそうなほどに縮まる。

「それ以上は近づくな」

「嫌いやならあなたから押し返して」

　仕方なく玖流は押し返そうとして美古都の肩かたに手を掛ける。

「それとももっと引き寄せてみる？」

　玖流の手が止まる。

　美古都は疲労の滲にじんだ顔に、妖よう艶えんで誘さそうような笑みを作る。

　間まが、生まれる。

　どれほどの間、そうしていただろうか。

「私ね。一晩中玖流君に言いたいことがあったの」

　美古都がその間に、言葉を埋うめる。

　美古都は顔をさらに一段落とし、玖流の耳元で吐と息いきと共に囁ささやいた。

「いくじなし」

　二人の間に生まれていた間と、ある種の空気がそれで終わりとばかりに霧む散さんした。

　美古都はごろんと横に転がってゆっくりと立ち上がった。

「今日きようは病気で学校を休むから、先生にはそう伝えておいて」

「奇き遇ぐうだな。俺おれも今日は学校を病欠する予定だ」

「二人で揃そろって休むなんて、また妙みような噂うわさを立てられるわよ。私はいいけれど」

「言いたい奴やつらには言わせておけばいい」

「あら、悪い気はしてなかったのね」

「俺の気分を害したかったのなら、無む駄だ骨ぼねだったな。これを機にやめてはどうだ？」

「ええ。もっと過激にすることにするわ」

　美古都は最後にいつもの悪戯いたずらめいた笑みを浮かべ、家を出て行った。

「鍵かぎは締しめておけ」

　玖流は無意識に持っていた鍵を美古都に投げつけた。玄げん関かんまで行くのが億おつ劫くうだったので、玖流は美古都にそう告げた。

「合あい鍵かぎもらっちゃった」

「やるとは言っていない」

　玖く流りゆうが言い終えるより先に、美み古こ都とは姿を消していた。

　と、そこで気づく。今いるのは家ではなく、玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしの部屋だった。鍵を渡す必要などなかった。

　美古都のことだ。きっと皆の前で鍵を返そうとするくらいのことはするだろう。

　みすみす餌えさを与えてしまった。

　頭が働いていない証しよう拠こだ。

　だが、どうでもよかった。

　美古都の前での虚きよ勢せいも限界だった。

　ここは危険だ。家に戻もどるべきだという思いはあったが、朝を迎えて危き機きはひとまず去ったという思いのほうが強かった。

　今はただ、眠ねむりたい。




　　　　◆




　耳をつく甲かん高だかい音と、鼻をつく臭においに彼女は目を覚ました。

　時計を確認して見るとまだ深夜一時。目覚ましの鳴る時間でもなければ、鳴っているのはアラームでもない。

　まだ眠ねむりから完全に抜け切っていない頭で何の臭においだろうと、周囲の臭いを嗅かいでみる。

　それがガスの臭いだと気づくと同時に、鳴っているのがガスの警報機だと彼女は気づいた。

　彼女が咄嗟とつさに向かったのは、キッチンではなく、子供を寝かしているベッドだった。

　だが。

　ベッドの中はもぬけの殻からだった。

　落ちてしまったのかもしれないと、ベッドの下を見る。

　だがそこにもいない。

　臭いはどんどんきつくなってくる。

　彼女は逡しゆん巡じゆんしたが先にキッチンに向かうことにした。ガスが漏もれているのであれば、早く元もと栓せんを締しめなければならない。

　気分の悪さを感じながら、彼女はキッチンに飛び込んだ。

　警報機がけたたましい音を立てている。

　急いで明かりをつけて確認すると、ガスのホースが抜けていた。

　何でと思うより早く、彼女はガスの元栓を締める。袖そでで口をふさぎつつ、窓を開け放とうとしたとき、彼女は気づく。

　ガスコンロの上に、人形が乗っていることに。

　ああ、何でこんなところに。

　彼女は子供に手を伸のばそうとして、気づく。

　人形の手が、ガスコンロの押しボタン式のスイッチに掛かっていることに。




　　　　◆




　口にむずがゆさを感じて、彼女は手を払はらった。

　寝ぼけながら口元を搔かいて、一いつ瞬しゆん覚かく醒せいしかけた頭を再び睡すい眠みんに切り替える。

　しばらくして、また口にむずがゆさを感じた。もう一度手を払う。

　少しだけ覚醒した頭で、寝ぼけながら考える。

　夫が何かをしているのだろうか。

　寝室を別にしてから、夫が夜に自分のベッドにやってくることなどなかった。

　珍めずらしいこともあるものだ。

　だが、部屋には子供が寝ているのだ。こんなところでやめてほしい。

　そう抗議の声を上げようとして口を開いたとき、口の中に何かが入り込んでくるのを感じた。

　それはやわらかいものではなかった。

　硬かたい、何かだ。

　と、その何かが暴れるように口の中に入ってきた。

「うぐっ」

　喉のどが詰つまる。

　苦しい。呼吸ができない。

　舌したがそれを拒きよ絶ぜつして押し返そうとするが、歯が立たない。

　手を口に入れてそれを引きずり出そうとするが、うまく摑つかめない。

「うえっ」

　もどしそうになってえづくが、それは出ていってくれない。

「ふーっふーっ」

　隙すき間まから漏もれるような呼吸をするが、酸素が足りない。

　視界の端はしに自分の口から少し飛び出るように何かが暴れているのが見えた。それは足に見えた。何だろう。虫か何かだろうか。

　目を凝こらす。

　虫には見えない。

　これは……人形？

　驚おどろいた瞬しゆん間かん。彼女は息を吞のんだ。

　それは喉のどの奥へそれを招き入れるかのような愚ぐ行こう。

　わずかに呼吸ができていた隙すき間まをも埋うめるように、それはついに喉の奥にまで侵しん入にゆうした。

「ううっ」

　呼吸が完全に遮しや断だんされた。

　苦しい。息ができない。

「うーっうーっうーっ」

　苦しくて涙なみだが溢あふれる。首をかきむしる。

　喉に入り込むそれを体が拒きよ絶ぜつして外へと吐はき出そうとする。

　だが、叶かなわない。

「う────────っ！」




　　　　◆




　仮か眠みんと呼ぶには短すぎる時間、意識を失った玖く流りゆうだったが、携帯電話の音で目を覚ました。

「やあ」

　最悪の目覚めだ。

「最悪の目覚めだと思っているんだろう？」

「よくわかりましたね」

「声がだるそうだったからね」

　別に今の電話で目覚めたことを指してよくわかったと言ったわけではない。最悪のほうを指したのだ。もちろん神かん崎ざきもわかって言っているのだろうが。

「今日きようは学校をお休みかな？」

「用件は？」

「こちらでも最悪なことが起きただけだよ」

　神崎が最悪というからには、よほどのことなのだろう。

「昨晩、複数件の殺人事件が起きた」

　もちろんただの殺人事件であれば、自分に連れん絡らくが来ることはないだろう。

「その被害者は以前話した玉たま響ゆら神社のリンクが貼はられていた顧こ客きやくだった」

「！」

　もしや昨晩自分たちが襲おそわれたように人形に襲われたのだろうか。

「犯人は？」

「さあ。ただそのうちの何人かの被害者は、まるで人形に殺されたかのようだったそうだよ」

　やはり。

　つまり皐月さつきのように誰かに恨うらみを持って人形に宿された者が他ほかにもいたということか。

　だが、人形供く養ようの申し込み者であるというのなら、皐月さつきと違って神かん主ぬしが選定した人物だ。それには当てはまらない。

　では一体何が起き始めたのか。

「僕ぼくの言いたいことがわかるかな？」

「ああ」

　まだ終わっていない──

「じゃあ、そういうことで」

　神かん崎ざきはそれだけ言い残して電話を切った。

「だいじょうぶですか？」

　と、いつの間に目を覚ましていたのか、一いち香かが心配そうに声を掛けてきた。

　だいじょうぶかと言われれば、万ばん全ぜんとは程ほど遠い。徹てつ夜やと張り詰つめた神経の疲労で、頭痛すら覚える。

「少し眠ねむったほうがいいですよ？」

　そのとおりであることはわかっていたが、そうも言っていられない。

　今の状態で再び夜を迎えることはできなかった。

「あの人形たち……」

　一香は昨晩の人形たちを指し、こんなことを言った。

「とても辛つらそうでした」

「？」

　玖く流りゆうは眉まゆをひそめる。

「どういうことだ？」

「皆、助けてと言っていました」

「言っていた？」

　その言葉の真意が測れない。逆に、一香のほうも怪け訝げんな顔をする。

「聞こえませんでしたか？　人形たちの声が」

「お前には聞こえたのか？」

「はい。……緋ひ澄ずみさんに聞こえなかったのであれば、気のせいだったのかもしれません」

「何と聞こえた？」

　一香は昨晩のことを思い出すように、言葉を搾しぼり出す。

「助けて。殺して。……そしてお前が羨うらやましいと」

「何？」




　カタッ。




　そのとき、不意に物音が聞こえた。

　ハッと一いち香かが身を固くする。

　昨晩のことを思い出したのだろう。

　だが、玖く流りゆうは身を固くなどしなかった。止まりもしなかった。音の出で所どころを探りもしなかった。

　弾はじかれたように動き出し、家を飛び出した。

「！」

　目が合う。

　家の外に、一人の男性がいた。

　また人形が襲おそってきたのかと思ったが、これは予想外だった。

　男は唐とう突とつに飛び出してきた玖流に一いつ瞬しゆん我を忘れていたが、すぐにその場から逃げ出す。

　だが玖流の動きは早かった。

　玖流の運動神経は悪いほうではない。背中を見せて逃げ出した男にすぐに追いつき、その蹴けり足を払はらう。

　男は自分の左足を、右足にぶつけ、見事に転んだ。

　玖流はすぐさまその背中に乗って体重を掛けて押さえ込むと、後ろ手に関節を決めて、男の自由を奪うばった。

　玖流の腕わん力りよくは人並みではあるが、人体の構造を知っていれば、一般成人男性の動きを封じるくらいは造ぞう作さもない。

　地面に押さえつけられた男はしたたかに顔を打ち付けたのか、苦く悶もんに顔を歪ゆがめていた。その顔は改めて見直しても、見たことがないものだった。

「誰だ？」

　玖流は鋭するどく誰何すいかの声を放つ。

　男は苦く悶もんに呻うめき、なかなか答えない。

　無む理り矢や理り答えを吐はかせようかと後ろ手に極めた腕うでをさらに捻ひねろうとし、地面に名めい刺し入いれが落ちていることに気づく。転んだ拍ひよう子しに落としたのだろう。

　玖流は相手の動きを封じながら、名刺入れを拾い、片手で中を探る。

　取り出した名刺には「桜さくら井い総合病院」と記き載さいされていた。




　神々の常とこ世よの世界。

　人々の現げん世せの世界。

　そのどちらでもない狭はざ間まの世界を隔かく世ぜと言う。

　神の世界でもなく、人の世界でもない。

　誰の世界でもないと言うことは、あるいは誰しもの世界であると言える。

　人も、人にあらざる者もそこには到達することができる。

　玖く流りゆうは人形蔵ぐらに一人来ていた。

　冷水で身を清め、その姿は死んだ神かん主ぬしの神しん官かん服ふくを纏まとっていた。

　形から入ることは決して無意味なことではない。

　外が内に及ぼす影響は計り知れないものがある。

　ましてや付け焼やき刃ばであるのならば、なおさらだ。

　それに自分の服は昨晩の人形襲しゆう撃げきであちこち破れ、また血で汚よごれていた。

　儀ぎ式しきにおいて、穢けがれは禁きん忌きだ。

　玖流は人形蔵で一人、儀式を執とり行う。

　だがそれは神を降おろすためではない。

　玉たま響ゆら姫ひめの神かみはすでに降ろされている。

　彼が行うのは、あくまで儀式のみ。

　それは隔かく世ぜに足を踏ふみ入れるがための儀式。

「…………」

　玖流は紡つむぐ。

　生前のその功績から神として崇あがめられ、神となった玉たま響ゆら姫ひめの神かみ。

　高名な人形師しであり、類たぐい稀まれなる力を持ったイタコでもあった。そして一いち児じの母であった。

　その神を示す物語であり、敬うやまう詞うたでもある──祝詞のりと。

　繰くり返す。

　繰り返し、繰り返し、祝詞のりとを紡つむぐ。

　意識が霞かすみがかり、世界に溶とけ、己が薄うすれていく。

　一いつ介かいの高校生にできる芸当ではない。

　神しん職しよくの人間が長い修行を経て、初めて到達することのできる域。

　だが、玖流にはそれを成しえる素養があった。

　素養というのは正しくないかもしれない。決して生まれ持ったものではないからだ。

　人間とは不器用な生き物であると同時に、器用な生き物でもある。

　一度摑つかんだ感覚というのは、本人の意思とは別のところに刷すり込まれる。

　例えば、一度も乗ることのできなかった自転車に、一度乗ることができた瞬しゆん間かん、次からは当たり前に乗れるように。

　例えば、一度も辿たどり着くことのできなかった世界に、一度足を踏ふみ入れた瞬間、次からは望むと望まざると迷い込んでしまうように。

「…………」

　十年前のあのとき、玖流はそれを覚えた。

　隔かく世ぜへの感覚を。

　だから、天あま降おり姫ひめの神かみの社やしろへと向かう途と中ちゆう、山道を歩きながら彼は無意識に隔世へと迷い込んでいた。

　だから、玉たま響ゆら姫ひめの神かみの人形蔵ぐらの奥へと向かう途と中ちゆう、人形たちの間を歩きながら彼は無意識に隔かく世ぜへと迷い込んでいた。

　意識せずとも、いや、意識しなければ、存在を持っていかれてしまう。

　一度儀ぎ式しきを成功させたがゆえの、代だい償しよう。

　だが今は、その代償を恩賞と受け取る。

「タスケテ……」

　声が聞こえたような気がした。

「クルシイ……」

　それは音ならざる声。

「ドウシテ……」

　頭の中に直接響ひびく声。

　現げん世せでもなく、常とこ世よでもなく、狭はざ間まの世界に引きずり込まれた者たちの声。

　ある者は霊れいの声と言うかもしれない。

　ある者は魔まの声と言うかもしれない。

　ある者は神の声と言うかもしれない。

　だが、玖く流りゆうはわかっていた。

　それは、人形の中に降おろされた──いや、閉じ込められた、人間たちの魂たましいの声なのだと。

　玖流は聞く。人形たちの声を。

　玖流は耳を傾ける。人形となった人間たちの声を。

　望むと、望まざると、そうさせられた彼らの声を。

　それは、玉響神社の神かん主ぬしも隔かく世ぜに踏ふみ入り、聞いたであろう、声。

　聞かせろ。

　お前たちの声を。

　お前たちの思いを。

「タスケテ……」

　違う。

「クルシイ……」

　それは答えではない。

「ドウシテ……」

　それは表面上の思いだ。

　もっと強い思いが潜ひそんでいる。

　何を望むのか。

　人形に宿された人間たちよ。お前たちは何を望む。

「コロシテ……」

　それが答えか。

「コロシテ……」

　それを望むか。

「コロシテ……ヤル……」




「────！」

　玖く流りゆうは我に返る。

　ひどい倦けん怠たい感かんが体を襲おそっている。

　まだ体と意識が別物であるような気さえしてくる。

　どれほど長い時間、隔かく世ぜにいたのだろうか。

　時間の感覚が失われている。

「緋ひ澄ずみさん」

　気がつけば、一いち香かが目の前にいた。

「すみません。入るなと言われていたのですが、あまりに長い時間出てこられなかったもので」

「いや。今は何時だ？」

「夜の十時です」

　玖流は立てた膝ひざに肘ひじを突つき、組んで手に額を乗せる。

　目を閉じて、あの隔世での言葉を己の中で反はん芻すうした。

「一いち香か」

「はい」

「人形たちの声を聞いたと言ったな？」

「はい」

「お前はそれをどう感じた？」

「助けて、と。苦しい、と。そう聞こえました。きっとあの子たちは人形の中に宿ることなど望んでいなかったのだと思います」

「それだけか？」

「え？」

「それ以外に声は聞こえなかったか？」

「…………」

「人形の中に宿ったことを喜んでいた声はなかったか？」

「……ありませんでした」

　玖流も同じだった。

　誰も望んではない。本人たちは望んでいない。

　なぜ気づかなかったのか。

　望んでいるのは彼らを失った周囲の人間たちだ。

　誰も人形に宿ってまで生きたいなどとは思っていなかったのだ。

「お前ならどう思う？」

「え？」

「お前が人形に宿された人間だとしたら、何を望む？」

　玖く流りゆうの問いに戸と惑まどいながらも、一いち香かはその問いを己の中に刻きざみ込み、しっかりとした口く調ちようで答えた。

「安らかな死を」

　玖流は再び問う。

「なぜだ？」

「……大切な人を忘れてしまったり、恨うらまずにはいられないことは哀かなしいことです」

　あるいは、それは卑ひ怯きような問いであったかもしれない。




「そろそろいいかい？」




　割って入ってきたのは、神かん崎ざきだった。遅れて美み古こ都とも人形蔵ぐらに入ってくる。

　あれほどの時間を隔かく世ぜに費やしていたのだ。神崎たちがやってきていても不思議はない。

「無ぶ粋すいだな」

「悪いね。だが、時間がない」

　悪びれた様子もなく、神崎が言った。変わらぬ笑みと態度ではあるが、それほどの余よ裕ゆうはないのかもしれない。

　人形たちには意思がある。知恵がある。

　昼間に動き出せば、誰かに見つかって排はい除じよされる。

　だから息を潜ひそめ、身を潜め、自分たちを隠かくしてくれる闇やみを待っているのだ。

　夜の到来を、待っているのだ。

「顚てん末まつを教えてくれないかな？　今回はあまりに蚊か帳やの外で僕ぼくにはさっぱりなんだ」

「顚末、ね」

「君ほどの人間がそんな真ま似ねまでして何も摑つかんでいないわけはないだろう？」

「買いかぶりすぎだ」

「それで？」

　神崎は取り合わなかった。

　玖流は嘆たん息そくしつつ、神崎に答えを示す。

「あんたの予想通り、玉たま響ゆら姫ひめの神かみは神かん主ぬしの手により御ご神しん体たいに降おろされている」

「神かん主ぬしはそれで何をしたんだい？」

「玉たま響ゆら姫ひめの神かみは人形師であり、イタコだった。そして子を失った彼女が人形を自分の子供として扱っていたというその逸いつ話わが示すように、彼女に願えば命を落とした人間の魂たましいを人形に宿すことができる。神主は子を失った親たちを対象に、その力を使っていた」

　通常の人形供く養ようを行う傍かたわら、聞き出した動機から対象を選び、降こう霊れい術じゆつも行っていたということだろう。

「人形供養の申込者リストでリンクが貼はられていたのは、おそらく降霊を行った人たちだろう」

「確かにあのリンクが貼られていた人間は、子を失った親たちだったね」

　神崎もそれには納得を見せた。

「その中に、雛ひな形がたという俺おれたちの同級生の親がいた。雛形の母親は神主の手によって失った子供を人形に宿してもらい、代わりに精神病患かん者じやの扱いとなった。そんな折、うちの学校で天あま降おり姫ひめの神かみの事件が起きた。事故では到底片付けられないような事件を、雛形は母親の人形供養と結びつけた」

「あながち間違いじゃないね」

「そうだな。注意すべきだった。人形供養など取り合わなければよかった」

　玖く流りゆうや美み古こ都とが気にすればするほど、雛形は非現実的なことが起きていると傾倒していった。

「元クラスメイトの皐月さつきの件は、人的なものと事故によるものだ」

　玖流は真ま木きたちのしてきたことをここで神崎に突つきつけた。

「皐月さつきは真木たちが盗ぬすんで持ってきた人形を、人形が自ら戻もどってきたものと思い込んだ。軽いノイローゼにかかり、そこに二階からの転落事故が重なり、病院で目を覚ました彼女はパニックになり屋上から転落した」

　交通事故に遭あった人間が目を覚ましたと同時にパニックになることもある。それ自体は珍めずらしいことではない。

　あるいは薬物による眠ねむりから目覚めたことで、却かえって前後不覚に陥おちいったのかもしれない。

　皐月の件に関して言えば、いくらでも救いようがある事件だった。

「俺おれの指し摘てきから端たんを発し、雛形は皐月を脅おどしていたのが真木たちと知り、人形を盗ぬすまれた責任問うために玉響神社に行った。そのとき、神かん主ぬしは人形を盗まれた責任と雛形への同情で、降こう霊れいの儀ぎ式しき……つまり玉響姫神の力について教えた。そして彼女は皐月が人形に宿ることを願った」

「神主を殺したのは彼女かい？」

「警察の見立ては？」

「彼女は殺していないね」

「だろうな」

　その意味では雛ひな形がたはまだまともな精神をしていたと言える。

「じゃあ、誰が神かん主ぬしを殺したんだい？」

「これは推測だが」

　神主が殺された日の前日。神主は一いち香かを玉たま響ゆら神社から離はなれさせた。それはおそらく降こう霊れいの儀ぎ式しきを行うためだった。

　御厨みくりやの言っていた特別な人形供く養ようとは、まさしくこの降霊の儀式のことなのだろう。

「雛形は皐月さつきを人形に宿らせた後、自分の素す性じようを明かした。そのとき神主は雛形の母親が以前に降霊の儀式を行ったこと、そしてそのせいで彼女が辛つらい目に遭あっていることを知った。おそらくそれまで彼は自分がいいことをしていると思っていた。だが子を失った親を救うために行っていたことが、その家族を苦しめていたことを知った。あるいは突つきつけられて実感した。そして彼は雛形が帰った後、降霊をした人形に問いかけたのだと思う」

　その問いは、雛形が玖く流りゆうに行ったもの。

　彼女が神主にもして、彼が答えられなかったもの。

「人形に宿されてまで生きたいのかを。だがそんなことを望む奴やつなんていなかった。逆に人形たちは事実を知って神主に襲おそい掛かった」

　人形に宿されるのは何も右も左もわからない赤あか子ごばかりではない。皐月が人形に宿れたように、年ねん齢れいなど問わないのだろう。中には神主のしたこと、自分の状況を理解できた者がいてもおかしくはない。

「それで殺されたと？」

「いや、確かに人形たちは神主を殺しにかかったんだろう。手にした凶きよう器きはそのためのものだ。だが人形の自じ重じゆうでは人を刺さし殺せない。俺おれも人形に襲おそわれたが、殺されるまでには至らなかった。昨晩殺された人も、刺さし殺されたような人はいないだろう？」

「見てきたように知っているね。でもそのとおりだ」

　人形に殺された人間は、ある者は人形を飲み込んでの窒ちつ息そく死し。あるいはガス漏もれによる一酸化炭素中毒。ある者は失火による焼死。

　確かに人形が殺したのだろうが、その方法は刺し殺さつではない。人形にできる範はん囲いでの殺し方だ。

「ということはつまり？」

　一いち香かの目線を気にしつつも、玖く流りゆうは言った。

「……自殺、だな」

　それが良心の呵か責しやくに耐えかねた神主の選んだ道だった。

「神主は自ら人形たちの持つ凶器に向かって倒れ込んだんだ。人形たちに殺されてやるためにな」

「確かに辻つじ褄つまは合うねぇ」

　神かん崎ざきは拍はく手しゆを送った。

「そこまでわかっているからには、御ご神しん体たいの在あり処かもわかっているんだろ？」

「ああ」

「どの人形がそれに当たるんだい？」

　神かん崎ざきはぐるりと人形蔵ぐらを見渡して、答えを求める。

「いいや。人形じゃない」

「ほう？」

「俺おれも最初はそう思っていた。御神体は玉たま響ゆら姫ひめの神かみが最初に造った自分の子を模もした人形ではないかと。だが違う」

「なぜだい？」

「もし御神体が人形であれば、降こう霊れいの儀ぎ式しきは人形を持ち出して別の場所に行くことができる。人目を避さけるために深夜に行っているのに、わざわざ玉響神社で行ったということは、ここでなければならない理由があったからだ。つまり御神体は持ち歩くことができないものだということだ」

「では何が御神体なんだい？」

　玖く流りゆうは天てん井じようを指差し、こう言った。

「この人形蔵ぐらだ」

　この人形蔵は、玉響姫神の工こう房ぼうであったという逸いつ話わが残されている。縁えんの深さであれば、この工こう房ぼうは玉響姫神が初めて造り上げた娘むすめを模もした人形と同等かそれ以上だ。

「なるほどねぇ。やっぱり君に任せてよかったよ」

　それで、と神崎は纏まとめに入る。

「どうすれば、この人形たちの狂きよう宴えんを終えることができるのかな？」

　声を聞いた。

　人形たちの声。怨えん嗟さの想おもい。

　こうしている間にも人形供く養ようという名を騙かたった降霊によって人形に魂たましいを宿らされた人間たちは、復ふく讐しゆうを果たそうとしている。

　自分を人形に宿すことを願った者たちへ──

　神かん主ぬしが人形に問うてしまったがゆえに、人形たちは自分たちの置かれている状況を理解してしまったのだろう。

「頼みがある」

　玖流が黙だまって話を聞いていた美み古こ都とを見み据すえた。

「何かしら？　私に頼み事なんて珍めずらしいわね」

「玉響姫神の神かみ上あげの儀ぎ式しきを」

　常とこ世よから現げん世せの御神体に降ろされた神を、常とこ世よに送り返す儀式。

　それこそが神かみ上あげの儀式。

「それでもう人間の魂たましいが人形に宿ることはない」

　現げん世せの御ご神しん体たいに降おりていなければ、神は願いを叶かなえることはできない。

　願いさえ叶わなければ、人間の魂たましいが人形に宿ることもない。

　昨日きのうの時点では、御神体を見つけてどうすべきか答えは出ていなかった。だが、今は別だ。

　望みもしない降こう霊れいをされた人間たちを、人形につなぎとめておく必要はない。

　だが──




「それじゃあ、足たりないな」




　美み古こ都とを連れて神かみ上あげの儀ぎ式しきを行おうとした玖く流りゆうの肩かたを摑つかみ、神かん崎ざきはそこで初めて玖流の言葉を否定した。

「らしくないな。玖流君。それじゃあ、足りないよ」

「……何が、足りない？」

「だってそれじゃあ、すでに魂が宿った人形たちがそのままじゃないか。天あま降おり姫ひめの神かみの件で思い知っただろう？　神上げの儀式を行っても、すでに叶った願いは無効にならない」

　そう。神上げの儀式を行っても、願いは継けい続ぞくする。

「人形を壊こわせばいい。人間と同じだ。体を壊せば魂をつなぎとめておくことはできない」

　それは皐月さつきの人形で実証されている。

「今からそれを全員に伝えて間に合う保証はない。それにもし伝えたとして、自分の子供の魂が宿った人形を壊せると思うかい？」

「身勝手な願いの報むくいだ。自じ業ごう自じ得とくだろう」

「割り切るねぇ。でも僕ぼくは割り切れないんだ。救えるだけの人間は救わなければならない」

「じゃあ、どうする？」

「神かん主ぬしと同じことをすればいい」

「…………」

「もし神主が良心の呵か責しやくに耐えかねて死を選んだとしたのなら、なぜ彼は神上げの儀式を行って始末をつけてからそれをなさなかったのかな？　神かみ降おろしの儀式を行った人物だ。神上げの儀式のことは知っていたはずだ。でもそうはしなかった。きっと意味があるはずだよね？　そう。彼は知っていたんじゃないかな？　神上げの儀式ではすでに人形に宿った魂まではどうにもできない。でも全すべての人形たちを破は壊かいするのはもう不可能だった」

「…………」

「彼は三つのことを行わなければならなかった。一つは人形たちに恨うらみを晴らさせてやるために、殺されてやること。もう一つはもう二度と人形への降霊を行わせないこと。そしてもう一つは今人形に宿っている人間の魂を解放すること。その三つを満たすために、彼は人形蔵ぐらに火を放ち、さらに人形たちに殺されてやった」

　神かん崎ざきは神かん主ぬしの行動から、結論を告げた。




「御ご神しん体たいに宿った神は殺すことができる。神を殺せばその願いは無効化される」




　それは玖く流りゆうの話さなかった考えと一致していた。

「君がそれに気づかなかったとは思わないな」

「買いかぶりすぎだ」

　神崎は取り合わない。

「それなのに君は神かみ上あげの儀ぎ式しきを選んだ。願いが継けい続ぞくすることを選んだ。どうしてかな？　うん。君は誰かの願いが失われることを拒こばんだんだね？　さて、それは誰の願いかな？」

　神崎は言い当てる。

「そう。神主自身の願いだ」

　玖流が意図的に隠かくした思考を、感情を、さらけ出す。

「君は神主の娘むすめである一いち香かに情じようを移し、彼女が失われることを拒んだというわけだ」

　玖流は一香のほうを見ることができなかった。

　神崎は懐ふところから一枚の名めい刺しを取り出す。見なくてもわかる。そこには桜さくら井い総合病院と書かれている。

　玖流が取り押さえたあの男の勤めている病院だ。

　彼はその病院の医師であり、神主の内ない縁えんの妻の最さい期ごを看み取とった医師だった。




　昼間、あの不ふ審しん者しやを取り押さえたときのことだ。

「桜井総合病院……？」

　玖流は取り押さえた人物の名刺を読み上げた。

「医師ともあろう社会的地位のある人が覗のぞき見なんてあまり良い趣味ではないですね。不ふ審しん人物が目もく撃げきされていますが、それはあなただったんですね？」

「ご、誤解だ。そんなつもりじゃなかったんだ」

「ではどういうつもりですか？」

「それは……」

　地面に押さえつけられたままの状態で、その医師が言いよどむ。

「警察に通報しましょう」

「ま、待ってくれ！」

　警察という脅おどしにあっさりと医師は屈くつする。

「馬鹿な話だと思うかもしれないが、最後まで聞いてくれ」

　医師はそう前置きして、話し始めた。言い訳を始めようとしているのではなく、自身も混乱しているような様子だった。

「私は、この玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしの奥さんの最さい期ごを看み取とった医師だ」

　事故死したという神主の内ない縁えんの妻。彼はそのとき担たん当とうした医師だった。その医師がこんなところに何の用だろうか。

「医い療りようミスでもして、謝罪に来たということですか？」

「ち、違う。彼女はもう手遅れだった。どうすることもできなかった」

「ではどうしてこんなところに？」

「……玉響神社の神主が娘むすめを引き取ったという噂うわさを聞いたからだ」

　要領を得ない答えだ。

　それがなぜ覗のぞき見をする理由となるのか。

「私はそれが信じられなかった。なぜなら……」

　医師の言葉は、玖く流りゆうを驚きよう愕がくさせた。

　と、同時に神主がなぜこんな真ま似ねに手を染めたのかをやっと理解した。

「なぜなら、母親と同じく娘もそのときに命を落としたからだ」




　担当したのは自分だから間違いないと医師は言った。

　自動車に乗っていた母娘おやこは事故に遭あった。

　病院に運ばれてきたとき、運転していた母親は体の大半をひどく損そん傷しようしており、もう手の施しようがない状態だった。

　一方助手席に座っていた娘は、体の損傷は皆かい無むと言ってよかったが、圧迫による窒ちつ息そく死しですでに息がなかった。医師の必死の蘇そ生せいも空むなしく、息を吹き返すことはなかった。

　二人を引き取りに来た神主は、娘を見て「まるで生きているようですね」と言ったそうだ。

　玖く流りゆうは考えていた。

　なぜ一いち香かには人形たちの声が聞こえていたのかと。なぜ羨うらやましいと思われていたのかを。

　前者はイタコの血族であるからと納得させていた。後者は人間全般を指しているのだと思っていた。

　だがあの医者の言葉で全すべてが覆くつがえった。

　人形たちの声が聞こえていたのは、宿った対象が異なるだけで、一香も同じ存在だったからだ。

　人形たちが羨ましいと思っていたのは、同じ存在なのに宿ったのが自分の体であったからだ。

　神主はおそらく一香の遺い体たいを引き取ったその後すぐに玉たま響ゆら神社に戻もどり、禁きん忌きとされる神かみ降おろしの儀ぎ式しきを行い、玉響姫ひめの神かみを降おろした。

　そして、降こう霊れいの儀ぎ式しきを行い、願いを叶かなえたのだろう。

　玉たま響ゆら姫ひめの神かみは願いを叶かなえる。

　人形に、人間の魂たましいを宿すという願いを。

　だから神かん主ぬしは願ったのだ。

　一いち香かの失われた命を取り戻もどすために、その魂を宿すことを。




　そう。物言わぬ人形となった一香の遺い体たいに──




「あ……」

　一香は小さく悲鳴を漏もらす。

「あ……」

　目が泳ぐ。

「あ……」

　体が震ふるえる。

「あ……」

　顔色が血の気を失い、蒼そう白はくとなる。いや、その体にはすでに血の気など通っていないのかもしれない。

　だが、誰が信じるだろう。

　彼女が、命を失った骸むくろという人形に過ぎないということを。

「あああああああああああああああああああああ」

　人は正常な精神を保つために、自分にとって都合の悪い記き憶おくを自ら失うことができるという。

　精神を逸いつする人がいるのも、そのためだ。そうやって人はバランスを取らなければ生きていけないのだ。

　一香の事故死の記き憶おくは、彼女という存在を確立するためにもっとも不要な記憶だった。

　だが、こうして事実を突つきつけられ、彼女の中の記憶が呼び覚まされてしまったのだろう。

　今、事実を知った一香は、どう思うだろうか。

　雛ひな形がたは、神主が人形に宿された人間がどう思うか考えてもいないと言っていた。

　だがそれは違う。

　彼は意図的にそこから目を背そむけていたのだ。

　それを望まない者がいることを知りたくなかったのだ。

　それは、一香の思いと同じであるかもしれなかったから。

「残念だったね。玖く流りゆう君」

　神かん崎ざきが何でもないことのように言う。

　玖流は神崎を睨にらみつける。

「そんな目で見たってダメだよ。僕ぼくはね、少しでも大勢の人を救いたいんだ。だから刑けい事じなんだよ」

「一いち香かはどうなってもいいというのか？」

「残念ながら人形は管かん轄かつ外がいだ」

「神かん崎ざき……」

「逆に聞くけど、人形に殺される人のことはどうなってもいいと言うのかい？」

「自じ業ごう自じ得とくだ」

「一度死んだのに、神の力で生き永らえているような子のために犠ぎ牲せいになることが？」

　神崎はいやいやとかぶりを振る。

「君の考えは何と言うか、うん、とても人間離ばなれしているね」

「何？」

「人間ならまず人間を守ることを考えるべきじゃないのかい？　自業自得だなんて言葉で人間の命を取るに足らないものだと片付けるのは、まるで神の所しよ業ぎようじゃないか？」

　神崎は皮肉げに口の端はを吊つり上げた。

「ねぇ、神様を信じていない玖く流りゆう君」

「貴様……」

「…………」

　玖流が今にも殴なぐりかからんとしたとき、神崎の目がぐるりと白目を剝むき、そのまま床ゆかに突つっ伏ぷした。

　気がつけば、背後に美み古こ都とがマネキンの腕うでを持って立っていた。それを神崎の頭の上に振り下ろしたのだろう。

「自業自得というのはこういうことを言うのよ」

　美古都はマネキンの腕を放り投げ、はっと息巻いた。

「お前……」

　さすがの玖流も呆あつ気けに取られる。

「神様を殺すなんて罰ばち当あたりな真ま似ねは許すわけにはいかないわね」

　美古都にとっては天てん秤びんにかけるまでもないことなのだろう。

　と、美古都は憐れん憫びんの表情で、頭を抱かかえて震ふるえる一いち香かを見下ろす。

「……何となくこの子がうちの神社に寄り付きたくなかった理由がわかったわ」

　識しき読よみ神社は生命を司つかさどる神。偽いつわりの命を持つ一香は無意識にそれを避さけたかったのかもしれない。

「どうするの？」

　美古都は玖流を見つめる。

「今のうちに神かみ上あげの儀ぎ式しきを執とり行う？」

　そうしてしまえば、もう神を殺すことはできない。神崎も諦あきらめざるを得ないだろう。

　だが、それが今も正しいかはわからない。

　真実を知った一いち香かが、何を選ぶのか。

「一香」

　泣き崩くずれる一香の傍そばに座り、目線を合わせて玖く流りゆうは問う。

「お前はどうしたい？」

　一香は泣き濡ぬれた顔を上げ、真まっ赤かな目で玖流を見る。いつもの明るさのない、とても弱々しい瞳ひとみだった。

　だがそこには哀かなしみがある。

　まだ感情がある。

　絶望までは至っていない。

「お前はどうしたい？」

　先ほど一香に問うた。

　そのときの答えは、安らかな死だった。

　だが、あれは卑ひ怯きような問いだった。一香自身は自分のことだとは思っていなかっただろう。

　あるいは自他で異なる答えを返すことこそ卑怯だと罵ののしる者もいるだろう。だが、他人に対する答えと自分の答えが一致するとは限らない。いや、一致などしない。

　それは当たり前のことだ。

　仮にもし自分のことだと思っていたとしても、実際に直面すれば答えは変わる。

　だから玖流は先ほどの答えを無視して、もう一度問う。一香に選ばせる。

　どうしたいのかと。

　一香は改めてその問いを己の中に刻きざみ込む。

　自分が一度死んだ存在であること。

　降こう霊れいの儀ぎ式しきで蘇よみがえった存在であること。

　すでに父もなく、母もない存在であること。

　その上で、どうしたいかのか、己の中の答えを導き出す。




「……生きたいです」




　それが答えだった。

　誰もが生きたい。

　そして誰もが大切な人を生かしたい。

　その術すべがあるのなら、誰もがそれを選ぶ。

　倫理も、常識も意味をなさず、人はそれを選ぶのだ。

「わかった」

　その答えに、美み古こ都とが驚おどろく。

「……いいん、ですか？」

「何がだ？」

「だってわたしは……」

「神が現げん世せに降おりてきてのうのうと存在している。魂たましいが人形に宿って生きても問題はないだろう」

　きょとんとした一いち香かだが、

「すごい理り屈くつですね」

　その答えに泣きながら笑った。

「我ながら暴論だ。理屈にもなっていない」

　こんなことに正論などあるはずがない。ましてや神かん崎ざきが納得するはずもない。

　だが打つ手がなくなれば、神崎も諦あきらめざるをえないだろう。

　玖く流りゆうは美み古こ都とを振り返る。

　美古都も頷うなずき返し、神かみ上あげの儀ぎ式しきに取り掛かろうとする。

　と、背中に重みを感じた。一香が背中に体を預けてきたのだとわかった。

　ぴくっと美古都が無意識のうちに反応する。

　玖流はやれやれと嘆たん息そくし、

「機き嫌げんを損ねると、神上げの儀式をしてもらえなくなるぞ」

「この期ごに及んでそんなことはしないわよ」

　気づいているのかいないのか、機嫌を損ねたとは否定せず、美古都が言い返す。

　玖流はあえて何も言わず、一香を背中からはずそうとして体を半はん身みにし──、その拍ひよう子しに一香がどさりと床ゆかに落ちた。

「おい」

　そこまで体重を預けることはないだろうと玖流は焦あせったが、違った。

　一香は時を止めてしまったかのように、動かなくなる。

「おい！　一香！」

　玖流が一香の体を揺ゆする。

　その冷たさに、一いつ瞬しゆん我を忘れる。

　彼女が一度は死んだ身であることを意識せずにはいられない、冷たさだった。

「一香！」

　玖流が名を呼び続けると、一香ははっと我に返ったように意識を戻もどす。

「どうした？」

「いえ、すみません。急に視界が暗くなって……」

「…………」

　確かに今までもこんなことはあった。

　鍵かぎをなくしてしまったあのとき、呆ぼう然ぜんとして話しかけてもしばらく返事がなかった。

　それだけではない。

　初めて会ったとき、何もないところで受身もままならず急に転んだ。

　玖く流りゆうの家で、倒れ込むようにテーブルに頭を打ち付けた。

　単なるドジで片付けていたが、本当にそうだったのだろうか。

　今のように、意識を途と切ぎれさせてしまったのではないのか。

「あの……どなたですか……？」

　一いち香かは紛まぎれもなく玖流を見て、そう言った。

「……おい？」

　さすがの玖流もわけがわからず、問い返す。

「え……？　……あ、緋ひ澄ずみさん」

　と、思い出したように一香は玖流の名を呼んだ。

　玖流は美み古こ都とを見る。美古都も一香の元に来て様子を見るが、かぶりを振る。

「何とも言えないわ。でも……」

「何でもいい。思いつくことを言え」

「人間の命は神様と言えども自由にはできないということよ」

　一香の手前はっきりとは言わなかったが、玖流にはわかった。

　命を司つかさどどる識しき読よみ神社の一人娘むすめであるがゆえの、重みのある言葉だった。

　一香は命を落としている。一度は終わった命だ。それを玉たま響ゆら姫ひめの神かみの力で魂たましいだけを遺い体たいに宿しただけだ。それがどれほど摂せつ理りに逆らったことかは、玖流もわかっているつもりだ。

　すでに無理が生じているのかもしれない。

　今の状態がずっと続くわけではないのかもしれない。

　だが、やめるわけにはいかない。

　彼女が生きたいと言い、生きる術すべがあるのなら、それをなすだけだ。

　と、そのとき玖流の携帯電話が鳴り響ひびいた。

　無視をしてもよかった。だが、相手は今も真ま木きといるであろうスナオだった。

「どうし……？」

　玖流が電話に出た瞬しゆん間かん、

「兄にいさん！」

　スナオの切迫した声が聞こえた。

「何があった？」

「人形が……！」

　玖流は眉まゆをひそめた。なぜだ。真木の元に来る人形などもういないはずだった。

「どこにいる？」

「わからない！　玉たま響ゆら神社で人形供く養ようをした人たちのところだって……」

「何？」

　意味がわからなかった。

　真ま木きの家でないのなら、スナオはどこにいるのか。しかも玉響神社で人形供養をした人たちと言われても、スナオが関わりを持つような相手はいなかったはずだ。

「助け……」

　と、何が起きたのか、電話が途と切ぎれる。

「スナオ！　スナオ！」

　呼びかけても、電話を掛け直しても、スナオが再び出ることはなかった。

「どうしてそんなところに……」

　言いかけて、玖く流りゆうははっと気づく。

　その視線が鋭するどく神かん崎ざきに向けられる。

　と、神崎が後頭部をさすりながら、体を起こすのが見えた。

「ひどいなぁ。これは公務執しつ行こう妨ぼう害がいに当たるよ。ああ、公務じゃないから、傷害事件かな」

　こんなときまで飄ひよう々ひようと神崎は笑っていた。だが、その笑みがただの笑みでないことは知れていた。

「神かん崎ざき……、お前、スナオを……」

「うん。ちょっと手伝ってもらったよ。真木さんのように人形に襲おそわれる可能性がある人たちがいるから、ついていてあげてくれないか。お兄にいさんは今解決に向けて忙いそがしいから、ってね。彼はいい子だね。二つ返事で引き受けてくれたよ」

　すでに一いち香かがどういう存在かに見当をつけていた神崎は、玖流が思い通りに動かない可能性を考えた。

　だからスナオを人ひと質じちに取ったのだ。

　この土ど壇たん場ばで、自分に従わせるために。

　天あま降おり姫ひめの神かみの事件のときもそうだ。無関係な人間が巻き込まれないよう関係者を切り捨てる行動を彼は取った。先ほどの彼の言葉で全員を救うのは無理だと言っていたが、可能な限り玉響神社で人形供く養ようという名の降こう霊れいを行った人間を一ひと所ところに集めたのだろう。

　だとすれば、今そこは人形たちの格好の的まとになっているはずだ。

　その人間たちが人形を手放していないのであれば、すでにその場所は人形たちの巣そう窟くつとなっているはずだ。

「さあ、どうする？　神かみ上あげの儀ぎ式しきを行って彼女を助けるか、御ご神しん体たいを壊こわして弟を助けるか、二つに一つだ」

　玖流は身を翻ひるがえし、スナオの下へと向かおうとする。

「今からスナオ君のところに向かっても間に合わないと思うけどな。大体場所を知らないだろ？」

　玖く流りゆうは思考すらできず、スナオの場に向かおうとし、その事実を気づかされる。

「くっ……」

　玖流は身を翻ひるがえし、神かん崎ざきに殴なぐりかからんばかりに一歩踏ふみ出す。

「別にいいけど、そんなことで僕ぼくの口を割らせようとしても無む駄だだよ」

　神崎の言うとおりだった。暴力で従わせられるような相手でもなく、また自分が力で適かなう相手とも思えない。

「随ずい分ぶん焦あせっているね。まあ、狙ねらい通りだけれどね。外で待っているよ」

　神崎はそう言うと、美み古こ都とを促うながし、共に人形蔵ぐらを後にした。

　どうする──？

　人形に直接人を殺せるような力はない。スナオが人形たちを撃げき退たいする可能性も、無事に逃のがれる可能性もある。

　だが、それは賭かけだ。スナオの命を賭けの対象になどできない。

　玖流は一いち香かを見る。そのすがるように自分を見つめる目を。

　以前、美み古こ都とに問われたことがある。

　もしも大切な人と他人のどちらかしか助けられない状況に遭あったとしたら、あなたはどちらを取る、と。

　玖流は大切な人だと答えた。

　もしも大切な人と他人十人のどちらかしか助けられない状況に遭あったとしたら、あなたはどちらを取る、と。

　玖流は大切な人だと答えた。

　もしも大切な人と他人一万人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る、と。

　玖流は大切な人だと答えた。

　人数の問題ではない。価値の問題だ。

　その答えに迷いはなかった。今も同じ答えを返すことができる。

　だが、今の状況はその問いに当てはまらない。

　一香はすでに他人と呼ぶには関わりすぎていた。

　だが、まるでそれを見越していたかのように、美古都は最後に問うていた。

　もしも大切な人と大切な人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る、と。

　玖流はこう答えた。

「より大切な人のほうだ」

　まさに今の状況だ。その選せん択たくが、今迫られていた。

　そのときの逡しゆん巡じゆんはほんのわずかだった。

　今も同じことを問われたら、同じ答えを返すことができる。

　だが、迷いが生じる。

　一いち香かと同じだ。実際に直面したとき、答えは変わる。

　だが、それでも──選ばなければならないのであれば、玖く流りゆうは選ぶ。

　玖流はすがるように自分を見つめる一香から目をはずし、背を向けた。

　見ずとも、一香が玖流へと駆かけ寄ろうと立ち上がろうとしたのがわかった。

　だが、玖流はそれを無視して、歩き出す。

　一香の視線を背中に感じる。

　もしも一香がすがりついてきたら、自分はそれを振りほどけるだろうか──

　だが、その背に一香が触ふれることはなかった。

　玖流は一度も振り返ることなく、人形蔵ぐらの外へと出た。

「あ……」

　ばたんと閉ざされた扉とびらが閉まる前に、零こぼれ落ちたかのような一香の声が、背後に聞こえた。




「来ると思っていたよ」

　神かん崎ざきが手にしていたライターを差し出した。

　近くにポリ容器が転がっている。発する臭においから灯とう油ゆを撒まいたことが知れる。

　ライターを放れば、あっという間に火は燃え広がるだろう。

「さあ、火か葬そうの時間だ。あまり時間はないよ」

　玖流は差し出されたライターの火を見つめた。

　揺ゆれる炎ほのおは、己の心が映し出されているかのようだった。

「できないのなら、僕ぼくがやってもいいけれど？」

　意を決し、などという思い切りはなく、玖流は淡たん々たんとした足取りで人形蔵の前に再び立った。

「あまり近づきすぎると火傷やけどするよ」

　だが、神崎の親切な忠告など聞こえていないかのように、玖流はゆっくりとライターを持ち上げる。

　まるで感情のない人形のように。

「緋ひ澄ずみさん」

　火を放つわずか手前で、扉とびら越ごしに一香の声が聞こえた。

　思わず、扉に手が伸のびそうになるが、

「開けないでください」

　その声に、手が止まる。

　一いち香かが、扉とびらの向こうでゆっくりと話し出す。

「わたし、もしかしたら自分が死んだって気づいていたのかもしれません」

「？」

「夢に見るんです。真っ暗なところにいて、自分がその真っ暗なものに溶とけていくような夢です。あれは死ぬ間ま際ぎわのことを夢に見ていたのかもしれません」

「…………」

「時々、自分の体が自分でいうことが利かなくなるようなこともありました。大事なことを思い出せないこともありました。少しずつ自分がおかしくなっているような気がして怖こわかった」

「…………」

「自分が一度死んだってさっき言われて、すごく納得しました。普通はそんなことないって思うはずですよね？　でもわたしは『ああ、そうなんだ』ってすぐに納得できたんです」

　だから、恐きよう怖ふしたのだろう。

　体が、心が、覚えていたのだ。

「でも、限界が来たみたいです」

「！」

「開けないでくださいね」

　一香が繰くり返す。

「体がぼろぼろになっていってます。こうして話しているのも、すごく苦しいです。緋ひ澄ずみさんの顔も、もう思い出せません。よくわからない気持ちに……何かを恨うらんでしまいたい気持ちにもなっています。だから全すべてを忘れておかしくなってしまう前に、終わらせてください」

「…………」

「……大切な人を忘れてしまったり、恨まずにはいられないことは哀かなしいことです」

　それは、彼女が最さい期ごに行き着いた答えだった。

「緋澄さんといた時間はとても楽しかったです」

　玖く流りゆうはむしろ自分が感情のない人形のような声で、言った。

「俺おれも楽しかったよ。妹ができたらこんな感じかってな」

「……妹ですか。ちょっと残念です」

　一香が小さく笑ったような気がした。




　──玖流は、人形蔵ぐらに火を放った。







　終章







　そして。

　人形は人形に戻もどり、人形に襲おそわれた人間たちの無事も確認された。

　無事と言っても命が助かっただけで、大怪け我がをした者も少なくない。ただそのうちの何割かは、人形ではなく人間の手によるものだった。

　集められた人間たちの中にも、身を守るために人形を壊こわそうとする者と自分の子供である人形を守ろうとする者とに分かれ、争い合ったらしかった。

　その争いにも巻き込まれたスナオも、あと一歩遅ければ玖く流りゆうと再会を果たせなかったかもしれない。

　それほどに危険な状態だったそうだ。

　その後、人形に襲われたと被害報告をする人間たちが多数出てきたが、その多くが子を失い、人形を子に見立てていた人間だったため、精神鑑かん定ていに回されて終しまいだった。

　玉たま響ゆら神社の神かん主ぬしの件は自殺と判断され、雛ひな形がたは無罪放ほう免めんとなった。

　真ま木きたちが皐月さつきに行った件は明るみに出、彼女たちは退学処分となった。罪に問われることになるかは、今後の裁さい判ばん次第だろう。

　そして人形供く養ようの噂うわさは、これまでにあったただの噂として収しゆう束そくを迎えていくのだろう。

　玖流は禁止されている立ち入り禁止の学校の屋上にいた。

　その視線の向けられているほうに、玉響神社があったのは偶ぐう然ぜんだ。

「ひとまず終わったわね」

　無事に、とは言わなかったのは美み古こ都となりの気き遣づかいなのだろう。

「立入禁止だぞ」

「私は立入禁止場所に入った玖流君を注意しに来たのよ」

　言い訳はすでに用意されているようだった。

　だが、美古都は玖流を連れ戻もどそうとはせず、その隣となりに立ち、フェンスに背中を預けてもたれかかる。

「元気を出して。お兄にいちゃん」

　玖流が不ま味ずいものを丸まる吞のみしたかのような顔になる。

「あら、妹がほしかったみたいだからサービスしてあげたのに」

「やめろ。気味が悪い」

「そんなこと言わないで、お兄ちゃん」

　玖く流りゆうへの嫌いやがらせを趣しゆ味みとする──と玖流は思っている──美み古こ都とにしては、格好のネタを見つけたようだった。

　玖流は辟へき易えきしたように視線を戻もどす。

「可愛かわいい子だったわね？」

「よく言う」

　一いち香かに対し、事あるごとに不ふ機き嫌げんそうな顔を見せていた美古都を指し、玖流は鼻で笑う。

「あら、本心よ。別にああいうタイプが嫌きらいとか、性格が合わなかったとかそういうわけじゃないわ」

「大おお方かた、識しき読よみ神社を指して嫌いやな感じがすると言ったのを根に持っていたんだろ」

「そんなんじゃないわ」

「じゃあ、ああいう抜けているタイプが苦にが手てといったところか」

「そうでもないわ。抜けている人ともうまくやっていける自信はあるわ。頭が良くても抜けている人だっているわけだし」

「何で俺おれを見る？」

「さあ、何ででしょうね」

　美古都は肩かたをすくめた。

「なあ」

「何？」

「あいつは本当に、最さい期ごに壊こわれていっていたんだろうか」

　扉とびら越ごしに一香は言った。

　限界が来ている。体が動かなくなっていっている。記き憶おくがなくなっていっている。

　だが、それが本当だったかは扉越しにいた自分にはわからない。

　だから、考えてしまう。

　あれは、人形蔵ぐらに火を掛けさせる為ためにあえてそう言ったのではないかと。

「さあ、どうでしょうね」

　もちろん同じく扉越しにいた美古都にも、それはわからない。

「でも、人の命は誰にも自由にはできない。ましてや人を生き返らせるなんてことは、神様にだってできはしないわ」

「命を司つかさどる識読姫ひめの神かみでも、か？」

「…………」

　だが、美古都は答えずに、逆に問う。

「もしできたとしたら、識読姫神様にお願いをして生き返らせてもらう？」

「…………」

「…………」

　妙みような間まが生まれる。

「神は人の願いを叶かなえない」

「いつものあなたに戻もどったみたいでよかったわ」

「俺おれは最初から俺だ」

「ええ。そうね」

　美み古こ都とはフェンスから体を離はなす。

「ねぇ、玖く流りゆう君」

「何だ？」

「もしも大切な人と他人のどちらかしか助けられない状況に遭あったとしたら、あなたはどちらを取る？」

　それは以前にも問われた問いだ。

「どちらを取る？」

「大切な人だ」

「もしも大切な人と他人十人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」

「大切な人だ」

「もしも大切な人と他人一万人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」

「大切な人だ」

「もしも大切な人と大切な人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」

「より大切な人のほうだ」

　そこまでは同じ問いだった。

　そして美古都は、もう一つ加えた。

「もしも同じくらい大切な人のどちらかしか助けられない状況に遭ったとしたら、あなたはどちらを取る？」

　玖流は答えない。

　今回はスナオと一いち香かを天てん秤びんに掛けた。

　そしてスナオを選んだ。

　一香は他人ではなかった。

　他人に比べれば大切だと言えた。

　だが、スナオと比較できるほどに大切な存在ではなった。

　しかしもしも同じくらい大切な存在の、どちらかを選ばなければならないとしたら、自分はどちらかを選ぶことができるだろうか。

　あるいはスナオと、同じくらいに大切な……。

「……どちらかを選ぶさ」

　それしか、答えることができなかった。







　あとがき




　お久しぶりです。御お堂どうです。

　たった今バルセロナの世界一をスタジアムで見届けてきたところです。サッカーに興味のない人はわけがわからないかもしれませんが、いやー、すごいですね。強いですね。向かうところ敵なしって感じですね。

　あのチームを真っ向勝負で破るチームが現われることを望みます。最強を打ち破ることこそ面白い。そう思います。まあ、そんな近況です。




　さて。

『カミオロシ弐に～人形供く養ようの儀ぎ～』をお届けしました。

　今回の題材は人形です。

　フィギュアを集めたり、球体関かん節せつ人形をお迎えしたりはしていませんが、人形という題材は個人的には大好きです。

　前作の付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんでも人形を題材にした話を書きましたが、人形が心や意思を持つような話は心惹ひかれるものがあります。

　が、今回はその人形の不ぶ気き味みさを前面に出して、ホラー色しよく強めでお届けしています。

　あの無表情で無機質な人形が、あのままで動き出したら……。

　そのイメージに神事の人形供養を絡からめたら……。

　こんな話が仕上がりました。

　何にせよ、人形というのは想像を搔かき立ててくれますね。

　お楽しみいただけると幸いです。

　あと多少なりともぞっとしていただけると、なお幸いです（人を怖こわがらせて喜ぶ趣味はないですが）。




　さて、それではご挨あい拶さつと御礼を。

　前巻で美び麗れいなイラストを描えがいていただいたさらちよみさん。イメージぴったりで大変嬉うれしく思っています。本巻のイラストは現時点でまだ拝はい見けんできていませんが、今回も楽しみにしております。

　担当の高たか林ばやしさん、この本の出版にあたりご尽じん力りよくいただいた皆様。遅ち筆ひつでミスも多くご迷めい惑わくをお掛けしておりますが、今後ともよろしくお願い致します。

　そして、私の本を手にとっていただいた読者の皆様。いつもありがとうございます。引き続きのご愛あい顧こよろしくお願い致します。




　そして、この場をお借りしまして。

　東日本大だい震しん災さいで被ひ災さいされた方々、およびそのご家族、関係者の方々へ、心よりお見舞い申し上げます。

　この本が出版されている頃は、かれこれ震災から一年近くが過ぎている頃と思いますが、まだまだご苦労もあるかと思います。

　一日も早い復興をお祈いのり申し上げます。


御お堂どう彰あき彦ひこ









御お堂どう彰あき彦ひこ

『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞＜選考委員奨励賞＞を受賞。自分で書くのも何ですが、人形が深夜に窓から覗いていたら怖いですよね？　ああっ!!　よく見たら窓の右下に何か白い人形のようなものが……（くだらなくてすみません）
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さらちよみ

世田谷区在住イラストレーター兼漫画家

ちよみっていうな><









電撃文庫





カミオロシ弐に




～人にん形ぎよう供く養ようの儀ぎ～











御お堂どう彰あき彦ひこ








二〇十三年七月十一日　配信
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